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ぼくのご主人様!?





鷹野祐希
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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　和泉つばす


口絵デザイン　菊地博徳
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　プロローグ







　足あし下もとで、枯かれ葉がかさりと音を立てた。


「─────ちゃん……」


　つぶやきは強い風にさらわれ、自身の耳にすら届とどかず、消えてしまう。


　組んでいた手をほどいて目を上げれば、見み慣なれた祠ほこらがある。記き憶おくの中の祠よりも少し小さい、けれどすっかり見慣れた祠だ。


　もう幾いく度ど、こうして希望と落らく胆たんを繰くり返してきたかわからない。


　今回も、またはかない希望は落胆のため息に変わるに違ちがいない。そうわかっていても、視し線せんは辺りをさまよい、どこか違っているところはないものか、見み逃のがしている何かはないかと探さぐってしまう。


　風がやみ、舞まい上がった枯れ葉がぱたぱたと降ふってくる。


　でも、希望は欠片かけらも降ってこない。


　ただ、自分のため息の音だけが聞こえて、やっぱりいつものように肩かたを落とす。


　意を決してきびすを返し、左手に視線をやれば、こちらを心配そうに見つめる目がある。


　小さく一度、首を横に振ふってみせると、それを受け止めるようにうなずきを返してきた。





　──そう、希望の欠片はないわけじゃない





　ただ一つ、今の自分に残されているもの。


「よー……ちゃん」


　風に奪うばわれないように、今度は唇くちびるをぎゅっと嚙みしめて、その名前を胸むねの奥おくへと落とし込こんだ。




　一、はじまりの転落







　─────ありえない。





　いや、どんなに否ひ定ていしようとも、それは厳げん然ぜんたる事実で、認みとめたくはないが、十分にありえる事じ態たいだった。


　先月の定期試験は、学年で二百番台前半だった（二百五十四人しかいないけど）。


　それから三週間、一夜漬づけで詰つめ込んだ試験用の知ち識しきはあらかた消え去って、試験後の息いき抜ぬきが延えん々えん続いていた頃ころに受けた模も擬ぎ試験なのだ。成せい績せきがいいはずがない。


　だから、志し望ぼう校の合ごう格かく判はん定ていがすべてＥランクで、滑すべり止め用に偏へん差さ値ちだけで選んだ、どこにあるのかも知らない大学のランクだけがかろうじてＤだったってことは、全然ありえないことなんかじゃない。それはわかっている。


　それでも、もしかしたらとんでもないミラクルが起こって、一つくらいＣ……いや、Ｂ判定がついてたりして、なんてことを思っていたのだ。


　そんな三週間前の自分が、ありえない。


　薄うすいブルーの成績表の中、『市いち川かわ吉よし朗ろう』という印字部分ばかりが妙みように濃こく見えた。まるで、「こいつはバカです」と強調されているみたいだった。


　吉朗がデイパックを背せ負おい直すと、中でかさりと成績表が音を立てた。こんなに軽そうな音なのに、いやになるほど重い。


　一つため息をついて、吉朗は改札を抜け、ホームへの長い階かい段だんを上がり始めた。周囲は制せい服ふく姿すがたの高校生ばかりだが、いつもとは少しばかり様子が違っている。


　いつもなら吉朗が通う北きた高こと北きた見み栄さかえ高校の青いブレザーで埋うめ尽つくされるのに、今日は学ランだとかセーラー服だとか色とりどりだ。この駅を最も寄よりとしているのは北高と東ひがし沢さわ高の二つだけだが、ＪＲの乗り換かえ駅でもあるので、少し先の私立高の生徒も混まじっているのだろう。


　今日はたまたま、あのすばらしい成績表について、職しよく員いん室しつで担たん任にんと熱く語り合っていたために学校を出るのが遅おくれ、他校の生徒の帰き宅たくラッシュにはまってしまったようだ。


　ホームに上がり、改めて辺りを見回した吉朗は、その群むれの中にアイボリーのセーラー服を発見して思わずにやりと口元をゆるめた。


（が、眼がん福ぷく……！）


　清せい楚そなデザインのそれは、聖せい堂どう女学院のものだった。この辺りでも、いや、県内全ぜん域いきに範はん囲いを広げても間ま違ちがいなくトップスリーに入る、素す晴ばらしいデザインの制服である。


　アイボリーに薄うす茶ちやの襟えり、濃い茶のスカーフはきりっと結ばれている。襟と同じ薄茶のプリーツスカートは膝ひざ丈たけと決められていて、今時珍めずらしく白い三つ折りソックス。夏冬ともにマニア垂すい涎ぜんの出いで立ちながら、吉朗はこの時期の、ミルクチョコレート色のカーディガンを着用する中間服が一番好きだった。


（聖女の制服、大量に見るの久ひさ々びさだな……）


　一人でも際きわだって素晴らしいデザインだが、群れたら群れたで別の可愛かわいさがあるというものだ。新入生たちの硬かたさの残る真新しい制服は初うい々ういしく輝かがやいているし、すっかり身体からだに馴な染じんだ三年生の制服はしっとりと落ち着いた雰ふん囲い気きを醸かもし出す。


　どちらも制服好きにはたまらない。


　吉朗の視線を感じたのか、近くにいた聖女のグループが不ふ審しんそうにこちらを見やっている。吉朗は慌あわてて口元を引き締しめ、向かいのホームに目をやった。


　もちろん、そこにも聖女の生徒がたくさん立っている。近場より遠くに目をやっている方が目立たないだろうと、吉朗は何気ない風を装よそおって、向かいのホームをさりげなく眺ながめた。


（あれ……？）


　吉朗から見て右手の方に、一人で立っている聖女の生徒がいた。他の生徒たちと着ている物も持っている鞄かばんも同じなのに、一人だけ、ホームの中で際だっている。


　長い黒くろ髪かみの一部を茶系けいのリボンで結ゆったその少女は、少しばかり硬い表ひよう情じようで足あし下もとを見つめていた。


（……あれって、まあちゃん……だよ、な？）


　最後に見たのは高校入学直前だから、二年ほど前になる。確たしか聖女に行くと言っていたから、あの制服を着ていてもおかしくはない。


　二年の間に髪も、少し背せも伸のびたようだったけど、間違えるはずがない。あれは佐さ倉くら麻ま琴ことだ。


　二年前、家の事情で隣となり町まちに越こしてしまうまで、十五年も同じ町で同じ時を過すごしてきたのだから、二年くらいの空白で見み誤あやまるはずもない。その二年の空白だって、麻琴のことを想おもわない日はなかったのだから。


「まあちゃん……」


　その吉朗の声が聞こえたかのように、麻琴はふと顔を上げ、こちらに目をやる。その視線がまっすぐに吉朗に向けられ、吉朗の胸むねがどくりと鳴った。


（き、気づいた……!?）
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　吉朗の方は二年の空白期間が無意味なほど、さして背も伸びていなかったし、成長を見越して作られた制服は、いまだ身体にフィットしていない。髪を染そめるでもなく、相変わらずあか抜けない吉朗は、中学どころか小学校の同級生に会ったって、すぐに気づいてもらえるくらいだ。


　たとえ吉朗と違って、麻琴にとって吉朗が特別な幼おさななじみでなかったとしても、「どこかで見たことあるけど誰だれだったっけ？」くらいのリアクションは取るだろう。


　そう思っていたのに。


　線路の向こうにいる麻琴は、確かに吉朗を見てはいたけど、吉朗が期待するような表情ではなかった。さっきの女子高生たちのように、どこか訝いぶかしんでいる風でもある。


（単なる不審者と間違えられたんじゃ……）


　考えてみれば、吉朗が親しげにまあちゃんと呼よんでいたのは小学四年までのことで、その年のある日の学級会で「クラスメートは○○君、○○さんと呼びましょう」と決まって以来、対外的には佐倉さんと呼びかけていた。心の中でだけ、昔のように、まあちゃんと呼んでいたのだ。


　麻琴もいつの間にか自分のことを市川君と呼んでいたし、中学に入ってからは同じクラスになることもなかったから、市川君とすら呼ばれる機会もほとんどなかった。彼女の中での空白期間は、隣町に越す以前から始まっていたかもしれない。


（……まったく覚えてない可か能のう性せいもないとは言い切れないな……）


　二年ぶりの再さい会かいにすっかり舞まい上がり、一いつ瞬しゆんで「久しぶり！」から始まって来週の日曜日に遊園地へ行く約束を取り付けるところまで妄もう想そうは進んでいたというのに、ぷすんと音を立ててしぼんでしまう。


　怪け訝げんそうに眉まゆを寄よせている麻琴にいたたまれなくなって、吉朗の方から目をそらそうとしたそのとき、麻琴の口が「あ」の形に開いた。


（こ、今度こそ気づいた……!?）


　どうやって挨あい拶さつしよう、手を振ふった方がいいのか、それとも軽く会え釈しやくするにとどめた方がいいのか……一瞬のうちに思考はぐるぐると回るが、それがまとまるよりも早く、吉朗が乗るべき電車が入ってきてしまった。


　もしかしたら、人生の一大事に繫つながるかもしれない瞬間だ。一本くらい逃のがしたって……と脇わきに避よけようとした吉朗だったが、時とき既すでに遅おそし、その他大おお勢ぜいの聖女の群れに流されて、あっという間に一番奥おくの、反対側の扉とびらにまで押おし込まれてしまった。


　ついていない。


　けど、あの麻琴の複ふく雑ざつな表情を思うと、良かったのかもしれない。


　そう言い聞かせてはみても、あきらめがつかない。吉朗は窓まどからそっと反対側のホームを見やった。電車一本分の幅はばだけ近づいたから、さっきよりも顔がよく見える。


「えっ!?」


　麻琴は一人ではなかった。すぐ横に、男が一人立っている。制せい服ふくではなく、カジュアルを通り越して少しだらしないくらいに着き崩くずした男だった。大学生だろうか。


　男はなれなれしく顔を寄せて、麻琴になにか話しかけている。その顔はにやにやとしていやらしい。


　もしかしたら彼氏なんじゃ……という吉朗の疑ぎ念ねんは、一瞬で吹ふき飛んだ。麻琴の肩かたに掛かけられた男の手を、麻琴自身がものすごい勢いきおいではたき落としたのである。しかもその表情には激はげしい嫌けん悪おが浮うかんでいた。


　一瞬虚きよをつかれた男は、辺りを見回して少し赤くなると、再ふたたび麻琴に手を伸ばす。それを身を引いてかわした麻琴は、男に向かってなにごとか怒ど鳴なりつけた。


「なんか……やばいんじゃ……」


　男の表情はそんな麻琴につられるように、どんどん険けわしさを増ましていく。負けじと麻琴も眉をつり上げて怒鳴っている。それはおよそ麻琴らしからぬ姿すがただったが、大人しくて優やさしい彼女にそこまでさせるほどの何かが、男にはあるのだろう。


　だとすると、麻琴が危あぶない。


　吉朗は反はん射しや的に電車を降おりようと振り返る。


　プシュー。


　女子高生の群れの向こうで、むなしく扉は閉ざされてしまった。


（まあちゃん……！）


　再び窓の外に目をやると、男の姿はなく、麻琴の傍そばには彼女のクラスメートと思おぼしき聖女生が何人か立っていた。


（とりあえず……大だい丈じよう夫ぶ、だったのかな）


　ほっと息をついて、吉朗はゆっくりと動き出す電車の中から、麻琴を見つめていた。





　　　　＊　　　　＊　　　　＊





　昼日中だというのに、その部屋の中は薄うす暗ぐらい。窓にかけられた遮しや光こうカーテンは隙すき間まができないようにきっちりと閉とざされていて、陽光は一ひと筋すじたりとも侵しん入にゆうできない。本来三本取り付けられるべき蛍けい光こう灯とうは一本きりで、それも両りよう端はしが黒ずみ、ちらついて、明らかに光量が足りていなかった。


　それでも、この部屋の主である男から不満の声が漏もれないのは、それを補おぎなうだけの光が、彼の顔に浴びせかけられているからだった。


　青白い男の顔をなお青く染め上げるその光は、男の前に並ならぶ三台のパソコンのディスプレイから放たれている。型の古いＣＲＴが一番左、乱らん雑ざつに積み上げられた本を挟はさんで男の正面にあるのは十五インチの液えき晶しようディスプレイで、その隣となりにはＡ４サイズのノートパソコンが置かれていた。


「ひ、久ひさ居い、は……携けい帯たい、解かい約やく、か。あ、ああ、佐倉、佐倉、は、また弾はじいて、やがる」


　ぶつぶつとつぶやきながら、男はむっちりとした芋いも虫むしのような指をキーボードに這はわせていった。やがて、小さな鈴すずのような音がして、ＣＲＴディスプレイのど真ん中に、携帯電話のアドレスらしきものが一行、浮かび上がった。


「久居、こ、こんど、は、ドコモ、か。じゃ、じゃあ、こっちもド、ドコ、モのアドレスだ、な」


　言うが早いかディスプレイの端に立ち上がった乱数表に、男がマウスポインタを合わせると、乱数表のその部分が黄緑色に点てん滅めつした。意味を成さない、十六個この英数字の羅ら列れつ──けれど、その後ろに＠とともにドコモのドメイン名がくっつくと、立りつ派ぱなメールアドレスとなった。


　次に立ち上がったのはメールソフトで、新規メールの白い画面に、男の指の動きに合わせて、卑ひ猥わいな文字が並べられていく。差出人の欄らんには先ほど作ったばかりのアドレスが入力されていた。


「こ、これで、よし、と」


　そのメールを画面の左側に持って行くと、十個ほどメールアドレスが並んだリストのようなものが立ち上がった。そこに、先ほど探さがし当てた携帯電話のアドレスを追加する。男がキーボードになにがしかを打ち込こむと、メールは手紙の形をしたアイコンへと姿を変え、ピンク色に点滅しながら、リストの上を走り出した。


　それを満足そうに眺ながめていた男は、ノートパソコンへと向きを変える。マウスに触ふれると、ネコミミをつけた幼おさない少女が飛び回るスクリーンセーバーが消え、ゲーム画面が現あらわれる。


「ゆいりん、ちゃん……フ、フラグ、立てなきゃ……」


　画面の中、可愛かわいらしい少女のイラストは、男の打ち込む言葉に合わせて次々と変化していく。青白い光に照らされた男の顔が、だらしなくゆるんだそのとき、テーブルの端で携帯電話がぶるぶると震ふるえ出した。


　一いつ瞬しゆん、名残なごり惜おしげにノートパソコンを見やった男だったが、すぐに携帯電話に手を伸のばす。


「はい……う、うん……え？　あ、ああ……わ、わかった。駅前の、ゲーセン………………わかって、る……行くよ」


　口調はどこか怯おびえているようなのに、その顔にはうっすらと笑えみが浮かんでいる。電話を切った男は、夢む中ちゆうになっていたはずのゲームには目もくれず、薄暗い自分の部屋から飛び出て行った。











　麻琴と二年ぶりの再さい会かいを果たしてから、既すでに三日が過すぎていた。あの日と同じくらいの時間に駅に行くようにしていたのだが、麻琴も、あのとき麻琴に話しかけていた男も見かけることはなかった。


　時間が経たつにつれ、再会の感動は薄れていき、麻琴の嫌けん悪おの表ひよう情じようだけが浮うき彫ぼりになってくる。男はただのナンパではなく、前から麻琴を知っていたようにも見える。元彼と言うことは考えられないというか考えたくないし、むしろストーカーという方がぴったりくる。


（まあちゃん、つきまとわれて困こまってるんだ、きっと……）


　やっぱりあのとき、女子高生の群むれを蹴け散ちらしてでも、反対側のホームに行くべきだったのかもしれない。それであの男から麻琴を助け出せば、


『ありがとうござ……あの、もしかして、市川くん？』


『あ……うん』


『私のこと、覚えてないかな……佐倉、佐倉麻琴』


『───忘わすれたことなんか、なかったよ』


『……え？』


　みたいなことになって、今いま頃ごろは二人で遊園地辺りにいっていたかも───────


「まだ気にしてたのかよ、聖女の子のこと」


　軽くぽん、と肩かたを叩たたかれ、はっと我われに返る。目の前には麻琴どころか女の子ですらない、親友の柏かしわ晴はる生きが立っている。そしてここは遊園地よりかなり小しよう規き模ぼなアミューズメント、駅前のやや寂さびれ気味のゲームセンターだった。


「別に……って、晴生、両りよう替がえしにいったんだよな？」


　どうしても表のＵＦＯキャッチャーで、特大のスナック菓が子しを取るのだと張はり切って両替しにいったというのに、晴生の手にコインはない。晴生は軽く肩をすくめると、両替機の方を指さした。


「さっき大量に両替した奴やつがいたらしくって、からっけつなんだとさ。店員が奥おくに取りに行ってる」


「へぇ……きっと誰かさんみたいにＵＦＯキャッチャー苦手な奴なんだろうな」


「そうそう、ヨシローみたいな奴な」


「ふざけ……あ、おい」


「なんだよ」


「両替、もうやってるみたいだぞ」


　先ほど晴生が指さした両替機の前に、太った男が立っている。男はせかせかと財さい布ふを取り出すと、千円札の束を引っ張り出し、両替機に突つっ込もうとしていたが、機械の横に立っていた店員に止められていた。


「あれ……？　やっぱりまだだったかな？」


「いや……あれってさっき俺おれがしゃべった店員だし、なんか様子が変じゃねぇ？」


　店員はさりげなく片かた腕うでを両替機と男の間に差し出し、もう一方の手で壁かべを指さしている。そこには『大量の両替はご遠えん慮りよ下さい』と書かれた紙が貼はってあった。しかし男は店員に見向きもせず、その腕をかいくぐり、なんとかして両替しようとする。


　店員も必死で、徐じよ々じよに声は高くなって、こちらにも聞こえるようになる。どうやら晴生が待たされる原げん因いんとなった大量の両替をしたのが、あの太った男だったらしい。両替機が空になるほど両替しておいてまたとなれば、ゲーム目的以外の両替を疑うたがわれても仕方ない。


　対して太った男はぼそぼそとしたしゃべり方で、まったく声が聞こえてこない。徐々に顔は赤らんできているようだったが、声は反はん比ぴ例れいするがごとく小さくなる一方だ。


「ですから、この両替機は当店のゲームを楽しんでいただくためのものでして───」


「─────」


「先ほどの分があれば、十分にお楽しみいただけると思いますし、他のお客様のことも」


「─────」


「お客様一人のためのお店ではありませんから、それでは困こまります！」


　エスカレートしてくる店員の言葉から推すい察さつするに、太った男はまったくあきらめるつもりはなく、自分がゲームするためなら両替機が空になることぐらいなんだ、というテンションで抗こう弁べんしているようだ。


「うわー……すげー自じ己こ中ちゆうなゲームオタクだな」


「うん……あれ？」


　そのとき、両替機に一人の客が近づいてきた。太った男とは対照的にひょろりとした男で、どことなく崩くずれた印象がある。見覚えのあるその姿すがたに、吉朗は思わず息を呑のんだ。


（あのときの……まあちゃんに声こえ掛かけてた奴だ！）


　間ま違ちがいなく、麻琴につきまとっていた男だった。あのときと同じようににやついていたから、間違えようもない。あの太った男をナンパするってこともないだろうから、きっと両替をするために近づいたのだろう。いつまでももめているのに嫌いや気けがさして、太った男を彼なりに排はい除じよするつもりに違いない。


　自分の主しゆ張ちよう通り、他の客がやってきたことに一いつ瞬しゆんほっとした表情を見せた店員だったが、その顔がすぐにこわばる。なんと背せの高い男は太った男の肩に手を回すと、一いつ緒しよになって店員に抗議を始めたのである。


「あいつ……」


　ちっと舌した打うちして、晴生がつぶやく。


「あいつって、知ってるのか？」


「知ってるも何も、あれ、茂も原ばらだろ？　茂原貴たか史し」


「モバラ……？」


　ぴんとこないでいる吉朗の袖そでを摑つかみ、晴生がゲーム機の陰かげに引っ張り込む。両替機の方を窺うかがいながら、晴生が小声で言った。


「忘れたのかよ？　俺おれ等らの二個こ上で、千人斬ぎりとか言われてた───」


「千人斬り……って、あ!!」


　一昨年の秋頃ごろ、吉朗と同じ一年生の女子生徒が転校していった。入学当初から可愛かわいいと評ひよう判ばんの女子だったのと、中ちゆう途と半はん端ぱな時期の転校ということで、ちょっとした話題になったのだが、実はその転校の原げん因いんが妊にん娠しん中ちゆう絶ぜつによるものだという噂うわさが流れたのだ。その相手が誰だれであるか、はっきりと語られることはなかったが、北高の生徒はみな、お腹なかの子の父親が茂原貴史であると確かく信しんしていた。


　妊娠が事実であったかどうか、本当のところはわからない。そういう噂は絶たえず、生徒たちの間を流れていく。そして、大たい概がいその相手は茂原貴史だったのだ。


　男から見るとしまりがなくずる賢がしこそうな感じなのだが、女にはそれが甘あまいマスクに見えるらしい。あれだけ暗い噂が流れているのに、千人斬りの異い名みようがつくほど途切れなく女がいるというのだから、貴史には何か男にはわからない魅み力りよくがあるのは確たしかだろう。


　もし噂が事実だとしたら、停学や退たい学がくということもありえる。けれど、どういうわけか貴史が停学になることはなく、それどころか推すい薦せんまでとりつけて大学に進学していた。


「親が政せい治じ家だか成金だかで、噂もみ消したりとかって……」


「それだよそれ。あいつの親おや父じが外に女と子ども作りまくりで、後ろめたいんだかなんだか、本ほん妻さいとあいつにはすげー甘いんだって。金に物言わせて」


　吉朗も何度か校内で見かけたことはあったが、制せい服ふくを脱ぬげばわからなくなる程てい度どの印象しかない。晴生はサッカー部の用事でよく上級生の所へ行っていたから、吉朗よりも見かける機会が多かったのだろう。


「あの茂原貴史だったのか……って、え!?」


「大きな声出すなよ！　聞こえたらどうすんだよ！」


「あ、ああごめん……」


　急に吉朗の心しん臓ぞうがどくどくと鳴り出す。


　あの日、麻琴に声を掛けていたのが間違いなく貴史なのだとしたら。


（千人斬りのリストに、まさかまあちゃんを……!?）


　いまのところ、麻琴に貴史の魅力が通じてはいないようだし、何がどう転んだとしても、麻琴があの手の男になびくとは思えない。


　けれど、貴史が何か卑ひ怯きような手を使って、麻琴に手を出そうとしていたら────


「おいヨシロー！　どこ行くんだよ！」


　晴生がささやくように制止するのに手を振ふって、ゲーム機の陰から滑すべり出る。


　貴史が何を言ったのか、店員は急に顔を青くして両りよう替がえ機きから離はなれていく。太った男は貴史に促うながされ、握にぎりしめていた札束から一枚まい一枚両替機へと突つっ込んでいった。かしゃーんかしゃーんと、硬こう貨かが落ちる音が響ひびく。


　吉朗はそこを回り込むようにして、自動販はん売ばい機きが林立しているコーナーへと入っていく。両替機はちょうど、ゲーム機とこことを仕切るパーテーションのように置かれているから、ここならば両替機の前にいる二人の会話も聞き取れるはずだ。


「ちょっと待った。残りはこっちに寄よ越こせよ」


「……う、うん……」


　しゃっと音がして、太った男の手から貴史が何かを抜ぬき取る。どうやら、両替用に持っていた千円札を取り上げたらしい。


（……カツアゲ……？）


　店員ともめている男に親切ごかしに近づいて、さりげなく金を取る。それだけのことだったのか。


　麻琴のことで頭がいっぱいになり、身体からだが勝手に動いてしまったのだが、カツアゲを盗ぬすみ見ていても意味がない。


　せめて太った男が貴史の知り合いならば、何かの拍ひよう子しに麻琴の話題が出ることもあるだろう。けれど、ただのカモならまったく期待はできない。


「で、例のメール、まだ続けてるだろうな？」


「ひ、久居、令れ美みなら、携けい帯たい、変わってて」


（……あれ？　知り合い、なのか？）


　話の内ない容ようはよく摑めないものの、『例の』というやりとりからして、二人が今日初めて会ったわけではないと知れる。


「ちげーよ！　令美はもうヤッたからいいんだよ。それより佐倉麻琴の方はどうなってる？」


　晴生の所へ戻もどろうかときびすを返しかけていた吉朗は、はっと息を呑のんだ。


（いま……）


　麻琴の名前が聞こえた。


「さ、佐倉……ちゃんと、やってる、よ……。一日、二回。ま、また、弾はじかれた、けど、別アドで」


「ワンギリは？」


「ラ、ランダムで、ちゃんと、ま、毎日やってるよ」


（メアドが弾かれる？　ワンギリ？）


　どう考えても、ナンパの手法には思えない。弾かれるたびに別アドでメールを送りつけたり、ワンギリだなんて、どちらかといえばその対極にある、嫌いやがらせやストーカーの手口だ。


　そういうメールや無言電話の類が愛あい情じようだと思っているような勘かん違ちがい男ならともかく、ワンギリ、という言い方からして、貴史も嫌がらせを意図してやっている──いや、やらせているのだろう。


　そんなことをすれば、相手の女の子からは避さけられてしまうように思うのだが、麻琴ではないもう一人の女の子とはうまくいったようなことも言っていた。一体どういうことなのだろうか。


「本当かよ？　あの女、前は結けつ構こうビビってるみたいだったのに、最近じゃビビるどころか刃は向むかいやがる」


「で、でも、ほんとに……」


「エロメールより、ホラー系けいの方がいいかもな。スプラッタな内ない容ように変えとけ。で、夜中のメールの後に、必ずワンギリ入れんだぞ」


「うん。わ、わかった」


「これで少しは怖こわがって、俺に頼たよりたくもなるだろうさ。女子校通ってるようじゃ、俺みたいな大人の男とは出会えないからな」


　得意げな貴史の口調で、吉朗もようやく二人がやろうとしていることに気がついた。


　弾いても弾いても送りつけられるエロメールに、止やまないワンギリ、これが何日も、あるいは何週間も続けられたら、普ふ通つうの女の子なら精せい神しん的に参ってしまうだろう。きっと誰かに相談したくなる。


　女友達は相談に乗ってくれるだろうが、もしストーカーに襲おそわれるようなことがあったら、女手では撃げき退たいできないだろうし、巻まき添ぞえで怪け我がをさせてしまうかもしれない。やはり頼れるのならば男手、男友達や彼氏に相談したいところだ。


　おそらく貴史は、そのポジションを狙ねらっているのだ。不安に駆かられている女の子をなぐさめ、頼りになるところを見せてその心を引きつけ、千人斬ぎりリストに加える。ストーキング行こう為いはすべてこの太った男にやらせて、おいしいところをすべて貴史が持っていくという筋すじ書がきだ。


　無む論ろん、貴史とてすべての女の子にこんな回りくどいやり方をとっているわけではないだろう。きっと、ナンパには簡かん単たんに引っかからないような女の子に対して、こんな手を使うのだ。


（てことは、まあちゃんには彼氏はいないのか……ってほっとしてる場合じゃないし！）


　女友達にも彼氏にも頼れないとしたら、あとは親──しかし麻琴にはそれもできない。二年前、不ふ慮りよの事じ故こで両親ともに亡なくし、一人になってしまった麻琴は今、隣となり町まちの親しん戚せきの下もとで暮くらしているのだから。


　それでも貴史に頼ろうとしないのだから、女受けがいいという甘あまいマスクも、麻琴には通用しないようだ。昔から頭も良かったし、人を見る目もあったから、こういう貴史の裏うらの顔を見抜いているのかもしれない。


　そんな麻琴が誇ほこらしくて、思わずにやけてしまった吉朗だったが、がっと床ゆかを蹴ける音に我われに返った。


「……それにしてもあの女、人前で俺に恥はじかかせやがって！　やっぱり、ここらで一回喝かつ入れとくか」


「じゃ、じゃあ……」


「拉ら致ちってびびらすか……集しゆう団だん痴ち漢かんってのもあり、だな」


（………………っ!!）


　思わず上げそうになった悲鳴をすんでのところで飲み込こんで、更さらに両手で口元を覆おおってその場にしゃがみ込む。


（こいつら……今、なんて……）


　冗じよう談だんだと思いたい。でも、冗談にしても度が過すぎている。拉致も痴漢もれっきとした犯はん罪ざいだ。恥をかかされたといっても、麻琴は貴史がなれなれしく掛かけた手を払はらいのけただけだ。わざわざ犯罪仕立てで仕返しするようなことではない。


「……ら、拉致より……ち、痴漢、のほうが……いいな……」


「お前の好みなんか聞いてねぇよ。拉致のほうが、俺の見せ場があんだろ。姫ひめ君ぎみ救出にナイト参上、ってな」


「そ、そうだけど」


「……でもまあ、痴漢の方が見せしめになるかもな」


　貴史はそういって軽く笑う。しかしそれは、友達と冗談を言い合う時のような軽さは微み塵じんもなく、どことなく陰いん湿しつな響ひびきが漂ただよっている。


「う、うん。掲けい示じ板ばんで、ぼ、募ぼ集しゆう、かければ、す、すぐだし」


　太った男も、口調こそおどおどとしているが及および腰ごしといった感じではないし、むしろ喜んで貴史の話に応おうじている。ただの知り合いではなく、共犯者なのだ。


（マジかよ……うそだろ……）


　冗談ではなく、彼らは本気だ。拉致も痴漢も、ストーキング行為だって彼らにとっては犯罪という意い識しきはなく、女の子を落とすためのお膳ぜん立だてにすぎない。


　拉致された少女を助け出す勇ゆう敢かんな騎き士し、集団痴漢に遭あって声も上げられない少女を救い出す紳しん士し、貴史が求めているのはそういう役回りだ。仕返しも済すんで、なおかつ女の子の心もゲットという、一石二鳥のつもりなのだろう。そのために、仕掛けられた女の子がどれだけ傷きずつくかなんて、千人斬りの男が思いつくはずもない。


（……もしかして、今までにも……）


　貴史の口ぶりは、単なる思いつきとは思えない。太った男も当たり前のように応じているのだから、これは初めてのことではないのだろう。


　今までの千人斬りの中にも、同じような目に遭わされた子がいるんじゃないだろうか。それで心がくじけてしまって、貴史の魔まの手に落ちてしまった子もいるんじゃないか。


　そもそも、あんな噂うわさがあるのに千人斬りというところからして、やばい手を使っているとしか思えない。


「どうしよう……まあちゃん……」


　拉致だろうが痴漢だろうが、そんな卑ひ劣れつな目に麻琴を遭わせるわけにはいかない。ましてや貴史のような奴やつに、指一本も触ふれさせたくはない。でも、一体どうしたらいいんだろう。


「ん？　なんだって？」


「ぼ、ぼくは、別に、なにも……」


　二人の会話に、吉朗は目を見開いた。


（しまった……！）


　力が抜ぬけてしまって、口を塞ふさぐのも忘わすれ、つい声に出してしまっていた。不意に聞こえてきた声に、貴史たちは辺りを見回しているようだ。


「誰だ、今の？」


「き、きかれた、かな……？」


　二人の声に警けい戒かい心しんが滲にじんでいる。そして、こちら側に近づいてくる足音が聞こえた。


（まずい）


　吉朗は慌あわてて床ゆかに手をついて四つんばいになり、機械の下を覗のぞき込む振ふりをする。すぐに、両りよう替がえ機きを回り込んで貴史たちがやってきた気配がしたが、そちらを見ることはせず、小さな声で「おかしいなー、こっちに転がったはずなんだけど……」などと棒ぼう読よみをしつつ、小こ銭ぜにを落とした演えん技ぎをしてみせた。


「おい」


「！……お、おっかしいな……百円が」


「おい、お前!!」


　足で肩かたをこづかれ、吉朗は硬こう直ちよくした。さすがに素そ知しらぬふりはできない。


「え、な、なんですか？」


「お前……俺おれらの話聞いてたろ」


　神様、一世一代の演技力を、今！　と祈いのりながら、吉朗は必死に平静を装よそおう。


「は？　な、なんのこと、ですか」


「聞いてたろっつってんだよ!!」


　言うと同時に、貴史は自じ販はん機きをどかっと蹴けり上げる。その後ろで太った男が、じっと吉朗の顔を見つめていた。


「し、知らないです。僕ぼくは、ジュース買おうとして、それで小銭落としちゃって、だから、探さがしてただけです……！」


「噓うそつくなよ！」


　貴史の手が、吉朗の襟えり元もとに伸のびてきた、その時だった。


「何やってんだよ。小銭、こっちにあったぜ？」


　晴生だった。親指と人差し指でつまんだ五百円玉を顔の前にかかげている。どこから話を聞いていたのかはわからないが、まさに天の助けという奴だ。


「あ、ああ、そっち、だったんだ」


　ひょこひょこと晴生に近ちか寄よっていくと、晴生はもう一方の手で店の出口の方を指さしている。


「ゲームも飽あきたし、なんか飲むなら外行かねぇ？」


「そうだな」


　晴生の態たい度どが堂々たるものだったせいか、貴史も信じたようで、ちっと小さく舌した打うちすると、ゲームコーナーの方へと行ってしまった。太った男はなおも吉朗をじっと見ていたが、貴史に呼よばれて、その後を追いかけていった。


　完全にその姿すがたが見えなくなり、吉朗は大きく息をつく。随ずい分ぶんと長いこと息を詰つめていたことに気づき、胸むね一いつ杯ぱいに空気を吸すい込んだところで、晴生に肩を叩たたかれた。


「いきなり奴に絡からまれてるからびっくりした」


「うん、ちょっと……あ、マジで店出ていいかな？」


「いいけど……なんかあったのか？」


「外で話す」


　あの二人を警戒しながら、晴生とともにゲーセンを出る。外は日曜の昼間とあって太陽が燦さん々さんと照りつけ、悪あく夢むから急に目が覚めたかのような気がした。


（悪夢……）


　本当に、まるで悪夢だ。


　二年ぶりに麻琴の姿を見たのが、三日前のことだ。大学に受かったら告白しようと思い続けていながら、Ｅ判はん定ていのフォーカードをもらった日。


　そんな日に麻琴に会えたのは、まだ想おもっていてもいいのだという神様の祝福なんだという、かなり自分に都合のいいことまで考えていた。受験が終わるまで半年以上は会えないけれど、合ごう格かく発表が済すんだその日に、会えなかった時間を取り戻もどすのだと。


　けれどその三日後の今日、そんな悠ゆう長ちようなことは言ってられない事態になってしまった。


　麻琴は貴史の存そん在ざいは知っていても、その頭の中身までは知らないだろう。毅き然ぜんとした態度で拒きよ絶ぜつし続ければいつかはあきらめる、多分そんな風に思ってるのだ。


　まさか、拉ら致ちだの集しゆう団だん痴ち漢かんだのと品ひん性せいの欠片かけらもないようなことまで考えてるとは、想そう像ぞうだにしていないだろう。


「で、何があったんだよ？」


「……え？」


「外で話すって」


「あ、ああ───」


　上の空で答えている吉朗が気になったのか、晴生が顔を覗のぞき込んでくる。


「大だい丈じよう夫ぶか、ヨシロー？」


「……あいつだったんだ」


「え？」


「まあちゃ───聖女の子につきまとってた奴やつ、茂原だった」


「……マジかよ」


　晴生は眉まゆをひそめ、一いつ瞬しゆんのち、息を呑のむ。


「まさかお前、それで直じか談だん判ぱんしたりとか……って感じでもないな、あの小こ芝しば居いじゃ。そういや、『話聞いてたろ？』とか言われてたよな？　こないだの駅のことか？」


「違ちがう、けど……」


　もっとひどい話だ。


　自分の思い通りにならないからといって、麻琴を傷きずつけ、さらしものにしようという、とんでもない犯はん行こう計画─────


（……待てよ）


　貴史や連れの太った男にとって、あれは大それたものではなく、手て慣なれた犯行のようだった。何日も前から入念に計画を立てる類のものではないように聞こえた。掲けい示じ板ばんでの痴漢募ぼ集しゆうなんて、一日あれば十分だ。


　だとしたら。


「ヨシロー？」


「──ごめん！　急用ができたから、俺帰る！」


「急用ってなんだよ、大丈夫なのか!?」


「ごめん！　後で全部話すから！」


　怪け訝げんな表ひよう情じようの晴生に手を振って、吉朗は駅前の駐ちゆう輪りん場じようへ向かって走った。駅から徒歩圏けん内ないの晴生と違って、吉朗はここまで自転車を使っていた。天気もいいし、ぶらぶら歩いてこようかとも思っていたけど、今は自転車があることに感かん謝しやしよう。


　貴史はきっと、前から麻琴につきまとっていたのだ。あの日、下校時間に合わせて駅のホームに現あらわれたのだって、麻琴のタイムスケジュールを把は握あくしているからだろう。


　まさかこれからすぐ、ということはないだろうが、明日にでも麻琴が危き険けんな目に遭あう可か能のう性せいは十分ある。一いつ刻こくの猶ゆう予よもない。


　とにかく、まずは麻琴にこのことを伝えよう。


　愛車にまたがると、吉朗はフルスピードで走り出し────三分後に急停止した。


（……まあちゃんの家、どこだ……？）


　幼おさななじみだったから、元々住んでいたところは知っている。でも、麻琴は二年前に隣となり町まちに越こしてしまった。


　中学に入る頃ころには、照れもあって、昔ほど親しくしていなかったし、お互たがいすぐ近くに住んでいたものだから年ねん賀が状じようをやりとりする習しゆう慣かんもなかった。だから、今現げん在ざい麻琴が住んでいるのが隣町だということしか、わからなかった。


（どうしよう……）


　誰だれに聞けばわかるだろうか。中学の時に、麻琴と親しかった女子ならば、転てん居きよ後ごの住所を知っているかもしれない。


　だが、その女子とまったくの没ぼつ交こう渉しようだった吉朗が急に連れん絡らくを取ったところで、教えてもらえるとは思えない。警けい戒かいされる可能性が大だ。


「そうだ、ウチの親は───」


　昨日から町内会のバスツアーに出て留る守すにしているから、連絡は取れない。こんな時に限かぎって、滅めつ多たに行かない旅行に夫婦そろって出かけるなんて、タイミングが悪いにも程ほどがある。


「親じゃなくても、近所の人なら知ってるかも」


　麻琴が住んでいた辺りも同じ町内会だから、旅行に出ている可能性はあるが、向こう三軒げん両隣のどこか一つくらいは残っているだろう。見知らぬ女子にいきなり電話するよりも、顔見知りのご近所さんの方が話が早い。日頃から笑え顔がおと挨あい拶さつを心がけてきた成果が実るときが来たのだ。


　吉朗は地面を蹴けって走り出すと、すぐにトップスピードに乗った。











　吉朗の住んでいる地ち域いき一帯は丘おかの上にあり、麻琴の家があった辺りがちょうど丘のてっぺんになる。


　家から駅に行くときは下り坂なので問題ないが、その道を素す直なおに引き返してくると、とんでもない上り坂になってしまう。


　多少遠回りにはなるが、駅から東側に向かうとゆるやかな坂道があって、帰りはいつもここを使うことにしている。


　その坂道の先には、子どもの格かつ好こうの遊び場となっている、小さな古びた神社が建っていた。


　今上っている坂を回り込こんでくるとそうでもないのだが、家が建ち並ならぶ通りに面した表側には百段だん近い石段があり、相当信心深い大人しか上ってこない。何をしても大人に怒おこられたり邪じや魔まされたりしないから、吉朗も小学校の頃はよくここで遊んだものだ。


「まあちゃんと、ここでよくままごとしたっけ……」


　神社に立っている大きな木の葉っぱをお茶ちや碗わんに、麻琴が摘つんできた花をご飯にして、あの社やしろの軒のき下したを家に見立ててままごとをしていた。


　麻琴がお母さんで、吉朗がお父さん。男の子と女の子が一人ずついて、小さくて茶色い犬を飼かっている。犬の名前はテリー。麻琴が名付けた。


　麻琴はただままごとがしたかっただけかもしれない。でも吉朗には、ただのままごとじゃなかった。麻琴が自分をお父さんと呼よんで、ごはんをつくってくれる世界──それはとても幸せな夢ゆめだった。


　あのころから、麻琴だけが好きだった。


「だから……絶ぜつ対たい……」


　あんな卑ひ劣れつな男に指一本触ふれさせない。


　吉朗は自転車を社の脇わきに停とめて、表の石段へと向かった。ここを降おりてすぐ左に、麻琴が住んでいた家がある。


「なんてったっけ？　確たしか、富とみ山やま……じゃなくて富とみ田た？　違ちがう、富、富、富……」


　麻琴の隣りん人じんの名字がなかなか思い出せない。石段に最初の一歩を踏ふみ出した瞬しゆん間かん、古い木の表札が頭に浮うかんだ。


「そうだ、富とみ里さと──────っ!?」


　背せ中なかに、強い衝しよう撃げきがあった。残りの九十段に向かって、足ではなく身体からだが投げ出されていく。


　一いつ瞬しゆん、するどい痛いたみに目を閉とじ、次に開けたとき、風景はすさまじい勢いきおいで回転していた。誰かの姿すがたが見えたような気がするが、景色はすぐに入れ替かわってしまって確かく認にんできない。


　その内、上も下もわからなくなっていった。








（死ぬのかな、俺）


　痛みは閾いき値ちを超こえてしまったのか、あまり感じない。ただ、頭を何度か石段の角にぶつけた感覚がある。そのせいで、徐じよ々じよに意い識しきがはっきりしなくなってきていた。


　そしてぼんやりとした視し界かいに、転がっていく男の姿が見えた。長い石段を、ごろごろと下に向かって転がり落ちている。赤いものにまみれた男の顔が、苦く痛つうに歪ゆがんでいる。


（……死んだのか、俺は）


　未来形でも現げん在ざい進行形でもなく、過か去こ形だ。あの顔は、間違いなく自分だった。どこを切ったのか血まみれで、回転を止めようとする意い志しは感じられない。それもそうだろう。魂たましいはここでこうして自分の身体が転がっているのを眺ながめているのだから。


（死んじゃうのか、俺……まあちゃんを、助けることもできないで）


　麻琴の顔がフラッシュのようにまたたいて、一瞬、意識がクリアになる。


（茂原のことはまだ誰も知らないのに！　まあちゃんが狙ねらわれてることは、俺しか知らないのに！　俺が……俺がまあちゃんを守るって決めたのに……！）


　見えていた景色が、不意にぐにゃりと歪んだ。巨きよ大だいな手に握にぎりつぶされたかのようだ。そして、欠片かけらも感じていなかった痛みのすべてが、吉朗の下もとへ戻もどってくる。


　まだ死んでいない。こんなに痛いのだから、死んだはずがない。


（そうだ……生きて、早くまあちゃんに知らせないと……！）


　吉朗は痛みとともに転がり続け、そして、それが止まる前に、意識を失った。





　────まあ、ちゃん……。




　二、洒しや落れにならない神のいたずら







　暖あたたかい。


　そして、とても気持ちがいい。


　なにか柔やわらかいものが全身を包み込んでいる。きっと雲の上に寝ねそべったらこんな気持ちがするのだろう。


　少し、もったいない気もしたけれど、そうっと目を開けてみる。


「…………？」


　窓まどにかけられている生き成なりのカーテンは端はしで束ねられ、残されたレースのカーテン越ごしに光が差し込んでいる。少しすすけた感じのする淡あわい緑の小花模も様ようの壁かべ紙がみも、その光を反はん射しやして部屋を明るくしているようだ。


　古ぼけてはいるけれど、居い心地ごこちは悪くない。


　ただ、まったく見覚えのない部屋だった。


（どこだ、ここ……？　なんで俺おれ、知らない家で呑のん気きに寝てたんだっけ……？）


　起き抜ぬけの頭はぼんやりとして、なかなかうまく記き憶おくを辿たどることが出来ない。


　とりあえず、今いる場所だけでも把は握あくしようと、再ふたたび部屋の中を見回したとき、きぃっと何かがきしむ音が聞こえてきた。音のした方を見れば、板チョコのような形の扉とびらがこちらへ向かってゆっくりと開いている。


　その隙すき間まから、両りよう腕うでで洗せん面めん器きを抱かかえた少女が入ってきた。肩かたで扉を押おしやりながら後ろ向きで入ってくるので顔ははっきりとは分からないが、その後ろ姿に思わずどきりとする。


（メ……メイド……!?）


　深い緑のワンピースの背には白いバッテン。肩を縁ふち取どるフリル、腰こしの真ん中で形よく結ばれたリボンも白いから、白いエプロンを重ねづけしているものと思われる。最近のメイド喫きつ茶さに見られるような、萌もえを明らかに意識したものではなく、袖そでや首はストイックなまでにきっちりと覆おおわれていながら、アクシデントの際さいにチラリズムを期待させる絶ぜつ妙みような丈たけのスカートという、正せい統とう派はの流れを汲くんだ制せい服ふくマニア悶もん絶ぜつのメイドスタイルだった。


（な、なななななんでメイドさんが!?　ここ本当にどこなんだよ！）


　メイド姿の少女は鼻歌を歌いながら、ベッドとは反対側にあるテーブルへと向かう。そこによいしょ、と声を掛かけて洗面器を置くと、くるりとスカートを翻ひるがえしてこちらを振ふり返った。


「お湯を持ってきたから、顔拭ふいてあげるね。眠ねむってても身だしなみくらいは────」


　歌うような弾はずんだ声が、不意に止まる。ぽかんと口を開けたまま、瞬まばたきも忘わすれてこちらを見つめている。初めて真正面に少女の顔を捕とらえた吉よし朗ろうもまた、奇き妙みような感覚に驚おどろいていた。


（この子、どこかで……）


　吉朗と同じくらいの年の少女だ。お下げにした髪かみは今時珍めずらしく真っ黒で、そのてっぺんにはエプロンと同じく真っ白なヘッドドレスが載のせられている。少し大きめのメガネは縁なしで、一見、風紀委員のような生き真ま面じ目めさをイメージしてしまうが、メガネの奥おくの瞳ひとみはどこかいたずらっぽく、吉朗はその目に見覚えがある気がした。


　残念ながら、吉朗にメイドの知り合いはいない。喫茶店以外の場所でメイド姿すがたを見るのもこれが初めてだ。そして、とっさに思い出せないほど幅はば広ひろい付き合いもない。


　だから、単なる勘かん違ちがいである可か能のう性せいは高いのだけれど、喉のどの奥をくすぐられるようなもどかしさがある。


　しかし少女の方はそういう類の感かん情じようは抱いだいていないらしく、目をぱちくりさせるとにっこりと満面の笑えみを浮うかべた。


「目が覚めたんだ！　良かったー、心配したんだよ、本当に」


　少女はほっとしたようにそう言うと、たたたっとベッド脇わきに駆かけ寄よってきた。


「丸一日眠ってたんだからね。お医者様もいつ起きるかわからないとか言うし、死んじゃったらどうしようって思って、こっちは逆ぎやくに寝不足だよ」


　間近に見る少女は、既き視し感はあっても、やはり吉朗にとっては初対面の相手だった。それなのに、相手はまるで吉朗のことをずっと以前から知っていたかのような、ひどく親しげな様子だ。


（俺のこと知ってる……？　あ、誰だれか知り合いの妹とか後こう輩はいとかで、写真かなんかで一方的に知ってるとか──ってくらいで、ここまでフレンドリーにはならないか）


　いろいろな可能性を思い浮かべながら、まじまじと少女の顔を見つめていると、少女は次し第だいに表情を曇くもらせ、顔を近づけてきた。


「え……!?」


「もしかして、どこか痛いたむ？　苦しいとか……そうだよね。あんなところから落ちて痛くないわけないよね」


「落ちた……？」


　頭がぼんやりしているせいか、自分の声がまるで別人のように聞こえる。小さな声でつぶやくと、少女は更さらに眉まゆをひそめた。


「やっぱり、頭強く打っちゃった？　覚えてない？　吉よし香かちゃん、昨日御おや社しろの石いし段だんから落ちて──」


「石段!!」


　急に映えい像ぞうが頭の中を駆けめぐる。ゲームセンターの両りよう替がえ機き、ホームで絡からまれていた麻ま琴こと、自転車を飛ばして向かった懐なつかしい神社の、長い長い石段─────


（そうだ、俺、あそこから落ちて……）


「思い出したの？」


「さっき」


「え？」


「さっき、丸一日眠ってたって……」


「そうよ。一昨日の夕方からだから、一日と半分ね……って、きゃあっ！」


　急に起き上がった吉朗に驚いた少女は、悲鳴を上げて後ろに飛び退すさる。その少女を押しのけてベッドを飛び降おりようとした吉朗だったが、全身から立ち上ってくる鈍にぶい痛みにぴたりと動きを止めた。特にどこというのではなく、そこかしこが地味に痛い。


　あんなに長い石段を転がり落っこちて、無む傷きずでいられるはずもなく、落ちていく自分の姿を見るという臨りん死し体験までしたのだから、良くて骨こつ折せつ、悪くすれば内ない臓ぞう損そん傷しようなんてこともあるかもしれない。


　そういえば、横になっているときになんだか息苦しかったが、もしや肋ろつ骨こつが折れて肺はいに刺ささったりしているんじゃないだろうか。


　慌あわてて布ふ団とんの上に投げ出された両腕に力をこめてみると、やはり鈍い痛みはあるものの、問題なくグーパーグーパーできている。少しほっとして息を吐はき出し、胸むねに手を当てようとした、そのときである。


「…………!?」


　胸の辺りに、巨きよ大だいな盛もり上がりがあった。


　いつの間に着き替がえさせられたのか、ごくシンプルな生成地のパジャマのようなものを突つき上げて、胸が異い様ように膨ふくらんでいる。


（なにこれ……もしかして、すごい腫はれてる!?　あ、やっぱりアバラが何本かいっちゃって、コルセット巻まいてるとか!?）


　おそるおそる、その盛り上がりの頂ちよう点てんに手を触ふれてみる。


「……あれ？」


　予想に反して柔やわらかい。コルセットや包帯の硬かたさはなく、それどころか、布ぬの一いち枚まいを通して自分の手の熱さが胸に感じられる。


（何もない……？）


　手と胸の間にはパジャマ以外のものはないようだが、だとすれば腫れているのだろうか。それにしては、触さわっても痛くないし、第一いくら転げ回って打ち付けたからって、視界が遮さえぎられるほど腫れることもないだろう。


「じゃあ、なんだ？　これ……」


　少し強めにぐいぐい押すと、思いがけず弾だん力りよくがあって押し返される。そしてその感かん触しよくは確たしかに自分の中に伝わってくる。


「あのー、吉香ちゃん……？」




[image: ]


　さっきから離はなれたところで心配そうにこちらを見やっていた少女が、おずおずと声を掛かけてきた。


（ん……？　ヨシカ……ちゃん？）


　そういえば、さっきもそんな風に呼よばれていたような気がする。名前でなく、何か意味のある言葉なのだろうか。言われた自分にわからなければ、意味があるとは言えないが。


　少女はちらちらと胸の辺りを窺うかがいながら、もう一度言った。


「吉香ちゃん、さっきからなんで胸触ってるの？　苦しい？」


「胸……あ、うん、ちょっと、息苦しかったから……」


　吉朗の答えに、少女はほっと息をついて笑えみを見せた。


「そうだよね。Ｅカップもあると、仰あお向むけじゃ息苦しいよね」


「Ｅ……カップ……？」


　───Ｅカップ。


　雑ざつ誌しで時々見かける言葉。


　水着姿すがたの少女の横に、書かれていることが多い言葉。


　胸のサイズを指して、言う言葉。


　そして──男には、使われることがない言葉。


「………………っ!?」


　もう一度、今度は手のひら全体をかぶせるようにして押してみる。確かに、押されている感触がある。痛いどころか、ちょっとくすぐったい。


（うそ……なんで俺、巨きよ乳にゆうになってんの!?　しかも、俺的にベストなサイズの！）


　もちろん、見るならばの話で、自分がなりたかったわけじゃない。


（もしかして、夢ゆめ……いや、俺、やっぱり死んだ……？　それで神様があわれに思って最後に夢を叶かなえてやろうとか。だったら勘かん違ちがいも甚はなはだしいよ、神様！）


　Ｅカップが見たかったのは男だからであって、胸が小さい女の子がバストアップに憧あこがれていたわけでは、けっしてない。


　確かにメイドの、あの少女が着ているタイプのメイド服は大変好みだし、今寝ねている布団も自分が使っているものより柔らかくて気持ちいい。でも、肝かん心じんの自分が巨乳なのでは、寝心ごこ地ちの良いベッドもメイド服の少女もどうにもしようがない。これが死に際さいして贈おくられた神様の思おぼし召めしだとしたら、あまりにも皮肉だ。


「ねぇ、吉香ちゃんてば、本当に大だい丈じよう夫ぶ？　早くお医者様に───」


　少女が声を掛けてくるが、吉朗はそれどころではない。


　死んでまで、自分の思い通りにならない人生なんてあんまりだ。


　そのとき、小さなノックの音が響ひびいた。少女がはい、と答えると同時に扉とびらが開かれ、また一人、メイド姿の女じよ性せいが入ってきた。さきの少女と着ている服の型は同じだけれど、ワンピースは漆しつ黒こくの色違いだった。


　そして目を惹ひくのが、きっちりとあごの辺りで切り揃そろえられたショートボブのその髪かみ色いろだった。一いつ瞬しゆん白はく髪はつと見まごうが、頭の上に載ったヘッドドレスの白と違い、ごく薄うすく色づいている。水色の髪だ。


　その髪のせいか、切れ長の瞳ひとみのせいか、少し冷たい印象を与あたえる女性だった。吉朗よりは二つ三つ上なのだろう。同じメイド姿でも、少女とは違って落ち着いた感じがする。


「良かった～！　千ち尋ひろさんが来てくれて。吉香ちゃん、目が覚めたんですけど……」


「…………」


　千尋はまっすぐに吉朗を見つめている。一瞬だけ、その視し線せんは自らの手に鷲わし摑づかまれた胸むねに向けられたが、すぐに吉朗の顔に戻もどされ、そして眇すがめられた。


「あのー、千尋、さん？」


「お医者様を呼んできて、春はる生き。目が覚めたら呼ぶようにと、言われているから」


　少し低い声は流れるようで、語気は強くないのに、こちらを従したがわせるような力を持っている。事実、淀よどみないしゃべりに圧あつ倒とうされるように、少女──春生は一礼して部屋を飛び出していった。


「ハルキ……そっか、晴はる生きだ！」


　あの、深緑のメイド服に身を包んだ少女は、親友の柏かしわ晴生に似ていたのだ。晴生よりも小こ柄がらで、髪も長いし、晴生と違ってコンタクトではなくメガネを使っていたからすぐにピンとこなかったけど、言われてみれば、晴生によく似ている。もしかして晴生の妹なのだろうか。


（でも、ハルキって言ってたし……兄妹で同じ名前なわけないか）


　他人のそら似で名前まで似ているというのは珍めずらしい。


「いかにも、彼女は春生だけど───」


　いつの間にか、千尋はベッドの脇わき、先ほど春生がいた辺りまで近づいてきていた。そして、春生のように吉朗に顔を寄よせ、その耳元でささやくように言った。


「君は、吉香じゃないね？　ヨシオ？　それともヨシアキかな？」


「……吉朗、ですけど。市いち川かわ吉朗」


「市川、ヨシロウね……。吉は大だい吉きちの吉？　ロウは太郎の郎？」


「吉はそうですけど、朗はほがらかの方です」


「やっぱりそうか」


　すっと身を離し、その手を吉朗の胸むな元もとに伸のばす。そして、いまだ鷲摑んだままだった吉朗の右手を取って下ろさせる。


「普ふ通つうの女の子がやることじゃない」


「女の子じゃ──」


「女の子だよ、こちらの君はね」


「……言っていることが、よくわからないんですけど……えっと、あの……」


「千尋……千ち広ひろだよ」


「ええっと、チヒロ、さん。やっぱり俺……死んじゃったんですか？」


　おそるおそるそう尋たずねると、無む表ひよう情じようだった千尋の顔に初めて感情が浮うかんだ。くっ、と喉のどの奥おくで小さく笑う。


「死んでないよ。でも、もっと信じられない状じよう況きようかもしれない。ここは君のいた世界じゃなくて、その身体からだも厳げん密みつには君の物じゃないんだ」


　死んでない。


　身体も、自分のものじゃない。


　一つ一つ嚙かみしめるように胸の裡うちで繰くり返してみる。それそのものは理り解かいできるのだが、その二つが結びつかない。


『ここは君のいた世界じゃない』


　繫つながらない二つの言葉を結びつける肝かん心じんのそれが、まったく理解できなかった。


（自分のいた世界じゃない？　そんなの死後の世界くらいしか思いつかないけど、そうじゃないっていうなら一体なんなんだ？　メイド天国？）


　思考が妙みような方向にスライドしてぐるぐる回っている。幸いというか、状況がよく理解できていないから、パニックに陥おちいらずに済すんではいるけど、それも長くは持たないだろう。理解できようとできまいと、現げんに吉朗の身体は女の子になってしまっているのだから。それも、Ｅカップの。


　千尋は身を離はなすと、手て際ぎわよく吉朗の腰こしに枕まくらをあてがった。促うながされるままに背せを預あずけると、痛いたみが少し和やわらぐ気がした。


「ちゃんと説明してあげたいけど、今は時間がない。いいか？　これから医者が来るから、身体に異い変へんがあったらちゃんと話すように──女の子になってしまったこと以外で」


「でも……！」


「後で話す。いいね？」


　千尋の言葉にかぶせるように、扉とびらがノックされる。千尋が内側から開くと、春生と白衣を着た初老の女性が入ってきた。


「吉香ちゃん、具合はどう？」


「松まつ尾お、先生……!?」


　それは、吉朗が小さな頃ころから世話になっていた、松尾医院の院長──によく似た女性だった。松尾医院は丘おかの上にある小さな個こ人じん病院で、吉朗の家の辺りはどこも松尾医院の院長をホームドクターにしていた。


　幼おさない頃、風か邪ぜを引いてはすぐに高熱を出していた吉朗も、中学に入る頃にはすっかり丈じよう夫ぶになって、今では松尾医院の扉を叩たたくこともなくなっていたが、時折往おう診しんに出る姿すがたを見かけることがあった。


　晴生によく似たメイドのハルキ。そして、松尾先生の女版ばんとも言うべきこの女性──他人の空似がここまで続くものだろうか。


「あら、元気のいいこと。その分なら大丈夫だと思うけど、ちょっと見せてちょうだいね」


　吉朗の呼よびかけに訝いぶかしげな様子もないことからして、彼女も松尾というらしい。


　彼女は鞄かばんから聴ちよう診しん器きを取り出し、胸むねの前にかかげた。


「はい、脱ぬいでちょうだい」


「え……っ」


　パジャマは直ちよく接せつ、肌はだに触ふれている感覚がある。つまり、この前ボタンを外せば、巨きよ乳にゆうがむき出しになる。


（いや、自分の胸なんだけど……でも、Ｅカップだし……）


　逡しゆん巡じゆんしていると、松尾医い師しとは反対の左側から腕うでがすっと伸のびてきた。


「ひ……」


「まだ腕が痛いたむんでしょう。私がやります、先生」


　一体いつの間にこちら側に来ていたのだろう、気配もなく突とつ然ぜん突つき出された腕は千尋のもので、手際よく吉朗のパジャマのボタンを外していく。どうしても胸を見る勇気が出なくて千尋に目をやると、ゆっくりと一つ瞬まばたきをしてみせた。吉朗の戸と惑まどいに気づいて、手を貸かしてくれたということらしい。


　そんな吉朗の心中を知る由よしもない松尾医師は、聴診器を当て、身体のあちこちに触れて痛みがないか、一つ一つ確かく認にんしていく。その仕草は、吉朗の知る松尾医師によく似にていた。


「うん……打だ撲ぼくと擦すり傷きず以外の異い常じようはないわね。ラッキーよ、吉香ちゃん。あなた、小さい頃から身体が柔やわらかかったものねぇ。うまいこと転がり落っこったのね」


「はぁ……」


　この松尾医師も、吉朗のことを違ちがう名前で呼ぶ。それも、小さな頃から知っている風だ。


『ここは君のいた世界じゃなくて、その身体も厳密には君の物じゃない』


　さっきは理解できなかった千尋の言葉が、徐じよ々じよに脳のうの深いところに染しみこんでくる感じがする。この巨乳はヨシカという名前の子のもので、ヨシカを小さな頃から知っている松尾医師は女医だという現実は、千尋の言葉にうまくかぶさってくれる。


　まだその本当のところは理解できないにしても。


「千尋さん、後で薬とガーゼ交こう換かんのメモを渡わたすから、お願いね。それから吉香ちゃん、もう起きて大丈夫よ。今後は石段を下りるときは注意すること」


「ありがとう……ございました」


　なんとか礼を口にすると、松尾医師はにっこり笑って、吉朗の手に何か握にぎらせる。そのかさりという感かん触しよくに、吉朗は驚おどろきもしなかった。


（やっぱりあの人……女だけど、松尾先生だ）


　薬を出す子どもには、いつもこっそり飴あめを握らせてくれる。頭を下げる吉朗に小さく手を振ふって、松尾医師は春生に連れられて部屋から出て行った。


「松尾先生のことを？」


　千尋の声にうなずいてみせる。


「俺おれの知ってるのは、男だったけど」


「ああ、そういえば吉香はこの町の子だったっけ」


「ヨシカって……なんでみんな俺のことをヨシカって呼ぶんですか？」


「市川吉香──大吉の吉に香かおりで吉香。この世界の君の名前。正確に言うと、その肉体の持ち主の名前」


　吉朗に吉香。違うのは末まつ尾びの一字だけだ。当たり前だが、女の子の名前としては吉朗よりもずっと自然で、Ｅカップの現げん在ざい、吉朗と名乗ることも恥はずかしい。


　それでも、自分の意い識しきの中に女の子だという自覚は欠片かけらもなかったし、過か去この記き憶おくを探さぐっても、吉香であった記憶はやはり欠片もなかった。


「あの……この世界っていうのは、どういう意味ですか？」


「多次元宇う宙ちゆうって、聞いたことある？」


「たじ……？」


「自分の住んでいる世界のすぐ隣となりには、同じように一つの世界があって、それが無む限げんに平行連れん鎖さしているという理り論ろん。パラレルワールドという言い方もあるね。ＳＦ映えい画がなどで好んで使われる」


　昔、そんなマンガを読んだことがある。


　何かの拍ひよう子しに世界と世界の間にある境きよう界かい線せんを抜けてしまって、奇き妙みような世界を旅する少年の物語だった。彼はその世界のことを何一つ知らないし、彼が生まれた世界とは歴史も文化も生活も、何もかもが違っていた。


　それなのに、その奇妙な世界の住人たちは、彼の名を呼び、彼に親しげに話しかけてくる。旅を続ける内に彼は、この世界にも自分と同じ名を持ち、同じ姿をした少年がいることを知り、その少年を探さがすのだが、少年は彼と入れ替かわりに彼のいた世界に行ってしまい、二人は出で逢あうことがないまま、物語は終わっていた。


　彼は、その奇妙な世界のことをこう呼んでいた。


「パラレル、ワールド……」


「そう。簡かん単たんに信じられないことはわかっているから、今はただ、頭の隅すみにでも入れておいてくれればいい。その内嫌いやでも理り解かいするようになる。僕ぼくのように」


「僕の……あ」


　こんな説明ができるのは、大ボラ吹ふきか、今まさに吉朗が体験している道を通り過すぎてきた者だけだろう。しかし、ただの大ボラ吹きに吉朗の胸むねをＥカップにして、晴生や松尾先生を女じよ装そうさせる力はないだろうから、単たん純じゆんに考えれば後者だ。


「じゃあ、チヒロさんも……？」


「僕の場合は漢字表記が千に広いから千せん尋じんのチヒロに変わっただけで、音は変わらないから、それほど混こん乱らんすることはなかったけどね。君と違って、胸も慎つつましやかだし」


　思わずちらりと見やれば、確たしかに千尋の胸はとても控ひかえめだった。その視し線せんに気がついた千尋がさっと胸を隠かくしたので、慌あわてて視線をそらす。


「おやめ下さい」


「す、すいません！」


　反はん射しや的に謝あやまってはみたものの、千尋の言葉はあからさまに棒ぼう読よみだった。千尋は相変わらず無む表ひよう情じようだったが、その目に、どこかからかうような色がある。


「今ではとっさにこんな挙動を取れるほど、この身体からだにも慣なれてきた」


「……慣れてきた？」


「三年目」


「───さ」


「さほど大学に通わないうちに、卒業する年になってしまった」


「ささささ三年……!?」


　一いつ旦たん落ち着き始めた思考が、再ふたたびぐるぐると回り始める。


　パラレルワールドだってことは、まあいい。


　本人が入れ替わるんじゃなくって、心だけが入れ替わってしまうというのも、まあいい。よくはないけど、Ｅカップや吉香という名前の説明もつくから、まあいい。


　でも、三年というのは捨すて置けない。


（三年って……それって、結局戻もどれないってことじゃないのか!?）


　そういえば、あのマンガの結末も、二人は元の世界に戻れないまま旅を続けるという、ある種バッドエンドを迎むかえていた。


（そうしたら俺、この先一生Ｅカップの女の子として生きていかなきゃならないのか……!?　って、違ちがうよ、そうじゃなくて!!）


　そもそも、落下したあの石いし段だんの所へやってきたのは、麻琴の身に迫せまっている危き機きを本人に知らせるためだったのだ。


　あのゲームセンターで、貴たか史しと太った男が交かわしていたおぞましい会話は、吉朗しか知らない。麻琴を救えるのは吉朗だけだというのに、麻琴の家を探さがすどころか、麻琴のいる世界を探さなければならないなんて。


　──それでも。


（諦あきらめるわけにはいかないよ。まあちゃんを守るって、決めたんだから）


「元の世界に帰る方法はないんですか!?　俺、どうしてもやらなきゃならないことがあって……それも、急を要してて──一人の女の子の人生がかかってるんです！」


　今、ここでこうして吉朗が呑のん気きに寝ねている間にも、貴史の魔まの手は麻琴に向かって伸のばされているのかもしれない。そう考えるだけで、いてもたってもいられない気分だ。


　布ふ団とんを跳はね上げた腕うでに、ずきりと鈍にぶい痛いたみが走る。一いつ瞬しゆん顔をしかめて乗り切ると、吉朗はベッドから飛び降おりた。板の間にむき出しの足が触ふれ、その冷たさに足あし下もとに目をやろうとした吉朗は、再びＥカップを目にすることとなった。


「それは穏おだやかならぬこととは思うが、その姿すがたで館やかたの中を走り回るのもどうかと思う」


「た、たしかに……」


　胸を見てしまったことで、少しばかり頭が冷える。闇やみ雲くもに飛び出していってどうなるものでもないということが、じんわりと頭の芯しんに染しみこんでいく。


　ここがどこだかわからないけど、自分の知らない場所であるのは明らかなのだから。


　一つ深しん呼こ吸きゆうをして、吉朗は改めて自らの身体を見下ろした。妙みように足下がすーすーすると思ったら、パジャマではなくネグリジェを着ている。くるぶしのあたりまで覆おおうその生き地じは厚あつ手でのものではなく、身体を包むにはいくぶん頼たよりない。


「すみません……何か、服を貸かしてもらえますか……？」


　吉朗がそう言ったときには、既すでに千尋は部屋の隅すみの方にいて、そこに作りつけられたクローゼットを開けていた。テーブルや椅い子す、ベッドと同じ、少し暗めの木目調で、余よ計けいな装そう飾しよくのない、質しつ素そながら品の良いものだ。


　千尋はその中に吊つるされていた一ひと揃そろいの服を取り出して、扉とびら脇わきの壁かべに取り付けられたフックに掛かけた。そして、ああ、と小さくつぶやくと再びクローゼットへ引き返していったが、吉朗は千尋が持ってきた洋服の方に、目を奪うばわれていた。


　濃のう紺こんのワンピースに、清せい潔けつそうな白いエプロン。そのポケットからはみ出すフリルは、おそらくヘッドドレスだろう。千尋やハルキが着ているメイド服と色違いのお揃いだった。


（……メ、メイド服……！　ていうかなんで!?）


　いくらメイド服や女子校の制せい服ふくが大好きでも、さすがにそれを着てみようと思ったことはなかった。たとえ背せが平へい均きんより少し低くても、吉朗の身体はやはり男のものだったし、顔も女装が似合うタイプとはとても言えない。


　けれど、今は女の子なのだ。しかも、Ｅカップなのだ。


（ちょっと……いや、正直とっても着てみたい……！　でも……！）


　これでは家の中はいいとしても、外に出るのはためらわれる。求めていたのはカジュアルな外出着だった。


「あの、こういうのじゃなくて、できれば外に出られるような服を貸して欲ほしいんですけど」


「ああ、そういうことか。わかった。どちらにしても、その前にこれを」


　千尋は、ベッドの上に置かれた白い布ぬのの固まりを指さしていた。先ほどクローゼットに戻ったのは、これを持ってくるためだったらしい。


　同じ白でも、エプロンやヘッドドレスとは違い、レースが使われた繊せん細さいな作りだ。メイド服のオプションだろうか？　しかし、さきの二つ以外に、メイド服に必要不ふ可か欠けつなオプションなど、思いつかない。


（あ……ガーターベルト……？　いや、あれは必要不可欠じゃないし、むしろニーソックスかタイツがベストだし）


　訝いぶかしみながら持ち上げて広げてみると、それは半球体の布を左右に二つ繫つなげたもので、上と横にひも状じようのものがついていた。


（これってもしかしてもしかしなくてもこれって、これって……）


「吉香の胸むねじゃ、ノーブラというわけにはいかないからね」


「のー……！」


「ブラ。ブラジャーなしの状じよう態たいのこと」


「そんなことはわかってます！　ででででも、こんなの俺……！」


　戸と惑まどう言葉とは逆ぎやくに、目はブラジャーに吸すい寄よせられていく。若わかい女の子がいかにも好みそうな、レースとリボンがあしらわれた真っ白なブラジャーは、ふわふわと頼りなげでいて、それなりの胸を包み込めるほどの大きさがある。


（ここに、あのＥカップが……って、今は俺の胸なんだけど……てことはこのブラジャーは俺ので、俺は自分の下着に欲よく情じよう──って俺なに言ってんだ!?）


　その時、扉とびらが乱らん暴ぼうにノックされた。千尋と顔を見合わせるが、何かを打ち合わせる暇ひまもないほど性せい急きゆうに扉は開かれ、誰だれかが飛び込んでくる。ベッドと扉のちょうど中間あたりに立っていた吉朗は、その人物に真正面からぶつかられ、その勢いきおいでベッドに押おし倒たおされてしまった。


「あっ」


「うわっ」


　ぎゅうっと自分の胸が押しつぶされる感覚──押している相手の胸にふくらみはないから男だ。今、吉朗を押し倒しているのは男なのだ。


「あの、ちょっと……」


「ご、ごめん。焦あせってて……痛くはない、吉香？」


　声を聞いた途と端たん、吉朗の胸がどくんと鳴った。その声に聞き覚えはない。けれど、吉香と名を呼よばれた瞬間、全身に震ふるえが走って心しん臓ぞうが勝手に高鳴ってしまった。


（……どうなってるんだ、これ……？）


　嫌いやな感じはしないけど、落ち着かない気分だ。女になってしまったから、男に触ふれられるとこんな反はん応のうが出てしまうんだろうか。


　覚えのない感覚に戸惑っている吉朗の上で、男が身を起こした。心配そうにこちらを見やる顔には少し幼おさなさが残るが、吉朗と同年代の、立りつ派ぱな男だ。
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（うそ、だろ……？）


　今度は吉朗自身の感かん情じように呼こ応おうして、胸が鳴る。こんな男の知り合いはいない。でも、その顔は吉朗のよく知る人物に、あまりにも似にていた。


　夢ゆめにまで見るその顔、そして今、誰よりも逢あいたいと願う人物に、男は似ている。


「ま……」


　男は、吉朗の背せに手をやって優やさしく抱だき起こすと、その顔を確たしかめるように頰ほおに触れ、ほうっと息を吐はいた。そして何か告げようと口を開いた瞬しゆん間かん、素す早ばやく部屋の中を見回した男は、すぐさまきっちりと口を閉とじてしまう。その視し線せんを辿たどった吉朗は、すぐ傍そばに千尋が立っていることに、今いま更さらながらに気がついた。


「何かご用でしょうか、真ま琴こと様」


「麻琴……様……」


（やっぱり……でも）


　麻琴は間ま違ちがいなく女の子なのだから、男の姿すがたをしたこの人物は、こちらの世界の麻琴ということなのだろう。松尾医い師しのように、吉朗の世界の人間とは逆ぎやくの性別になっている。


　真琴は千尋に一いち瞥べつをくれると、ゆるく首を振ふった。


「いや。松尾先生がいらっしゃっていたと聞いたから、それで」


　その口調は、先ほど吉朗に向けられたのとは天と地ほどに違う、冷たく硬かたいものだった。しかし千尋はそれを気にした風もなく、小さく礼をすると、手にしていた洋服をクローゼットにしまい直した。


「千尋は何を？」


「吉香が起きたいと言うので、服を出しておりました」


「もう……起きて大だい丈じよう夫ぶなのか？」


　探さぐるように、吉朗に目を向けてくる。しかし吉朗は、目の前に立つもう一人の麻琴の存そん在ざいに思考が停止してしまって、うまく言葉が出てこない。とっさに助けを求めて千尋の方をちらちらと見やっていると、真琴の表情が更に険けわしいものへと変わった。


「主あるじが聞いているんだから、きちんと答えるのが筋すじだろう？　第一、使いの途と中ちゆうであんな怪け我がをして、日ひ頃ごろから注意が足りないんだ、お前は」


　真琴は吉朗をじろりとにらみつけ、きつい口調で叱しつ責せきする。あのほっとしたような表情は一体何だったのだろうか。あまりにも態度が違いすぎる。


（何なんだ……？　まあちゃんって、こんなキャラじゃなかったよな？）


　どちらかというと、最初に声を掛かけてきた時の方が、吉朗の記き憶おくの中の麻琴に近い。男女の差だろうか。しかし、松尾医師は男でも女でも、さほど変化がなかった。


　それ以外に、こんな風に高こう圧あつ的な態たい度どを取る理由とは一体────


（あれ？……今、主って、言って……た……？）


　主と名乗る男。


　壁かべに掛かっているメイド服。


　そこから導みちびき出される答えは一つ。


（…………………こっちの世界の俺おれとまあちゃんって、メイドとご主人様なのかよ!!）


　憧あこがれのＥカップやメイドに自分がなってしまったことも十分衝しよう撃げき的てきな出来事だったが、そのご主人様が麻琴だというのは更にその上を行っている。


（やっぱり俺って本当は死んでて、ここは天国に見せかけた地じ獄ごくで、一種の罰ばつゲームみたいな状じよう況きように陥おちいってるとか、そういうオチじゃないのか!?　ていうかそういうオチであってくれ！　いくら何でもひどすぎるよ、神様！）


　望みの物を並ならべておきながら、ことごとく狙ねらいを外してくる辺り、神様はかなり意地が悪い。


「吉香？」


「吉香、真琴様にきちんと答えなさい」


　愕がく然ぜんとしている吉朗の背が、軽くつつかれた。音もなく近づいてきた千尋である。


（望むと望まざると、今の俺はメイドの吉香……なんだっけ……）


　険けんのある表情は、あの穏おだやかで優しい麻琴には似つかわしくない。吉朗はさっき千尋がしていたように小さく頭を下げた。


「はい……大丈夫、です。傷きずは、軽いので」


　吉香がどんな少女なのか知る由よしもないから、ただ丁てい寧ねいであることだけを心がけて、言葉を選びながら答える。


　真琴は、そんなたどたどしい吉朗の答えにわずかに眉まゆをひそめたが、「そうか」と一言つぶやいた。そして、くるりときびすを返し、部屋の戸に手を掛けたが、こちらを振り返り、ちらりと吉朗の手元を見やって言った。


「そんなものを、いつまでも握にぎりしめているものじゃない」


「そんな？……ああっ！」


　かろうじて引っかかっているという形で吉朗の手から垂れ下がっているのは、例のブラジャーだった。こんなものをぶら下げたまま主に対面するメイドはまずいないだろう。慌あわてて後ろ手に持ち替えると、深々と頭を下げる。


「す、すみませんでした！」


「早く仕事に戻もどりなさい」


　冷たく言い放って、真琴は部屋から出て行った。その足音が遠ざかっていくのを聞きながら、吉朗は溜ためていた息を吐はき出した。


「真琴様の顔も知ってる？」


　千尋の問いに、戸と惑まどいながらうなずく。


「一いち応おう……女の子の方だけど。佐さ倉くら麻琴……俺の幼おさななじみだよ」


「やっぱり。吉香と真琴様も幼なじみだと聞いたことがあるから」


　性せい別べつや立場は入れ替かわっても、その境きよう遇ぐうだけは変わらないらしい。


（……待てよ。ってことはもしかして）


　吉朗の中に、先ほど感じた胸むねの高鳴りがよみがえってくる。


　吉香と名前を呼よばれて跳はね上がった心しん臓ぞう、あれはこの身体からだが勝手に反はん応のうしたものだけど、それは吉香があの声の人物を想おもっているからじゃないんだろうか。


　吉朗と、同じように─────


（だとしたらごめん……！　好きな人の前でブラジャーぶら下げちゃったよ、俺！）


　吉香が知ったらきっと、泣いて怒おこるだろう。


　いや、落ち込むんだろうか。


　それとも、明るく笑い飛ばすんだろうか。


「……もう一人の俺のことなのに、なんにもわかんないや」


「なにが？」


「この、吉香って子のこと。それに、この世界のことも」


　千尋はもう三年もこの世界にいるという。吉朗もどうやって自分の世界に戻っていいのかわからない。


　諦あきらめるつもりはないけど、いつになるかわからないその日までは吉香の身体を借りることになる。


　せめて吉香の評ひよう判ばんを落とさないよう、吉香らしくふるまってやるのが、礼れい儀ぎってものだろう。


「千広さん……ここのこと、この子のこと、全部教えて下さい」


「前向きだね」


「あきらめたくないから……元の世界に戻ることを」


「わかった。じゃあまずは───」


　千尋はそういって、吉朗の手からブラジャーを取り上げた。


「まずはこれの装そう着ちやく方法から」


「え……っ!?」


「さあ、ボタンを外して」


　ずいっと前進してくる千尋に押されるように、ベッドに腰こしを下ろした吉朗は、一いつ瞬しゆん、千尋を信じることの危あやうさについて考えてしまったのだが、今頼たよれるのは千尋の他ほかにいないのだ。


　今の吉朗には、下着一つ、身につけることができないのだから。


　吉朗はごくりとつばを飲み込んで、ネグリジェのボタンに手を掛かけた。




　三、落らく第だいメイドと婚約者







　佐さ倉くら家の朝は、午前五時に始まる。


　東西に延のびる館やかたのほぼ中央に位置する玄げん関かんホールには、佐倉家に仕える使用人たちが、朝のミーティングのために集まっていた。


「本日、訪ほう問もんが予定されているお客様は三名──」


　吉よし朗ろうの向かい側でとうとうと今日の予定を述のべているのは、執しつ事じ兼けん運転手の東とう金がね善ぜん一いちだ。きれいに整えられた頭とう髪はつと口くち髭ひげに白いものが混まじってはいるが、まだ四十五なのだという。ひょろりとした肢し体たいにゆったりとした口調、性せい格かくも穏やかで、使用人たちから慕したわれているらしい。


　その東金の声に耳を傾かたむけているのは吉朗だけではない。吉朗の左ひだり隣どなりには千ち尋ひろが、右隣には昨日部屋にやってきた濃のう緑りよくのメイド服の少女・柏かしわ春はる生きが、その春生の向こうには深しん紅くのメイド服を身にまとった金髪の少女が立っている。


（あれが由ゆ紀き乃のさん……えーっと、成なり田た由紀乃だ。あれで本当に二は十た歳ちかよ……）


　年上か否いなか以前に、人かどうか確たしかめたくなるような、作り物めいた美び貌ぼうの少女──いや、女性だ。千尋から聞かされてはいたが、本当に等身大人形のようだった。


　その由紀乃の向こうには、恰かつ幅ぷくのいい年配の女性がいた。東金と同い年だという山やま武たけ八や千ち代よはメイド服ではなく、黒いスラックスの上に丈たけの長い白いエプロンを掛けている。彼女はこの家に親の代から仕えている料理人だった。今も東金に、今日の会食の確かく認にんをしている。


　執事と料理人、それにメイド四人を加えた計六人、それがこの佐倉家の使用人のすべてだった。


　吉朗がいた世界と時間的なずれはあるものの、こちらの真ま琴ことも半年前に両親を事じ故こで亡なくしている。先々代の当主で、真琴の祖そ父ふに当たる秀ひで麿まろは存ぞん命めいだったが、息子むすこ夫ふう婦ふの不ふ慮りよの死に気落ちして身体を壊こわし、現げん在ざいは山やま間あいにある別館に居きよを移うつして静養していた。


　つまり、現在この家に佐倉の名を持つ者は真琴一人しかいない。一人に対して六人と考えれば多すぎるような気もするが、主あるじの世話をするだけが使用人の仕事ではない。


　吉朗は吹ふき抜ぬけになった玄関ホールの高い天てん井じようをちらりと見やった。ここだけでも、ちょっとしたパーティーが開けそうな広さがある。千尋の話では、屋根裏うらや物置部屋まで含ふくめると部屋数は二十に上るというから、相当大きなお屋や敷しきだ。


（家っていうか城しろだよな、これ。さすが公こう爵しやくってとこか）


　言葉や風習といったものは、吉朗の世界とさほど変わりはないらしいが、最も大きな違ちがいは、いまなお華か族ぞく制せい度どが維い持じされ、身分というものが厳げん然ぜんと存在しているという点だった。この佐倉家は公爵で、その身分に似に合あいの城じよう館かんに住んでいるのである。


　このでかいお屋敷に六人の使用人──確かに、午前五時から仕事を始めないと、こなせそうにない。


　午前五時なんて、いつもの吉朗だったら、耳元で鍋なべを打ち鳴らされようが気づかないほど深く眠ねむっている時間だ。しかも昨夜は真夜中すぎまで、千尋に館のことや吉よし香かのこと、衣服の着け方などを学び、しめくくりに──というよりやむにやまれずトイレと入浴実習まで行ったのだ。絶ぜつ対たい的に睡すい眠みん時間が足りない。


　しかし不思議なことに、目覚ましも鳴らないのにぱっちりと目が覚めたのは午前四時のこと。二度寝ねしようにも眠気はすっかり消え失うせ、欠伸あくびの一つも出ない。吉香の身体からだには、四時起き床しようが完全に染しみついているらしい。


「次に、来週の茶会に向けて、庭の手入れをそろそろ始めましょう──」


　だから、別に眠いというわけではないのに、東金の説明は右から左へと流れてしまい、吉朗の頭の中に残らない。ここでちゃんと頭に入れておかないと、後でどんな齟そ齬ごが生じるかも知れないのに、どうにも集中できずにいた。


（くそっ……苦しいわけじゃないけど、ものすごくうっとうしい……！）


　吉朗は、胸むねを挟はさむように下ろされた両りよう腕うでをもぞもぞと動かした。


　きちんと正しく着けてさえいれば、トランクスやブリーフと同じで、いずれ気にならなくなると千尋は言っていた。しかし、両胸をやんわりと何かに包み込まれ、胸の下と肩かたとに紐ひも状じようのものが縛しばりつけられているという違い和わ感は消えることはない。


　まるで胸の中から、「ここにＥカップのブラジャーがありますよー！」と大声で叫さけばれているかのようだ。そんなはずはないとわかっていても、みんなの視し線せんが自分の胸に向けられているような気さえする。


（千広さんは貧ひん乳にゆうだから気にならないんだよな、きっと）


　ブラジャーをつけたことで、より盛もり上がったように見える巨きよ乳にゆうに、吉朗はため息を落とした。


（ただでさえ重いのに、こんなうっとうしいものまでつけなきゃならないなんて。見るなら巨乳、成るなら貧乳……絶対だ）


　そしてこの身を覆おおうメイド服もまた、見ると着るでは大違いだ。


　確かに、最初に着たときはコスプレ気分でうきうきしていた。後ろファスナーは面めん倒どうだったが、ワンピースのラインもフリルのエプロンも自分の好みにぴったりだったし、さほど重要視していなかったガーターベルトも、実物を見てしまえば興こう奮ふんした。


　だがしかし、小一時間ほども着ていると、腰こしから下のあまりの頼たよりなさに気もそぞろになってしまう。とにかくスカートの中をすーすーと風が通り抜けていくようで、落ち着かない。他のメイドたちが着ているところを見ても、殊こと更さら短いと思えなかったスカート丈は、自分が着けてみれば明らかに足りない感じがして、少し動くだけでガーターベルトが見えてしまうんじゃないかと気が気でならない。


　そのガーターベルトがまたクセモノだ。ワンピースと同色の厚あつ手でのストッキングを、太ももの中なか程ほどあたりで留とめているこのガーターベルトは、それ単体は手のひらに収おさまってしまうほどの小さなレースの固まりで、さほど気にならないと思っていたのに、今までそんなところに何かを挟はさんだり着けたりしたことがないから、とにかくくすぐったくてしょうがない。


（これで一日過すごせるってのがすごいよな、女って。こんなんで、吉香になりきったりできるのか、俺おれ……）


　メイド服なんてもう一生着られなくてもいい。一いつ刻こくも早く元の世界へ帰る方法を見つけようと、吉朗は固く心に誓ちかった。


「吉香」


　耳元でささやかれて、吉朗ははっと我われに返った。慌あわてて声のした方を見やると、千尋が目線で東金を示しめしている。しかし、体中にまとわりつく違和感に頭を支し配はいされていた吉朗はまったく話の流れが摑つかめず、東金と千尋との間を忙せわしなく視線を彷さま徨よわせた。


「え、あの……えっと」


「……吉香ちゃん、大だい丈じよう夫ぶかい？　無理に仕事に戻もどらなくても、もう一日くらい休んだっていいんだよ」


「あ、いえ、あの……ほんと、大丈夫です。ちょっとぼうっとしてしまって……ごめんなさい」


「もう一回確かく認にんしておくよ。午後の打ち合わせは書しよ斎さいで行うから、午前中に掃そう除じを済すませて欲ほしいそうだ。昨日の分も念入りにね」


「はい」


　打ち合わせとは一体なんだ、とか、書斎じゃない場合もあるのか、とかいろいろとつっこんで聞きたい部分はあるが、東金相手にそれをやるわけにはいかない。


（あとで千ち広ひろさんに確認しとこう）


　しっかりと頭のメモ帳に刻きざみつけて、吉朗は東金にうなずいてみせた。


「では、今日も一日頑がん張ばりましょう」


　にっこりと東金が微笑ほほえんで、ミーティングは終しゆう了りようした。これから使用人たちは館やかたのあちこちへと散らばっていくのだ。


　吉朗も東金に言われたとおり、書斎の掃除へ行かなければならないのだが、その肝かん心じんの書斎の場所がわからない。今わかっているのは、メイドたちの部屋が並ならぶ西翼よく一階の奥おくと、この玄げん関かんホールだけだ。


（千広さんに……）


「ねぇ吉香ちゃん、本当に大丈夫なの？」


「えっ!?」


　急に背はい後ごから声を掛かけられて、思わず素すっ頓とん狂きような声を上げてしまう。振ふり返れば春生で、その手には先ほどはなかったモップとバケツが提さげられている。いつの間にやら掃除用具をとって戻ってきたらしい。


「ごめん、驚おどろかせちゃった？　さっきもぼうっとしてたみたいだけど、平気？」


「う、うん。その……丸一日寝ねてたせいかな、なんか調子狂くるっちゃって」


「それだけ？　本当に無理しないでよ」


　心底心配そうな顔をして、春生は玄関扉とびらの方へと向かっていった。


　おさげだし眼鏡めがねだし、何より女の子だから、吉朗のよく知る晴はる生きとはやはりどこか違ちがっている。それでも、見ていないようで結けつ構こう気づいてくれる、そんな内面的なところまで、晴生によく似にていた。


「吉香、書斎へ行く前にこちらを手伝って」


「え？　あ、はい！」


　千尋はそのままメイド部屋とは反対側、東翼へ入っていく。手を振る春生にぎこちなく手を振り返して、吉朗は千尋の後を小走りに追いかけていった。


　しかし、数歩行ったところでぐらりと身体からだが傾かしぐ。


「……わわっ！」


　どこかに捕つかまろうにも、ゆとりある廊ろう下かの壁かべのどちらにも手は届とどかない。おろおろしている内に、結局吉朗はそのままずでんと前のめりにすっころんでしまった。自分の体重で、胸むねが押おし潰つぶされる。


「いったぁ……」


「吉香？」


　戻ってきた千尋に助け起こされ、立ち上がった吉朗だったが、今度は後ろに身体が揺ゆらぐ。慌あわてて前に身体を傾かたむけると、再ふたたび床ゆかと衝しよう突とつしそうになった。


「何をやっている？」


「……Ｅカップが」


「Ｅカップ？」


「……バランスが取りづらいんですよ！　普ふ通つうに歩いてるだけならまだしも、走ったり、急に体たい勢せい変えたりすると重いし、なんか身体の重心が変で」


　ようやくまっすぐに立ち直った吉朗は、胸をそっと下から支えた。ずしりと手のひらに重みを感じる。


「ああ、なるほど。男の身体とは確たしかに重心が違うからね。意い識しきがまだ慣なれていないから、動きにずれが出てしまうんだろう、きっと」


「慣れれば大丈夫なんですか？」


「多分ね。残念ながら、僕ぼくはそれほど重心移い動どうはなかったから」


「……そうですね」


　まさか自分が巨きよ乳にゆうを恨うらむ日が来るとは思ってもみなかった。


　申し訳わけ程てい度どにふくらんだ千尋の胸をにらみつけて、吉朗はため息をついた。


　再び先に立って廊下を歩き出した千尋だったが、数歩行ったところで足を止める。


「なんですか？」


「さっきから気になっているんだけど、そのカツカツ言っているのはなに？」


「カツカツ……？」


「君が歩く速度に合わせて鳴っているようだから」


「え……？　これ、そういう靴くつなんじゃないんですか？」


　朝からこうだったから、革かわ靴ぐつの底が固いかなにかで、床と当たると音がするんだとばかり思っていた。ひょいと左足を内側に持ち上げて革靴の底を見やると、何か光るものが見える。


「何かついてる……？」


「……そういうときは、後ろに持ち上げた方が良い。スカートの中丸見え」


「うわっ！」


　慌あわててスカートの裾すそを直し、後ろに向かって足を上げる。しゃがみ込んだ千尋は、吉朗の足から靴を脱ぬがせてくるりと裏うら返がえした。黒一色の靴底の中、ただ一点、鈍にぶく光を放つ金色の丸がある。


「……画が鋲びよう？」


　千尋から靴を受け取り、力を籠こめて抜ぬき取ると、間違いなく画鋲だった。はき直した靴で床を叩たたくと、とすとす、と軽い音は立つが、先ほどまでのようにカツカツという音はしない。


「これのせいだったのか……どこで踏ふんづけたんだろう？　部屋かな」


「吉香の部屋にはないと思うけど」


「じゃあ、昨日よりもっと前に踏んでたのかも」


「学校じゃあるまいし、壁にポスターを貼はるような家ではないよ、ここは」


　吉朗の手からつまみ上げた画鋲を、しばらくしげしげと眺ながめていた千尋だったが、エプロンのポケットにそれを突つっ込むと、廊下を左手に折れて再び歩き出した。


「千広さん……？」


「書斎は右手の奥おくだけど、その前にこの部屋に寄よって。必要な掃そう除じ道具はここにある」


　千尋の言葉に、教室の掃除用具入れのようなものを想そう像ぞうしていた吉朗だったが、扉とびらの向こうはメイド部屋と大して変わらない広さの、ごく普通の居きよ室しつが広がっていた。ただ、家具の一いつ切さいは端はしに寄せられて白い布ぬのがかけられており、扉のすぐ脇わきに大きめの木箱が三つ置かれていて、その中に箒ほうきにモップ、バケツや雑ぞう巾きんといった掃除道具が整然と収おさめられている。


「俺おれの部屋よりでかい物置……」


「人が減へって、日当たりの悪い場所から閉とじたようだよ。で、吉香の道具入れはここ」


「吉香のって……メイド各おの々おのに専せん用よう道具があるんですか？」


「そうじゃなくて、君の担たん当とうは当主──真琴様の身の回りのお世話だから、道具も真琴様専用ってことだよ」


「ああ、そういうことか……」


　佐倉家のメイドは基き本ほん的に同じ型で、担当によって色いろ違ちがいのワンピースを着用することになっている。


　四人しかいないのに色違いにする意味があるのかどうかは謎なぞだが、メイド頭がしらの館たて山やま千尋は漆しつ黒こく、洗せん濯たくと庭掃除を担当している柏春生は濃のう緑りよく、料理補ほ助じよと来客担当をしている成田由紀乃が深しん紅くで、当主のお世話係である吉香こと吉朗は濃のう紺こんだ。


　ただ単にご主人様とメイドであるだけでなく、よりによって一番当主に近くて、一番その存そん在ざいを遠くに感じる場所が、現げん在ざい吉朗に与あたえられたポジションだったのである。


（これがまあちゃんなら嬉うれしいかもしれないけど……いや、ちょっと微び妙みようか）


　同じように真琴と幼おさななじみだという吉香はどうだったんだろう。


「とりあえず、これだけ持って行けば足りる。水はそこの洗面から汲くんで」


　手て渡わたされたバケツに水を汲み、千尋が揃そろえてくれた道具を受け取った吉朗は、思ったほどそれらを重く感じないことに気がついた。見かけは小こ柄がらな女の子でも三百六十五日メイドとして働いている吉香には、さしたる負担ではないようだ。


「終わったら、ちゃんと手入れしてからここにしまうように。雑巾は洗濯室に」


「はい……あの……」


「なに？」


「掃除ってどうすれば」


「…………」


　瞬まばたきもせずに見み据すえる蒼あおい瞳ひとみに、吉朗はごくりと喉のどを鳴らす。


　こちらの世界では、髪かみの色も眼めの色も人種に関係なくかなりバラエティに富んでいて、吉香や春生は吉朗の知る日本人の範はん疇ちゆうに入る平へい凡ぼんな色しき彩さいだったが、千尋の水色の髪と蒼い瞳は完全無欠のアンドロイドのような冷たい印象を与える。そのクールな口調やあまり変化しない表ひよう情じようと相まって、こんな風に見つめられると蛇へびににらまれた蛙かえるのように動けなくなってしまう。


　しかし千尋は、しばしの沈ちん黙もくの後ああ、と小さくつぶやいた。


「男子高校生は掃除当番くらいしか経けい験けんがないか。一人暮ぐらしでもないんだし」


　淡たん々たんとした声に怒いかりや呆あきれは含ふくまれていない。吉朗が詰つめていた息を吐はき出すと、千尋が目線で尋たずねてきた。


「あ、いえ、怒おこられるかと思って」


「どうしてだかそういうことをよく言われるんだけど、怒るのはあまり得意じゃないんだ。面めん倒どうだから」


「面倒？」


「ああいう非ひ生産的な感情は、気合いと根こん性じようがないと出せないものだよ。僕にはそのどちらもないから」


　千尋はそう言って、吉朗を促うながして廊ろう下かに戻もどった。


　考えてみれば、昨夜は睡すい眠みん時間を削けずってまで吉朗に付き合ってくれた千尋が、そう簡かん単たんに人を切り捨すてたり、怒りにまかせて突き放したりするような人間だとは思えない。それどころか、かなり親切な部類だろう。


　三年前、千尋は今の吉朗と同じ状じよう況きようにあり、けれどおそらく今の千尋に当たる先達などいなかったに違いない。


　もし、同じ世界から来た千尋がいなかったら。


（パニック起こして闇やみ雲くもに飛び出してただろうな）


　ここにはいない、佐倉麻ま琴ことを捜さがして。


「ここから先は、基き本ほん的に君の担当になる。左側が真琴様の部屋、寝しん室しつはその奥の扉からも入れる。書しよ斎さいはその向かい側」


「あ、はい……！」


　少し先を行く千尋を追って走り出そうとしたそのとき。


「あ」


　ぐらり、と傾かしいだ身体からだを、音もなく戻ってきた千尋の腕うでが受け止めていた。


「もう君は、走らない方がいいと思う」


「……走りません」


「それから、ここの廊下では出来うる限かぎり静かに。真琴様はまだお休みだから」


　黙だまってうなずいて、千尋の後に従したがってしずしずと歩く。


　物置の隣となりには階かい段だん、そしてその奥おくに二つ扉とびらがある。二間続きになっている真琴の部屋の扉は、吉香たちメイドの部屋とは違って、ビターチョコレートのように暗く沈しずんだ濃茶をしており、凝こった飾かざりが彫ほり込こまれていた。館やかたの東南角部屋、一番に朝が訪おとずれる部屋に主あるじは眠ねむっている。


　向かいにある書斎の扉は、寝室より一回り小さい。千尋はその扉を開け、吉朗に中へ入るよう示しめした。


「これが……書斎……？」


　扉の向かいの壁かべは一面作りつけの本ほん棚だなになっていて、分ぶ厚あつい書物がガラス扉の内にぎっしりと並ならべられている。その本棚の手前にデスク、そして更さらにその前にソファとローテーブルの簡かん易い応おう接せつセットのようなものが並べられていた。


　確たしかに書斎然とした作りではあるが、本棚も机つくえも、吉朗のイメージしたものより数十倍は立りつ派ぱで、なにより、


「俺の部屋よりでかい……」


「自分の部屋を判はん断だん基き準じゆんにするのは止やめた方がいい。ここに君の部屋より小さい部屋はないから」


「…………」


　千尋はカーテンを開け、端はしに掛かけてあったロープのようなもので形よくまとめながら、書斎の中にあるもの、掃そう除じの手順、吉香のタイムスケジュールなどをざっと説明する。それを必死に口の中で繰くり返しながら、吉朗は手にしたモップをぎゅっと握にぎりしめた。


「見たとおり、これだけ大きな館だから、日中はなかなか君に会えない」


「え……でも」


「ここでの僕はメイド頭がしらだから、何かと忙いそがしくてね。だから今アドバイスをしておくよ。口は慎つつしんだ方がいい。しゃべらなければそれだけぼろが出にくい」


「はぁ……」


　少しだけ、千尋の口の端が上がる。


「そう不安そうな顔をしなくても平気だよ。しばらくは例の怪け我がのせいにできるし、その内慣なれる」


　正直、慣れるほどメイドでいたくはないが、今はこれ以外にできることがない。


「……頑がん張ばってみます」


　小さくうなずいて、千尋は出て行ってしまった。


「さて、と」


　一人きりになると、急に不安がこみ上げてくる。


　メイドの仕事をきちんとこなして、なおかつ吉香をよく知る人々の間で彼女になりきるなんて、どう考えても自分にはできそうにない。


「でも……とにかくやるしかない、か」


　千尋に教えられた手順を手て際ぎわよくこなしたとしても、ゆうに三十分はかかる。悩なやんでいる暇ひまなどないのだ。


「えーっとまずは箒ほうき、それからモップ。窓まどを拭ふいてテーブルも拭く」


　指さし確かく認にんをしながら、吉朗は書斎の掃除に取りかかった。








　自室の掃除すらまともにしたことがなかったので、それより広いこの部屋の掃除ができるかどうか不安で仕方がなかったのだが、実じつ際さい始めてみれば作業は至し極ごく単たん純じゆんで間ま違ちがえる方が難むずかしい。


「単純なんだけど……でも、手間はかかるよな」


　雑ぞう巾きんでさっと一拭き、モップを持って端から端へ一気に走る、というような、掃除当番式簡易掃除法は通用しない。


　はたきを掛け、デスクとローテーブルは水拭きにから拭き、床ゆかも箒で掃はいた後、モップで水拭きの後、雑巾でから拭き。ソファは柔やわらかい布ぬので軽く拭いたら、クリームを付けてつやを出す。どれも二工こう程てい以上はある。


　吉香なら手早く終えるのだろうけど、いかんせん今日初めて掃除をする吉朗は、千尋から教わった掃除手順を悲しいまでに遵じゆん守しゆして、その順じゆん序じよ通り一つ一つ片かたづけていく。だから、どうしてもスピードは上がらない。


「えーと……デスクは二度拭きしただろ、床もおっけーだし……あ、窓があったか」


　壁に大きく取られた窓からは、庭が見み渡わたせる。少し離はなれたところで、濃のう緑りよくのワンピース姿すがたのメイドが、せっせと芝しば生ふの上を掃いていた。


「晴……春生ちゃん、か」


　いつも呼よび捨すてだった晴生をちゃんづけで呼ばなくてはならないのは、なんだか妙みような気分だ。そのつぶやきが聞こえたわけではないだろうが、ふと顔を上げた春生がこちらに気がついて、大きく手を振ふった。勢いきおい余あまっておさげまでぶんぶん揺ゆれている。


「もしかして、俺らと同じく、こっちでも仲良かったりすんのかな」


　雑巾を握りしめた手を振り返すが、春生はまだ手を振り続けている。手にしていた箒を放ほうり出し、両手をクロスさせるように頭の上で振り回していた。


「元気だなぁ」


　苦笑しながらいま一度手を振った吉朗だったが、春生はそれでも手を振るのを止めない。訝いぶかしく思いながら手を振り返していると、不意に春生がぴたりとその動きを止めた。


「…………？」


「窓を拭いているわけじゃないのか」


　誰だれもいないはずの書斎で、背はい後ごから声を掛けられる。その途と端たん、吉朗の胸むねがどくりと鳴った。


（この感じ……）


　考える間もなく振り返ると、男だん性せいが一人立っていた。少し見上げる位置にある顔は、先ほどまで吉朗が見ていた春生のほうへと向けられ、険けわしくしかめられている。明らかに不ふ機き嫌げんそうなその表ひよう情じようは、しかし毛ほどもその美び貌ぼうを損そこなっておらず、それどころか凄すごみを増ましていた。


　再ふたたび、胸の下で心しん臓ぞうがどくりとはねる。昨日も、こんな風に鼓こ動どうが乱みだれた。


「ま……ままま真琴様……!!　あの、おは───」


「この時間になって、まだ窓を拭き終えていないのはどうして？　部屋へ来られなかったのも何か理由が？」


「部屋……時間……？」


　拾い上げたキーワードが、記き憶おくのどこかにひっかかる。


『六時半になったら、真琴様がお目覚めになるからお世話を』


『お部屋を出られたら、シーツを外して洗せん濯たく室しつへ。替かえは向かいのリネン室にあるから』


『七時半には書しよ斎さいで仕事を始められる。そのときに、コーヒーをお出しするんだ。厨ちゆう房ぼうへ行けば用意されているから』


　流れる水のようによどみない千尋の声が、高速で再さい生せいされていく。おそるおそる壁かべに掛かけられた時計を見やると、時じ刻こくは七時三十五分。


『くれぐれも、時間厳げん守しゆで。そのあたり、厳きびしいお方だからね』


　千尋の忠ちゆう告こくが、頭上で砕くだけて消えた。


（やばい……!!）


　本来なら一時間以内に終わらせなければならない、というよりもそれだけあれば終わるはずの掃そう除じに、二時間以上かけていたらしい。とにかく言われたことをこなすのに夢む中ちゆうで、時計を見ることなど忘わすれていた。


　真琴は庭の春生から吉朗へと視し線せんを移うつす。その途端、また心臓が鳴った。


「あの……えっと……」


「身体からだがまだ万ばん全ぜんじゃないのなら、休んでも構かまわないのに」


「いえ、そういうわけじゃ」


　反はん射しや的に答えた後で、言い訳わけとして使えそうなのはそれしかなかったのだということに気づく。自ら唯ゆい一いつの手を潰つぶしてしまった吉朗は、夕べ千尋からざっと受けたこの館やかたでの知ち識しきを必死に思い返しながら、この場面で言うべき言葉を探さがしていた。


「吉香……？」


「え、あの、はい……えっと……」


「本当に、大だい丈じよう夫ぶなのか？」


「はい、その……あ！　も、申し訳ありませんでした！」


（これだ……！）


　これしかない。とにかく謝あやまって、この場から逃のがれ出ることだ。


「そうではなく、休んでもいいと──」


「いえ、本当にすみません。今すぐ、コーヒーをお持ちしますから！」


　大おお仰ぎように頭を下げ、勢いきおいよく扉とびらへ向かって突とつ進しんした吉朗は、つい十五分ほど前に自分が足あし下もとに置いたバケツの存そん在ざいを忘わすれていた。


「あ……っ!!」


　こつり、と臑すねに固く冷たい感かん触しよくがあり、身体が宙ちゆうに浮うく。バケツから流れ出した水が、せっかく綺き麗れいに磨みがき上げた床ゆかに広がっていく。


（また拭き直し……ってその前に、確かく実じつに水に突つっ込む……！）


　汚よごれた水に顔を突っ込むところを想そう像ぞうし、思わず目をつぶってしまった吉朗だったが、その瞬しゆん間かんは訪おとずれなかった。代わりに、柔らかく、さらりと清せい潔けつそうな布が頰ほおに触ふれている。


「……あれ？」


「大丈夫か、吉香!!」


「真琴、さま……？」


　逃れたはずの真琴の顔が、さっきよりも近い場所にある。そして高鳴る心臓の上がなんだか苦しい。ぎゅっと押おし潰されるような感じだ。


（押し潰され……てるよ、Ｅカップが!!）


　危あやういところで真琴の腕うでに受け止められた吉朗は、勢いきおいあまって抱だきつくような形になっている。自分の身体と真琴の間にはさまれたＥカップは、その弾だん力りよくで存在感をこれでもかとアピールしていた。


（苦しいっていうより恥はずかしい……！）


「す、すみません……！」


　慌あわてて身を離はなし、揺ゆれる胸に苦労しながらもなんとか体たい勢せいを立て直す。とんだ失しつ態たいと押しつけた胸のせいで、顔が赤らんでいくのがわかった。ここに本物の吉香がいて、この光景を見ていたら、容よう赦しやなくたたきのめされていたに違ちがいない。


「今日はもういいから休みなさい」


「…………」


　はいと言えば、この緊きん張ちようや不安から逃れられるとわかっているのに、うなずくことができない。


（吉香なら、逃にげ出したりしないよな……その前に、こんな失敗はしないだろうけど）


　吉朗はきっぱりと首を横に振ふって、頭を下げた。


「もうしわけありませんでした。すぐに片かたづけます」


　真琴の返事も待たず、モップで床を拭き始める。真琴はしばらくそこに立って吉朗を見ているようだったが、やがてデスクの向こうへ回り、ゆっくりと腰こしを下ろした。


　室内にはモップや雑ぞう巾きんが立てるぴしゃり、という水音と、真琴が書類をめくるぱさり、という乾かわいた音が交こう互ごに響ひびく。会話はまったくなく、吉朗は失敗の補ほ塡てん中だというのに、不思議と気き詰づまりではなかった。


（こういうのが、ご主人様とメイド、ってことなのかな）


　そこにいても、対等な存在ではないから、わざわざ話しかけてくることもない。それは少し寂さびしいことだったが、今の吉朗にはありがたかった。失敗を責せめられながらの作業は気が滅め入いる。


　なんとか水をバケツに戻もどし終えた吉朗は、ちらりと真琴をうかがう。真琴は既すでに仕事に没ぼつ頭とうしているようで、吉朗が立ち上がっても視線を寄よ越こすことはなかった。


「失礼します。すぐにコーヒーをお持ちいたします」


「結けつ構こう。書類を片づけてしまいたいから、しばらく一人に」


「はい」


　書類の向こうに隠かくれ、真琴の表ひよう情じようはうかがえない。もしかしたらまだ気分を害しているのかもしれない。吉朗は静かに掃そう除じ道具をまとめると、二時間半ぶりに書しよ斎さいを後にした。


「初っぱなからこれじゃ、ほんと、先が思いやられるよ……」


　とぼとぼと物置に向かい、千尋に言われたとおり道具を手入れして片づける。よく見れば、モップの柄えは年季の入った飴あめ色いろをしていて、長いこと使われているものだとわかる。それでも、学校でホッケースティックに使われるモップのように、先がよじれていたり切れていたりすることはない。これを使う人──吉香が日々丁てい寧ねいに使い、手入れしているのだろう。


　大切に手入れされた道具、磨みがき抜ぬかれた床、時間通りにきっちりこなされる仕事──どれもすべて、吉香がなしてきたことだ。


　吉香の身体からだの中にいる吉朗が手入れを怠おこたれば、道具はだめになるし、掃除の手を抜けば床は傷いたむし、仕事で失敗すれば信しん頼らいは失われる。


「俺おれじゃなくて、吉香の失敗になるんだよな……」


　向こうへ戻る方法を見つけるまで、吉香の身体を借りる──そう考えていたけど、実じつ際さいに他人の身体を借りるというのがどういうことなのか、ちゃんと考えていたわけじゃない。


「ちゃんとやろう。ちゃんと……頑がん張ばろう」


　気合いを入れ直し、寝しん室しつに向かおうと物置を出たところで、廊ろう下かの向こうから小走りにやってくる春生に気がつく。あちらも吉朗に気づいたようで、廊下の途と中ちゆうで立ち止まると、ちょいちょいと手て招まねきしてみせる。


「…………？」


　招かれるままに春生の下まで歩いていくと、春生が上目遣づかいでこちらを見ていた。


「吉香ちゃん、大だい丈じよう夫ぶだった？」


「え？　なにが？」


「庭からね、真琴様がいらっしゃるのが見えたから手旗信号してたんだけど、全然気がつかないんだもん」


「あ……手旗信号だったんだ……」


　頭上でクロスは×印だったのだ。それにも気づかずのんきに手を振り返していたのだから、春生も焦あせったことだろう。


「まさか、あの時間に書斎にいるとは思わなくて、びっくりしちゃったよ。どうしたの？」


「えーっと……一日寝ねてたせいか、なんか調子狂くるっちゃって……」


「吉香ちゃんは働き過すぎなんだから、一日くらい寝てたほうがいいんだよ。それより、ご飯食べてないでしょ。八千代さんが片づかないってぼやいてたよ」


　春生はそう言うと、吉朗の手を取って歩き始める。突とつ然ぜん手の中に滑すべり込こんできた柔やわらかい感かん触しよくに、吉朗はどぎまぎしてしまう。


（手、手繫つないでるよ、ごく自然に……！）


　幼よう稚ち園えん以来覚えのない感覚に、思わず感動しそうになるが、伏ふせた目の下で揺ゆれる胸むねを見て、自分も今は女の子であることを思い出す。女の子同士が手を繫ぐことは、なにも特別なことではないのだ。


「なんか……損そんした気分」


「何か言った？」


「う、ううん！」


　振ふり返った春生はにっこりと笑った後、少し目を細めた。眼鏡めがねの奥おくの瞳ひとみは鳶とび色いろで、晴生とは全然違ちがっていたけれど、表情はとてもよく似にている。


「そっかぁ……大丈夫なはず、だよねぇ。怒おこられるばかりじゃなかったみたいだし」


「……え？」


「見ちゃった。吉香ちゃん、真琴様に抱だきついてたでしょ？」


「だ……！」


「吉香ちゃん、ついに言ったんだ？」


「ついにって、ついにって何を……!?」


　言わなければならないことなんて、今のところ一つしか思い当たらない。当然ながら、本当は吉香ではないと言うことだ。しかしそれを春生が知っているわけがない。


「何って……愛の告白したんじゃないの？　すごく情熱的に」


「ああああああ愛の告白!?　し、しししてないよ、してないってばそんなの！」


　麻琴にだってしてないのに、なぜ真琴に愛の告白なんてしなければならないのか。


（……違う。吉香だ）


　吉朗は、ふと不自然に高鳴った心しん臓ぞうの鼓こ動どうを思い出していた。


　名前を呼よばれたとき、声を掛かけられたとき、そして、抱きとめられたとき──どくりと胸が鳴っていた。吉香の身体は吉朗の意い識しきとは別のところで、真琴という人物のすべてに反はん応のうしている。それは、吉朗が麻琴を想おもうときに感じるのと、同じものだった。


　この世界の写し身とは、姿すがたや名前だけでなく、そんな片かた想おもいぶりまで対ついになるんだろうか。


　そして春生もまた、あちらの晴生のように吉香とは親友で、恋こいの相談なんかもしていたに違いない。先ほどの書斎での顚てん末まつを外から見ていた春生は、ついに吉香がご主人様に告白をしたのだと勘かん違ちがいしたのだ。


「本当にぃ？」


「してません。バケツにつまずいて転びそうになったのを、真琴様が助けてくれたの」


「なーんだ、そっか。てっきり」


「てっきり？」


「……ううん、なんでもない。それより、早く食べちゃわないと、まだ仕事あるんでしょう？　八千代さーん、吉香ちゃん連れて来たよ」


　扉とびらを開けると、やはり吉朗の部屋よりでかい厨ちゆう房ぼうが広がっている。中央のどでかいテーブルは作業台らしく、八千代はそこに大きな身体からだを乗り出して、何か作業していた。


「やっと来たかい。そっちにあるから早いとこお食べ。もうすぐお客様が来ちゃうから」


　八千代が顎あごでしゃくった先には、トレイに載のった一人分の食事がある。サンドイッチとスープにサラダ、魔ま法ほう瓶びんのようなポットもある。


　トレイのある辺りに置かれた椅い子すにそっと腰こしを下ろしてみたが、八千代も春生も何もいわないところをみると、ここで食べればよいようだ。吉朗よりも先にポットに手を伸のばした春生がついでくれたのはコーヒーで、久ひさしぶりに嗅かぐ香こうばしい匂においに、ほっと息を吐ついた。その途と端たん、小さく腹はらが鳴る。あわてて春生を見上げたが、春生は音には気づかなかったようで、八千代のほうへ向き直っていた。


「お客様って……もう会食のお客様が来るの？」


「まさか！　不意の、お客様だよ」


　不自然に強調された言葉に吉朗は首を傾かしげたが、春生にはその意図が伝わったようで、ぽっかりと口を開けていた。


「本当!?　二週間は来ないって言ってたじゃない！」


「例の気まぐれだろうさ。……ほら、何ぼうっとしてんだい、吉香。あんたはいいから食べちゃいな」


　二人のやりとりをぼんやり見つめていた吉朗は、慌あわてて手にしたサンドイッチを口に突つっ込む。使用人の食事だから質しつ素そな物だろうという吉朗の予想は外れ、コンビニのサンドイッチとは比くらべものにならないほど、うまい。


「それで、由紀乃さんは？」


「私がなに？」


　春生の声に応こたえたのは、厨房の入り口に立っていた成田由紀乃だった。真正面から見るのはこれが初めてだが、胸むねにかかる金きん髪ぱつはきっちりと縦たてロールに巻まかれ、緑の瞳は完かん璧ぺきに施ほどこされた化け粧しようで更さらに彩いろどりを増ましている。メイド服は色が違うだけで同じ型だと聞いていたのに、由紀乃のワンピースは袖そでと裾すそから凝こった模も様ようのレースが覗のぞいていて、深しん紅くという色と相まってゴージャス感がある。控ひかえめなメイドの服とはとても思えない。


　つけまつげでもしているのか、瞬まばたきのたびにばさりという音が聞こえてきそうで、吉朗はサンドイッチを飲み込むことも忘わすれて、由紀乃に見入ってしまった。


（うっひゃぁ……本当に動くビスクドールだな……）


　そのぶしつけな視し線せんに気づいたものか、ビスクドールは厨房の隅すみにいる吉朗に視線を向ける。


「あら吉香ちゃん。今朝食なの？」


「あ、はい」


　これまた絵に描かいたようというか、姿形を裏うら切ぎらない可愛かわいらしい、少し舌したっ足らずの声だった。ますます年上とは思えない。


「それで春生ちゃん、私が、なに？」


「お客様がいらっしゃるっていうから、由紀乃さんに知らせないと、と思って」


「来客担たん当とうの私が知らないわけがないでしょう？　大だい丈じよう夫ぶよ。それより、玄げん関かんホールの花か瓶びんの脇わきに、水がこぼれていたわ。拭ふいておいてもらえる？」


「え!?　はい、ただいま」


　春生は小さく吉朗に手を振ふると、ばたばたと厨房を飛び出していった。それを見送って中へ入ってきた由紀乃は、八千代の手元を覗のぞき込んで、満足そうにうなずいた。


「デザートは万ばん全ぜんね。それじゃあ、カップを選ばないと……」


　しばらく真しん剣けんな表ひよう情じようで食器棚だなを見つめていた由紀乃は、やがて一組のティーセットを選び出し、手て際ぎわよく作業台の上に並ならべていく。まるでドールハウスのままごとを見ているようだが、やはり中身はメイドであるので、動きには全く無む駄だがない。


　不意にその動きがぴたりと止まる。


「吉香ちゃん、トレイをとってもらえるかしら？」


　ぼうっと由紀乃を眺ながめていた吉朗は、自分が呼ばれたことに気づいてはっと我われに返り、二、三度目をしばたたかせると、自分の周囲に目を走らせた。


（あ……あれか……！）


　吉朗の食事が置いてある真上に、ガラス扉の棚があり、中にトレイらしき物が立てて並べられているのが見える。吉朗は一番端はしにあった木もく製せいのトレイを取り出し、由紀乃に差し出した。


「ちがーう！　だめよだめ！　あの方の時はいつも銀ぎん盆ぼんって決まってるでしょう？」


　いつも、という言葉に思わず首を縮ちぢめる。それがわかれば苦労はしない。


（いつもってなんだよ。大体、あの方ってのも誰だれのことかわかんないのに）


　吉朗はいまいちど棚に向き直り、銀盆の並んでいる辺りを眺めやった。候こう補ほは四つ。


（随ずい分ぶん考えてカップ選んでたよな……上品な感じのやつだった）


　由紀乃が準じゆん備びしていたカップのデザインを思い出し、それにそぐうような、一番飾かざりがきれいだと思われる銀盆を取り出し、おそるおそる手て渡わたした。


「ご、ごめんなさい、由紀乃さん……」


「まったくぅ、吉香ちゃんはうっかりさんなんだから」


　軽くひとにらみされたものの、突っ返されなかったということは、正せい解かいだったようだ。内心ほっと胸をなで下ろす。


（覚えておかないとな）


　吉朗と由紀乃の担当は違ちがうから、そう頻ひん繁ぱんにトレイの出し入れを頼たのまれることはないだろうが、何があるかわからない。覚えておいて損そんはないだろう。


「ちょいと由紀乃ちゃん、お出で迎むかえにいかなくていいのかい？」


　見事にケーキの飾りつけを終えた八千代が、壁かべに掛かかった時計を指さしながら言った。もうすぐ九時になるところだ。


「今行くわ。吉香ちゃん、トレイの上に並べておいてちょうだい」


　由紀乃はそう言うと、にっこり笑って厨ちゆう房ぼうからすべるように出て行ってしまった。


「やれやれ。あのお嬢じようさんときたら、本当にいつも急だったらないよ」


　腰こしの辺あたりを叩たたきながら苦笑いする八千代に、どう相づちを打っていいものかわからず、吉朗は曖あい昧まいに笑いながら小さくうなずいた。すると八千代が、ぐっと身を乗り出してくる。


「どうしたんだよ。いつもなら『そんなこと言うもんじゃないわ、おばさん』って言うのにさ。熱でもあるのかい？　さっきもお盆間違ったりして……」


　いつもなら、という言葉にぎくりとしながらも、必死に笑え顔がおを作って小首を傾かしげてみせる。


「別に、どうもしない、けど」


「まだ怪け我がが痛いたむんじゃないの？　無理すんじゃないよ。ただでさえ、人出が少なくて仕事背し負よい込こんでんだからさ」


「ありがとう……」


「ああ、いいから早いとこ食べちまいな。こっちは私がやっとくから」


　そう言って、八千代は紅こう茶ちやの準備をしながら、銀盆の上にデザートやらカップやらを載のせ始めた。お言葉に甘あまえて、吉朗はサンドイッチに手を伸ばす。


（お嬢さん……女の子なわけだな、お客さんは。それでもって、八千代さんはあんまり好感をもっていない、と）


　新しい情じよう報ほうについては、千尋に詳くわしい話をきくため、頭の中でしっかりとメモを取っておく。


「しかしなんだねぇ……あのお嬢さんがここへ来たら、毎日がこんな感じになっちまうのかね」


（ここへ来る？　毎日がこんな？……だめだ、全然わかんねぇ！）


　千尋から、吉香自身のことと彼女の仕事、この館やかたに住んでいる人々のことについては一通りレクチャーを受けてはいたが、館の外についてはほとんど何も知らない。


　知っているのは、華か族ぞく制せい度どがあることとか、だからといって遊んで暮らしているわけじゃなく、佐倉貿ぼう易えきという名の会社を営いとなんでいることくらいだ。学生である真琴は会社に出向かず、あの書しよ斎さいで仕事をしているため、会社だけでなく取引先の人間もよく館を訪おとずれ、中には一日二日泊とまったり、外国から来て長期滞たい在ざいする客もいるというから、このばかでかい洋館には、住じゆう居きよ以外に簡かん易いホテルのような役やく割わりもあるらしい。


　八千代の話から推すい測そくすると、もしかしてそのお嬢さんとやらは、しばらく佐倉邸ていに滞在するのだろうか？　しかしお嬢さんという言葉からすると、仕事関係ではないようにも思える。


　ちりりりん、と涼すずやかな音がして、吉朗は顔を上げた。食器棚の脇に取り付けられた真しん鍮ちゆうの鈴すずが、ぷるぷると震ふるえている。


（非ひ常じようベル……じゃないよな？）


　音を聞いていた八千代は、「やれやれ」と呆あきれたようにつぶやいた。


「あの子、戻もどってこないつもりだね。吉香ちゃん、持ってとくれ」


「え？」


「聞いてなかったのかい？　今のは、応おう接せつ間まからの呼よび出しだろ」


　非常ベルではなく、インタホンのようなものなのだろうか。そう言えば、書斎のデスクにボタンのついた小さな箱が載っていたけれど、箱から床ゆか、壁、そして天てん井じようへと向かう線が伸のびていた。あれを押おすと、ここで音が鳴ったりするんじゃないだろうか。


（ファミレスの呼び出しボタンみたいなもんか）


「応接間……」


「ちょっと……本当に大だい丈じよう夫ぶなのかい？　頭打ったって聞いたけど」


「ああ、はい……ちょっと、時々ぼんやりしちゃって」


「持ってける？　隣となりだから、そんなに大変じゃないだろ」


　応接間は厨房の隣らしい。この廊ろう下かの並ならびに扉とびらはなかったが、確たしか廊下を折れたところに立りつ派ぱな扉が一つあった。あれがきっと、応接間の入り口だ。


「大丈夫です。あの、ごちそうさまでした」


　朝食が載っていたトレイを八千代に渡わたし、代わりに銀盆を受け取る。お茶の入ったポットにカップにデザートと、銀のトレイの上は盛りだくさんでそれなりに重みもあったが、八千代の並べ方が良いのか、バランスを取るのはそう難むずかしくない。


（Ｅカップと比くらべたらな……）


　胸むねよりも下にトレイを構かまえ、重心を整えて厨房を出る。応接間に到とう達たつする前にひっくり返そうものなら目も当てられない。


　ここから東翼よくの書しよ斎さいまで行けと言われたら大変だが、運ぶのは隣りん室しつだ。回り込む手間はあっても、距きよ離りはそうたいしたことはない。メイドとして経けい験けんを積んでいる吉香の腕うでは、さして運動もしていなかった吉朗のそれと大差なく、この程てい度どのおもてなしセットで悲鳴を上げるようなこともなかった。


　応接間の前で呼こ吸きゆうを整える。中からは、微かすかに女じよ性せいの笑い声が聞こえた。特とく徴ちようある高い声は、由紀乃のものだろう。お茶も運ばず客と談だん笑しようとは、いいご身分だ。


「失礼します」


　声を掛かけて入っていくと、笑い声がぴたりと止まった。


　十五畳じようはある応接間には、八人が輪になって座すわれるソファと、二人ずつ対面して座るテーブルセットが一つ、置かれている。伏ふせていた目を一いつ瞬しゆん上げて確かく認にんすると、客はソファにおり、由紀乃はその脇わきに立っていた。


「……じゃない……」


（……え？）


　由紀乃ではない若わかい女性の声に、つい顔を上げてしまう。すると、ソファに座っていた女性とばっちり眼めがあってしまった。


　初めて見る顔だ。少し目の辺りに険けんがあるが、きつめの美人顔である。吉朗の世界では五十年ほど遡さかのぼらないとお目にかかれないような、古風なワンピースを着ている（もちろん、この世界では特別変わった格かつ好こうではないのだろうけど）。サーモンピンクのワンピースは、レースとフリルが嫌いやみにならない程度に使われていて、ああなるほどどこかいいとこのお嬢じよう様さまなのだな、という高級感を醸かもし出していた。


　髪かみは由紀乃よりも気持ち色を抜ぬいた感じの金きん髪ぱつで、瞳ひとみは黒に近いほどの濃のう緑りよくとビスクドールテイストながら、由紀乃のように作り物めいて見えないのは、やはりあの眼のきつさゆえだろう。


　彼女は吉朗を一段だんきつくにらみつけると、ちらりと由紀乃に眼をやった。つられた吉朗が由紀乃に眼をやると、こちらも同じようににらみつけ、軽くあごをひいた。
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（…………あ）


　メイドがお客様の顔をしげしげと眺ながめるなんて御ご法はつ度とだ。大体、眼を合わせること自体許ゆるされていないというのに。


「も、もうしわけ─────」


「由紀乃、お茶の準じゆん備びをお願い」


　吉朗の謝しや罪ざいはぴしゃりと遮さえぎられ、吉朗の手の中のトレイは、由紀乃に奪うばい取られてしまった。


　どうしたらいいのかわからず、そのまま目を伏せて立ちつくしていると、ノックの音が響ひびいた。真琴の声が聞こえる。


「お待たせしました、茂も原ばら様」


（え……っ!?）


　今、真琴が言った名前に、吉朗は耳を疑うたがった。モバラ……まさか、あの茂原貴たか史しと何か関係があるのだろうか。


「いやだわ、そんな他人行ぎよう儀ぎな。貴たか子ことお呼び下さいと、いつも申してますのに」


（モバラ、タカコ……茂原貴史と一字違ちがい……）


　先ほど眺めたあの顔を頭の中でリプレイしてみれば、確たしかに茂原貴史の面おも影かげを宿している。貴史のようにしまりがない顔ではないが、どことなくずる賢がしこさはあるような気がする。


　吉朗は真琴に礼をするふりをして顔を上げ、いま一度貴子の顔を確かく認にんした。髪や眼の色に惑まどわされなければ、貴史の写し身といって間違いない。


（まさか……こっちの世界のまあちゃんにも近づいてたなんて……）


　そのまま真琴に視し線せんを合わせると、真琴はこちらを見ていたらしく、その視線が一瞬揺ゆらいだ。しかし、すぐに視線はそらされて、真琴は一番奥おくの、庭に面したガラス窓まどの方まで歩いていった。ソファに座る気はないらしい。


　すると、貴子もすぐに立ち上がり、窓の近くまで歩み寄よる。貴子が身を寄せた瞬間、真琴がかわすように身を引くのを、吉朗は見み逃のがさなかった。


（こっちでも真琴様は奴やつが苦手なのか）


　しかし、やはり貴子は貴史の写し身だけあってなれなれしく、真琴の腕にするりと腕を絡からめる。真琴はさりげなく外そうとしているようだが、貴子ががっちりと摑つかんで離はなさないらしく、眉み間けんには微かすかにしわが寄っていた。


（……あれはやっぱり……困こまってるんだよな……？）


　そう判はん断だんして、吉朗は一呼吸の後声を上げた。


「ま、真琴様……」


「……なんだ？」


「さ、さきほど───」


「……声が小さいな。失礼、茂原様」


　真琴は一言断ことわって腕を抜くと、大おお股またで吉朗に歩み寄った。その顔はどこかほっとしたように見える。


「それで、なんの用かな、吉香」


「あ、あの、えっと……あ、先ほど、コーヒーをお召めしになられなかったので、真琴様はコーヒーの方が良いのではないかと思いまして……」


　しどろもどろながら、思いついたことを口に出すと、真琴は一瞬訝いぶかしげな表ひよう情じようをしたものの、小さくうなずいて見せた。吉朗の意図が伝わったようだ。


「そうだな。私の分はコーヒーにしてもらおうか。すぐに持ってくるように」


「はい！」


　勢いきおいよく礼をして、吉朗は応おう接せつ間まを飛び出した。これで、再ふたたび割わって入る口実ができた。


　それにしても、茂原貴子は真琴にとって一体どういう関係の人間なのだろうか。


　あの高そうな服やメイドに対する態たい度どを見ていると、真琴と同じく華か族ぞくの身分にあるようだ。しかし、同じ華族同士付き合いがあるというだけの関係には見えない。


　メイドである由紀乃の名前まで知っているくらいだから、ここへはしょっちゅう来ているのだろう。


　厨ちゆう房ぼうへ飛び込むと、八千代がこちらを見やってにやりと笑った。


「それで、今日のはなんだい？」


　今日の、という含ふくみのある言葉に戸と惑まどいながらもコーヒーを、と答えると、八千代はその大きな体を横にすっとずらした。作業台の上には既すでにサイフォンがセットされ、吸すい上げられたお湯がゆっくりとコーヒーとなってしたたり始めたところだった。


「どうして……」


「どうもこうも、口実の順番から言って、そろそろコーヒーが来るだろうと思っただけさ。当たりだったろう？」


　鼻歌を歌いながら、八千代はカップの準じゆん備びをしている。


　口実の順番、コーヒー──口実というのは先ほど吉朗が考えた通りの、貴子との間に割って入るための口実と同じものなのだろうか。


「しかしなんだね。こういう口実ってのもさ、あのお嬢じようさんが嫁よめに来ちまったら、使えなくなっちまうと思うと、なんだよね」


「よ、め……」


　ほとんど無む意い識しきにトレイに手をやりながら、八千代の言葉を反はん芻すうする。そして、ゆっくりと咀そ嚼しやくしたその言葉が脳のうに到とう達たつした途と端たん、吉朗は大きく目を見開いた。


（よめって嫁のことか!?　もももももももしかして、こっちの世界じゃストーカーなんてのを乗り越こえちゃって、婚こん約やくとかしてるってことなのか!?）


　かしゃーん、と高らかな音を立てて、トレイが床ゆかに落ちる。


「何やってんの、吉香ちゃん！　本当に今日はあんた、どうかしちまってるよ？　そりゃ、真琴様のご結婚が気になるのはわかるけどさ」


　八千代は落ちたトレイをさっと拾い上げ、気き遣づかうように吉香の肩かたをぽんと叩たたく。少し力が入りすぎていて、吉朗はぐらりとよろめいてしまうが、痛いたみはまったく感じなかった。


「あちらは金で買ったとはいえ、男だん爵しやく位いを持つ御華族さま。あんたはメイドなんだから、その辺、ちゃんと弁わきまえてるだろ？」


「まあちゃんが……茂原と、結婚……」


「なんだって？」


「え……あ、いえ……あの、ごめんなさい、すぐコーヒーを……」


「わかってるよ。これは片かたしとくからさ、あんたはこれ持ってって。はい」


　コーヒーカップの載のった別のトレイを渡わたされて、吉朗はよろよろと厨房から出る。


　なびかない麻琴を、卑ひ劣れつな手しゆ段だんで貶おとしめようとしていた茂原貴史。


　やっぱりなびいていない様子の真琴と、正式に婚約しているらしき茂原貴子。


　性せいの違ちがいもあって、後者の方がマシに見えてしまうが、望むと望まざるとに拘かかわらず、二人の間に何らかの関係が結ばれてしまうというのは、とうの真琴にとって良いこととは思えない。


「こっちの世界じゃ合法的にまあちゃんを手に入れようってのかよ……」


　むらむらとわき上がる茂原貴子への不ふ快かい感は、吉朗だけのものとは思えない。おそらくはこの肉体の持ち主である吉香にも、そうした感情はあったはずだ。吉香にとっては最大のネックであろう身分という壁かべを、貴子は易やす々やすと乗り越こえている。


　応接室の前に立ち止まり、ノックの前に一つ深しん呼こ吸きゆうをする。中からは楽しげな女性の笑い声が響ひびいてくる。


　途端にざわつく胸むねを、更さらに数回の深呼吸で整えて、吉朗は扉とびらをノックした。


「失礼します。コーヒーをお持ち致いたし──」


「悪いわね、吉香ちゃん。あとは私がやるから、あなたはあなたの仕事に戻もどってね」


　吉香が応接室に入るやいなや、まだ中にいた由紀乃にトレイを取り上げられてしまう。本来、来客の対応は由紀乃の仕事なのだから、否いなやは唱えられない。


（……ん？　待てよ？）


　吉朗は由紀乃の手からトレイをひったくり返した。


「いいえ、真琴様の身の回りのお世話は、私の仕事だもの。由紀乃さんのお手をわずらわせることはないです」


　とどめににっこり笑って見せて、いまだ窓まど際ぎわに立ったままの真琴の下へ歩いていく。窓越ごしにこちらを見やっていた真琴の目が、微かすかに笑ったように見えた。


「真琴様、コーヒーはどちらに？」


「あ、ああ。ここへ───」


「なにしてるの、あなた！　ソファの方へ運びなさいよ！　真琴様と私は、これから大事なお話があるんだから！」


　貴子の声が、応接間一いつ杯ぱいに響き渡る。苛いら立だちを含ふくんだ声は一いつ層そう険けんを増まし、体中に突つき刺ささるかのようだ。


　ゲーセンで、思うままにならない麻琴への苛立ちをぶちまけていた貴史とよく似にている。


　男女の別はあっても、婚約という事実があっても、やはり根っこの所は同じ人物なのだ。


　ちらりと真琴の表ひよう情じようをうかがうと、真琴はあきらめたように吐と息いきを漏もらしつつ、小さくうなずく。この家の主あるじは真琴だが、そこにもてなすべき客がいる場合、そちらの要望を優ゆう先せんすべきであるのは仕方がない。


　せめて、貴子のカップから一番遠いところにコーヒーを置いて、吉朗は応おう接せつ間まを後にした。


（まさか、こっちでも同じ状じよう況きようになってるなんて……）


　性別が逆ぎやくだからと言うわけではないけれど、少なくとも元の世界のようなことが真琴に対して起こっているなんて、夢ゆめにも思わなかった。考えてみれば、自分や晴生の写し身が存そん在ざいしているのだから、茂原の写し身がいたって不思議じゃない。


　しかも、向こうと同じく金持ちと来ている。こちらは高校生からメイドへジョブチェンジさせられたというのに。


　吉朗はしばらく応接間の前に立ちつくしていたが、寝しん室しつへ向かって歩き出した。まだシーツの取り替かえも掃そう除じも済すんでいない。こちらはしがないメイドなのだ。きりきりとご主人様のために働かねばならない。


　肩を落とし、寝室への道をとぼとぼと辿たどっていると、不意に頭を押おさえつけられる。


「婚こん約やく者様とのご対面は済んだ？」


「千広さん……」


「そんな吉香みたいな顔して」


　頰ほおをつつく千尋の指をはねのけて、吉朗は下から睨ねめつけた。


「今の俺おれは吉香みたいなんじゃなくて吉香なんですよ！　それより、なんで婚約者のこと教えてくれなかったんですか？」


「『この屋や敷しきの中のことで精せい一いつ杯ぱいですー。頭がパンクしそうですー』って言われたから」


「…………」


　確たしかに言ったけど。実じつ際さい、屋敷の中のことだって、まだ把は握あくしきれてないけど。


「百聞は一見に如しかずというし、あのお嬢じよう様さまはしょっちゅう来るからすぐにわかると思ってた。まあ、二週間は旅行で来ないと言っていたから、猶ゆう予よはあると思ってたんだけどね」


「本当の本当に婚約者、なんですか？」


「本当。恋れん愛あいじゃなくて、借金が取り持つ仲だけど」


「……借金？」


　吉朗の言葉にうなずいた千尋は、ちらりと辺りを見やってから、すぐそばの小部屋へと吉朗を誘さそった。小部屋と言っても物置よりは大きく、使われていない家具などがてんでに並ならべられている。


　千尋は、吉朗に椅い子すを勧すすめると、自分もその内の一つに腰こしを掛かけた。


「半年前に真琴様のご両親が自動車事じ故こで亡なくなったっていうのは覚えているね？」


「……うん」


　吉朗のいた世界でも、麻琴は自動車事故で両親を亡くしている。中学卒業と同時に引っ越こしてしまったのも、両親の死で隣となり町まちに住む親しん戚せきの下もとへ身を寄よせることになったからだ。


「それと同時に真琴様は佐倉家と、ご両親が営いとなんでいた輸ゆ入にゆう会社、そして多た額がくの借金をも相続することになってしまった」


「会社がうまくいってなかったってこと？」


「正せい確かくに言えば、借金は先々代の秀麿様が事業に失敗して作ったもので、先代が新しい会社を立ち上げて軌き道どうに乗せてからは、かなりの額がくを清せい算さんしたらしい」


「だったらなんで───」


「完かん済さいする前に、先代ご夫ふう婦ふが亡くなってしまった。残されたのはまだ学生の真琴様と、事業の才がない先々代だけだ。しかも秀麿様は、この家が置かれている状況をまったく理り解かいしていないしね」


「理解？」


　千尋は自分のスカートの裾すそをつまみ上げる。


「四人きりのメイドが、わざわざ色いろ違ちがいの服を着る必要はない。元々は、この館やかたを維い持じするのに十分な人数のメイドがいて、だからこそ担たん当とうごとに色の違うメイド服を着る必要があったんだよ」


「その人たちは……あ、リストラされたとか？」


「だったら、真琴様も楽だったろうね。秀麿様が気心の知れた使用人を、療りよう養よう先にあらかた連れてってしまったんだよ。当然、六人でやっていくのはきついし、別べつ荘そうにそんな大量の使用人は必要ない。真琴様もそう訴うつたえたんだが、『新しい使用人を雇やとえ』で終わり。無む論ろん、そんな余よ裕ゆうはないから、僕ぼくらは四時起きで頑がん張ばってるってわけ」


「そんな……自分で借金しといて、何言ってんだよ、そのジイサン！」


　三年前、息子むすこにその座ざを譲ゆずってから悠ゆう々ゆう自じ適てきの隠いん居きよ生活に入っていた秀麿は、自身の作った借金が今も佐倉家に重くのしかかっていることなど、思いもよらないらしい。


「金は借りたんじゃなくて、もらったと思ってるんだろうね。で、その三代続くほど巨きよ額がくの貸かし付けを行ったのが」


「茂原家ってことか……」


「男だん爵しやくの地位も金で買ったくらいだから、相当儲もうかっているんだろう。それなのに更さらに欲よくを出した。公爵の地位が欲ほしい」


「公爵って……ああ、ここん家のことか！」


「娘むすめを嫁よめにやれば、金を積まなくても手に入る。真琴様にご執しゆう心しんの娘が、パパにおねだりしたのかもしれないけど。真琴様が『まだ学生だから』と丁てい重ちようにお断ことわりしたのを、先々代が二つ返事でＯＫした」


　一体どこまで自分勝手に生きているのだろう、先々代という人は。新しい使用人を雇うどころか、残された六人が賃ちん金ぎんを自主的に返上し、夜明け前から深夜まできりきり舞まいで働いているこの現げん状じようも、元はと言えばすべて、借りられるだけ金を借りて事業に失敗した、秀麿のせいなのに。


「結婚すれば、借金も少しは融ゆう通ずうしてくれるんだろうけど、真琴様はああいうご気き性しようの方だからね。ご両親の会社を継ついで、自力で返していく道を選せん択たくした──いらしいのに、婚約者様は暇ひまさえあればああやって押しかけて、プレッシャーをかけ続けている」


　家と祖そ父ふと両親の遺のこした会社と……こちらの真琴には、あまりに背せ負おうものが多すぎる。自分の身を削けずって、借金を返そうと奮ふん闘とうしている。


　それにつけこむ茂原貴子は、やはり茂原貴史の写し身だけある。


「向こうでも、茂原っていうのがいるんだ」


「へぇ？」


「貴史っていって、まあちゃ……あっちの世界の麻琴を狙ねらっている。汚きたないやり口までそっくりだよ」


　吐はき捨すてるように言って、吉朗は立ち上がった。


　この世界でできることなど、何もないと思った。


　ただ、吉香の評ひよう判ばんを傷きずつけないように、メイドの仕事をこなすことくらいしか、できることはないと思っていた。


　いつ、どうやったら元の世界に戻もどれるのかわからない現状で、そうすることしかできなかった。


　でも、こちらの世界にもまあちゃんがいる。そして、貴史の写し身である貴子に苦しめられている。


　二つの世界はどこかで繫つながっている。ただ写し身がいるだけでなく、その人間関係まで似に通かよったものであるというのならば、こちらの世界で真琴と貴子が結けつ婚こんしてしまったら、麻琴は貴史の魔まの手に落ちてしまうのだろうか。


「そうか……」


　だとしたら、こちらの世界で二人の間を阻はばみ、真琴を守り通すことができたなら、麻琴をも貴史の手から守り通せるのではないだろうか。


　何の根こん拠きよもない、ただの思いつきだ。それでも、麻琴を直ちよく接せつ守ることができない今、吉朗はその思いつきにすがりたかった。


「まあちゃんは……俺が、守る」


　自分に言い聞かせるように、もう一度胸むねの裡うちでつぶやくと、吉朗はぎゅっと拳こぶしを握にぎりしめた。





　　　　＊　　　　＊　　　　＊





　どうにも収おさまらない腹はら立だちを抱かかえて、茂原貴子は自分の部屋の中をぐるぐると歩き回っていた。


　佐倉家を訪おとずれるのは実に一週間ぶりだった。療養に行くという母親に付き添そって、田舎いなかの山の中に建つ別荘で、なんの面おも白しろみもない日々を過すごしていたのだ。


　療養とは言っても、浮うわ気き三ざん昧まいの父親への当てつけだから治るものでもないし、メイドを幾いく人にんも引き連れての大名旅行だから、看かん病びようの手も足りている。元来地味で穏おだやかな生活に馴な染じまぬ貴子は辛しん抱ぼうたまらず、予定の半分を消化したところで、母親を置いて勝手に帰ってきてしまったのだった。


　そして、その足でまっすぐ佐倉家へと向かった。わざわざこちらから出向いているというのに、一週間ぶりに会う真琴の態たい度どはいつもと変わらず、ぶっきらぼうで無ぶ愛あい想そうだった。


　でも、そんなことはどうでもいい。


　貴子が真琴の婚約者である事実はもはや変えようがないのだし、結婚して一いつ緒しよに住むようになれば、真琴の考えも変わるだろう。


　何より貴子を苛いら立だたせているのは、あのメイドの存そん在ざいだった。


　いつだって真琴と二人きりになろうとすると、くだらない用事で邪じや魔まをする。真琴とは幼おさななじみだからといって、調子に乗っているのだ、あのメイドは。貴子のように華か族ぞくではないのだから、幼なじみという関係にはまったく意味がないことを、てんでわかっていない。


「それなのに……いつもいつも……」


　くわえた爪つめを、思わずぎりっと嚙かみしめてしまう。せっかく手入れした爪だったけれど、この憤いきどおりの前では大した問題ではない。


　貴子はテーブルに載のせられた華きや奢しやな電話機を取り上げて、暗記している通りにダイヤルを回す。二回のコールで一度切り、十数えてからかけ直すと、コール音がする間もなく、電話は繫つながった。


「一体どういうことなのよ！　あの女のことは任まかせとけって言ったじゃない！」


　開口一番怒ど鳴なりつけると、電話口の向こうで身をすくめるような気配があった。たどたどしい言い訳わけの言葉が聞こえるが、貴子はそれをうるさいと遮さえぎる。


「私が戻ってくるまでに追い出しておけといったのに、何をしていたの!?　石いし段だん？　何言ってるのよ、ぴんぴんしてるじゃない！　冗じよう談だんじゃないわよ──言い訳はもういいから、なんとかしなさい！」


　相手の返事も聞かず、受話器を叩たたきつけるようにして電話を切る。


　今いま頃ごろ、電話の向こうで青くなっているだろうが、知るものか。あんな大口を叩いておいて失敗し、しかも、こちらから問いただすまでそれを黙だまっているなんて、華族である自分に対して信じられない不ふ敬けいな行こう為いだ。


「まったく……本当に使えない子だわ」


　再ふたたびぎり、と爪を嚙みしめて、貴子は苛いら立だたしげに足を踏ふみならした。




　四、メイドを狙ねらう落とし穴







　茂も原ばら貴たか子こがしばらくやってこなかったのは、本当にイレギュラーなことだったらしい。


　訪ほう問もんを再さい開かいしてからは、ほぼ毎日のように佐さ倉くら家へやってくる。これが飛び込こみの営えい業ぎようであれば、東とう金がねが追い返すこともできるのだが、名前だけとはいえ、相手は当主の婚こん約やく者である。真ま琴ことに取り次がないわけにもいかず、また真琴も相手をせざるをえない。


　真琴が寝ねる間も惜おしんで仕事していることなどお構かまいなしで、貴子は予告なくやってくる。その時間もまちまちで、午前中だったり夕食前だったりおやつどきだったりする。


　不ふ快かい感をあらわにするわけではないが、真琴が困こまっているのは明らかだった。もし万が一、億が一、いやそんな可か能のう性せいは計算するだけ空しいことだとは思うが、真琴が婚約者のことを想おもっていたとしても、仕事に支し障しようを来きたすほどのアポなし訪問を歓かん迎げいするはずもない。


　だからできるだけ、吉よし朗ろうは真琴のそばにいて、貴子と真琴が二人きりにならないよう、さりげなく邪魔をしようと心に決めていた。


　問題は、時間である。


　メイド初心者である吉朗はどうにも手て際ぎわが悪く、吉よし香か並なみに仕事をこなすことができない。日々進歩しているとはいっても、まだまだ真琴の起き床しよう前に書しよ斎さいの掃そう除じを完かん璧ぺきに終わらせることはできずにいたし、いくら真琴付きのメイドとはいっても、人手不足を補おぎなうために割わり振ふられた仕事もある。一つが延のびれば次も延び、そうやってどんどん仕事は押おせ押せになっていき、終わらない仕事の累るい積せき赤字は増ふえる一方だ。


　かといって、手て抜ぬきもできない。


「やっぱり、窓まどは明るい内のほうがいいな……」


　きゅきゅっと小気味よい音を立てて、吉朗はガラスの曇くもりをぬぐい去った。この窓からよく外を眺ながめている真琴のために、特にきれいに磨みがき立てなくてはならない。今、その窓から見えるのは漆しつ黒こくの闇やみだけだ。現げん在ざい時じ刻こくは午前零れい時じ三十分、真夜中である。


　電気を点つければ外に灯あかりが漏もれてしまうから、物置で見つけた懐かい中ちゆう電灯を片かた手てに、暗闇の中、せっせせっせと窓を磨いていた。


「おっと……桟さんもちゃんと拭ふき取らないと」


　こんな窓の桟の埃ほこりを気にするのは嫁よめ憎にくしの姑しゆうとめだけだと思っていたが、吉朗のご主人様もそういう細かなことが気になる性しよう分ぶんらしい。


「あれでもう一人のまあちゃんだなんて、信じられないよな……」


　男女の違ちがいもあり、髪かみの長さとか背せの高さも麻ま琴こととは違っている。それでも彼は、顔の造ぞう作さくの一つ一つが麻琴によく似にていた。


　だから中身まで麻琴に似ているかのような錯さつ覚かくを抱いだいてしまい、実じつ際さいにメイドとしての仕事を始めるまでは、千ち尋ひろがなんと言おうと、さぞかしメイドに優やさしい主人なのだろうと思っていたのだ。


　メイド頭がしらを務つとめているという千尋は、真琴を『自分に厳きびしい人』と評ひようしていた。それゆえに、周囲に対しても妥だ協きようを許ゆるさないのだと。


　特にここ数か月は、佐倉家の主あるじという立場とそれに伴ともなう責せき務むが真琴の両りよう肩かたにかかっていたから、メイドを注意する口調も以前よりぶっきらぼうできついものとなっているのだという。


　確たしかに吉朗も、あの初対面の折には随ずい分ぶんと高こう圧あつ的な態たい度どだなと感じていた。けれど、やはり真琴は麻琴の写し身のようなものなのだから、本ほん質しつ的には優しい人なんだろうと、そう思っていたのだ。


　しかし、いざ仕事を始めてみれば、千尋の言は正しく、麻琴に幻げん想そうを抱いている吉朗が甘あまかったのだと思い知らされた。千尋というメイド頭がいながら、真琴は自分の目でもメイドたちの仕事を確かめることを常つねとしていた。


　最近は仕事が忙いそがしく、完全に把は握あくすることはできないようではあったが、真琴の身の回りの世話が担たん当とうとなっている吉朗が、その目を逃のがれることができるはずもなく、窓の桟に指を這はわせては注意をし、床ゆかに残った一いつ滴てきの雫しずくを靴くつで指し示しめす。


　だから、手抜きをすれば一発でばれてしまい、大目玉を食らわされることになる。


　手を抜かず、かつ真琴の起床前までに書斎の掃除を終わらせるにはどうしたらいいか。


「起床前にやるしかないんだよな、やっぱ」


　真琴が眠ねむりにつくのは午後十一時頃ごろだ。それから深い眠りにはいるまで約一時間と見て、吉朗は午前零時を回った頃、この書斎へ忍しのび込んだ。一番手間のかかる窓を寝る前に拭いておけば、床掃除とデスク回り、ソファの掃除はなんとか時間内ぎりぎりにこなせるだろう。


　当然、吉朗の睡すい眠みん時間は減へってしまうことになるが、これも真琴から貴子を引き離はなすため、ひいては麻琴のためになることなのだから、苦にならない。


「いや……苦は苦か。でも……この身体からだ、すごいよな」


　慣なれない仕事に気き疲づかれして、絶ぜつ対たいに翌よく朝あさ起きられないと思っても、起床時間が来れば目覚ましなしに目が覚める。朝から晩ばんまで、ときに食事を取れないくらい忙しく働いていても、絶対に午前四時には目が覚めるのだ。


　ギャルゲーの新作を手に入れるたびに、夜よ更ふかしして起きられず、重役出しゆつ勤きんが常となっている吉朗の写し身とは思えない。あまりにも勤勉すぎる。


「仕事だけが好きなわけじゃないからかな」


　吉朗が麻琴を想うように真琴を想っている吉香だから、真琴のために身を粉にして働くのが苦ではないのかもしれない。


「誰だれだ!!」


「ぅわあっ!!」


「その声……吉香……？」


　同時にぱちり、と音がして部屋の中がまばゆく照らし出される。扉とびらの所にいたのは真琴で、夜着の上にガウンを羽は織おり、手には小さなランプを持っていた。


「真琴、様……」


「ここで何を？」


「何って……あの」


　吉朗の足あし下もとには水の入ったバケツがあり、手には雑ぞう巾きんを握にぎりしめている。隠かくしようもなく、窓拭きの最中である。吉朗は叱しつ責せきを覚かく悟ごして、身を縮ちぢめた。


　しかし、少々の沈ちん黙もくの後、軽くため息をついた真琴は、吉朗をどなりつけることもなく、その手から雑巾を取ってバケツに落とした。


「既すでに、館やかたは眠りについている時間だ。窓拭きなら、明日の朝やりなさい」


「あ、あの……すみません！」


「明日も早い。きちんと休みなさい」


　真琴はそのままデスクにつくと、脇わきに置いてある書類箱からがさりと書類を摑つかみ出した。


「真琴様は……」


「二、三、決けつ済さい印を忘わすれていたのを思い出しただけだ。すぐに寝しん室しつに戻もどるから気にしないでいい」


　吉朗はためらったものの、すぐにバケツを持って書しよ斎さいの扉へと急ぐ。あくまでも吉朗は吉香という名のメイドなのだ。主人の命令は絶対だった。


「吉香」


「はい？」


　扉を閉しめようとしたそのとき、デスクの向こうから真琴が名前を呼よんだ。書類から顔を上げ、まっすぐにこちらを見み据すえている。


　一いつ瞬しゆん、何か物言いたげに唇くちびるが開かれたように思えたが、結局真琴はそれ以上何も言わず、目線で出て行くように示すと、再ふたたび書類に目を落とした。


　一礼して書斎を出たものの、最後に見た表ひよう情じようがなんとなく気にかかる。しかしそれが何かはわからない。


　バケツと雑巾を洗あらって物置を出た後も、書斎の扉からはうっすらと光が漏もれ出ていた。








　睡眠時間を削けずる作戦は失敗し、メイド仕事に追われて何も出来ずに過すごすのかと思われていたが、ある日を境さかいに吉朗の仕事はぐんと手て際ぎわがよくなっていった。仕事以外の人間関係だとか、この家のこと、背はい景けいなどがわかってくるとともに、肩かたに入っていた余よ計けいな力が抜ぬけたのだ。


　緊きん張ちようと不安が遠ざかると、今まで以上に仕事に集中できるようになり、どれだけ自分の動きに無む駄だがあったのかが見えてきた。手を抜くわけではなく、仕事上での力加か減げんのようなものが徐じよ々じよにわかってきて、真琴の起き床しよう前にはきちんと書斎の仕事を終えることが出来るようになっていたのである。


　ここに至いたるまでの一週間という時間が長いか短いかはわからないが、千尋からは「これも恋こいの力か」とからかわれた。確たしかに、無関係ではないだろう。貴子の邪じや魔まをするためには時間が必要で、睡眠や食事を削って時間を捻ねん出しゆつできないのなら、仕事をきりきり終わらせて、自ら時間を生み出すしかないのだから。


　もちろん真琴の身の回り以外にも、館の中にはいくらも仕事があったから、作った時間がそちらに取られてしまうこともままある。それでも吉朗は、仕事や生活のペースとともに、貴子妨ぼう害がいのペースも身につけていった。


「失礼します」


　応おう答とうを確かく認にんして中へ入ると、乱らん暴ぼうにカップを置く音が耳に入った。しかしそちらには目をやらず、手前のソファに座すわっている真琴の脇わきに立つ。


「何か用か？」


「書斎に、会社からお電話が入っております」


「会社から？　名前は？」


「野の栄さかさまです。なにかお急ぎのようでしたが」


　幹かん部ぶの名前に一いつ瞬しゆん訝いぶかしげな表情を見せた真琴だったが、ひとつうなずくと、すぐに立ち上がった。


「真琴様!?」


　信じられない、という思いを込めたいくぶんヒステリックな声が応おう接せつ間まに響ひびき渡わたる。


「すみませんが、急ぎ仕事に戻もどらなくてはなりません」


「そんな……！　だって私、たった今来たばかりですのよ!?」


「本当に申し訳わけありません。今日の所はこれで失礼します。由ゆ紀き乃の、玄げん関かんまでお送りして」


「はい」


　脇に控ひかえていた由紀乃はちらりと貴子を見やり、一礼する。奥おくのソファから向けられるどす黒いオーラから逃のがれるように、吉朗は真琴を促うながして外に出た。扉を閉しめる刹せつ那な、だん、と大きな音が聞こえたが、きっと貴子が床ゆかを踏ふみならしたのだろう。


「野栄さんはなんて？　三時の約束に間に合わないと？」


「さあ……内ない容ようまでは。お電話はこちらです。お急ぎ下さい」


　東翼よくの廊ろう下かを二人、気持ち早足で進む。書斎への角を曲がったところで失速した吉朗に、真琴は一瞬、訝しげな表情を浮うかべたが、追い越こすように書斎へと飛び込んだ。


「……吉香？」


「はい？」


　真琴は電話のあるデスクではなく、扉とびらを入ってすぐのところで立ちつくしている。吉朗が入っていくとゆっくりと振ふり返り、デスクを指さした。


「どうして受話器が乗っている？」


「電話というものは受話器がきちんと乗っていないと、お話中になってしまいますから。お仕事のときに電話が鳴らないと困こまりますよね？」


「確かに、そうだが……」


「ところで真琴様、野栄様との打ち合わせは、予定通り書斎でよろしいでしょうか？」


　そこまできてようやく、真琴も気がついたらしい。ふっと息を吐はいて、ソファに腰こしを下ろした。


「電話をかけ直す必要はないようだね。打ち合わせはこちらで、野栄さんが来たらコーヒーを頼たのむ」


「かしこまりました」


　吉朗は深々と礼をすると、書斎を後にした。


「さて、と」


　野栄が来るまでに、まだ一時間はある。真琴は彼の訪ほう問もんをしおに貴子の相手を切り上げるつもりだったようだが、打ち合わせに使う書類の整理が終わっていないことに、吉朗は気づいていた。


　あの日、吉朗が書斎に忍しのび込こんだ夜、真琴は遅おそくまで仕事をしていたようだった。次の日も、その次の日も、真琴の書斎に灯あかりのない夜はない。


　おそらくは吉朗が考えたのと同じ事──睡すい眠みん時間を削けずって、仕事の時間を捻ねん出しゆつしているのだ。日中、いつなんどき貴子がやってくるかはわからない。そのたびに、真琴は仕事を中ちゆう断だんしなくてはならない。一度やってくれば、貴子は最低一時間は真琴を独どく占せんしている。ときに食事前にやってきて、食事をともにし、食後のお茶まで楽しんでから帰ることもあるから、そういうときは三時間以上付き合う羽目になる。


　そうして無む為いに費やされてしまった時間を、睡眠時間を削ることで補おぎなっている。


　館やかた全体の人手不足は、メイドたちの頑がん張ばりで補えないこともない。けれど、会社のことや佐倉家のことは、真琴以外に出来る人間がいない。仕事そのものを手伝ってあげることはできないのだ。


　自分に出来ることと言えば、貴子の妨ぼう害がいをすることくらいだ。貴子を引き上げさせるのは簡かん単たんではないが、一度、仕事の電話で中ちゆう座ざした真琴が戻らないのに焦じれて、帰ってしまったことがあった。相手のことなどお構かまいなしの貴子でも、面と向かって「仕事より私の相手を！」とは言えないらしい。


　それで口実に使ってみたのだが、大成功だ。心配していた真琴の叱しつ責せきもなく、むしろ歓かん迎げいしている風さえあって、やってよかったと吉朗は思った。


「コーヒーは八や千ち代よさんも知ってるからやってるんだよな……バリエーションをもたせるか。仕事のほうも、何パターンか作っといたほうが──」


　ぶつぶつとつぶやきながら、二階へ上がっていく。用があるのはリネン室だから、玄げん関かんホールを突つっ切った方が早いのだが、応おう接せつ間まに貴子がいるかもしれないから、ここは安全策さくをとった方がいい。


　二階の回り廊下から玄関ホールを覗のぞき込むと、微かすかに話し声が聞こえてくる。一人は八千代のようだが、もう一人は若わかい男の声だ。きっと食材を届とどけに来た配達員だろう。更さらに耳を澄すましてみても、あのヒステリックな貴子の声は聞こえてこない。もう帰ったのだろうか。


　西翼の端はしの階かい段だんから下りれば、リネン室は正面だ。厨ちゆう房ぼうはそのすぐ先だから、八千代たちの声もさっきよりはっきりと聞こえてくる。その向こうから、トレイを持った由紀乃がやってきた。


「貴子様、お帰りになったんですか？」


「ええ。真琴様がお仕事では、仕方がないからとおっしゃって」


「そうですか……」


　内心高笑いをしながら、顔だけは済すまなそうな表ひよう情じようを作り、吉香は軽く頭を下げる。


「すみません」


「吉香ちゃんのせいじゃないわ。私、これを片かたづけてしまうから」


　トレイを軽く掲かかげて、由紀乃は厨房へ入っていった。配達員の声が不意に大きくなる。


（あー、あの人か……由紀乃さんのファンとかいう）


　リネン室に入りながら、吉朗は朴ぼく訥とつそうな青年の顔を思い浮うかべる。野菜や果くだ物ものを配達に来る八百屋のアルバイトだ。あの人形のような由紀乃が気に入っているらしく、そばにいると面おも白しろいように顔が赤くなる。


「ま、わからなくもないけど」


　二は十た歳ちには見えない、少しロリっ気すら感じさせる人形のような少女──由紀乃は好みのタイプではないけれど、男の視し点てんから見れば、ああいう女じよ性せいに惹ひかれてしまう気持ちはよくわかる。


「えーっと……バスタオルが二枚まいと、タオルが一枚、バスローブが一つに……あ、そうそう、シャツと靴くつ下したがあったんだっけ」


　棚たなから必要なものを取り出して積み重ね、それを一気に持ち上げる。ふわふわに洗あらい上げられたタオルはかなり嵩かさがあって、全部合わせると顎あごの下くらいまで積み上がる。以前なら足あし下もとが見えないと不安だったけれど、荷物がなくても胸の分は足下が見えないのだと気づいてからは、気にならなくなった。こうして抱かかえていた方が、胸の位置も安定して転びにくい。


　そのはずだったのに。


「……え……っ!?」


　何かぐにゃりとするものを踏ふみつけたと思った途と端たん、身体からだが勢いきおいよく後方へ倒たおれていく。慌あわてて体たい勢せいを立て直そうとするが、時既すでに遅おそし、身体は中空にある。頭の上を白いバスタオルが舞まっていくのを見ながら、吉朗は来きたるべき時を待った。


「う……ぐぁっ！」


　およそ女の子らしからぬうめき声を漏もらして、吉朗はおしりから着地した。あまりの痛いたさに、言葉も出ない。
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「どうしたん…………うひゃらがえおぴじゃ!!」


　同じく言葉にならない人間がいるらしい。気合いを振り絞しぼり、首を起こして声のしたほうを見ると、件くだんの配達員だった。側そばに由紀乃が立っているわけでもないのに、いやに顔が赤い。


（なんだ……？）


「ぱ……ぱぱ……ぱ……ぱ」


　吉朗を見て、配達員は口をあわあわさせながらなにかをつぶやいている。


　違ちがう。見ているのは吉朗ではない。


（視線が下……？）


　配達員の視線を辿たどった先、それは吉朗の下半身だ。なんとか半身を起こして見下ろした吉朗の顔が、配達員以上に赤く染まっていく。


（────────全開かよっ!!）


　スカートの裾すそはお腹なかの上にあり、ガーターベルトもパンツも見事に晒さらしている。配達員の目は薄うすいブルーのレース模も様ように釘くぎ付づけで、ぴくりとも動かない。


「……っ！」


　痛みを我が慢まんして裾すそを直し、配達員をにらみつけると、彼はやっと自分の失しつ態たいに気づいたようで、慌てて厨房へ舞い戻もどっていく。勝手口に向かう途中、何かを派は手でに落っことしたようで、八千代の怒ど鳴なり声が響ひびいていた。


「パンツ……」


　女の子としてパンツをまじまじと見られたという恥はずかしさ、吉香の身体を勝手に公開してしまったという申し訳わけなさ、そしてほんのちょっとだけ、配達員が釘付けとなった気持ちがわかってしまう自分の救いがたい馬ば鹿かさ──複ふく雑ざつな感情が入り交じる。


「廊ろう下かにタオルをばらまいて座すわり込んでいるそのココロは？」


「……千ち広ひろさぁん」


「まさか、バナナの皮で滑すべって転んだなんて、面白いことを言うつもりじゃないよね？」


「バナナの……皮？」


　玄関ホールのほうからやってきた千尋の手には、少しも黒いところのない、新しん鮮せんそうなバナナの皮が下げられている。そういえば、転ぶ直前、何かぐにゃりとしたものを踏んだ感覚があった。


「面白くないけど、多分その通りです。その上、パンツ全開状じよう態たいを、八百屋のバイトに目もく撃げきされました……」


「パンツ？　もしかして、そのバイトが狙ねらってバナナの皮を置いといたのかな」


「まさか……リネン室に俺おれがいるの知らなかっただろうし、第一あの人が好きなのは由紀乃さんじゃないですか」


「今日から吉香に鞍くら替がえするかもしれないじゃないか。パンツ見せてくれたから」


　しれっと言ってみせる千尋を、吉朗は上目遣づかいににらみつけながら立ち上がる。


「見・せ・たんじゃありません！　見・ら・れ・たんです！」


「ちょっと、廊下で何を騒さわいでんだい！」


　厨ちゆう房ぼうから八千代が顔を覗のぞかせる。そして、千尋の手にあるバナナの皮に気がつくと、眉まゆをひそめた。


「それ、あんたが食べたの？」


「違います。廊下に落ちてたんですよ、皮だけ。可哀かわい想そうに、吉香がそれを踏んで転んでしまって」


「あらまあ、大だい丈じよう夫ぶかい？　あの配達員かね。まったく、最近の若わかい子ときたら……」


「八千代さん、配達品の中にバナナが？」


「ああ。デザートに使うつもりでね。一本欠けてるから電話しようと思ってたとこだよ。文もん句く言ってやらなきゃ」


　憤ふん然ぜんとしてバナナの皮をひったくると、八千代は厨房へ戻っていった。


「ってことはやっぱり、配達員が来た後で、バナナの皮は落とされたんだね」


「多分……ここへ来た時、厨房にカップを下げに来た由紀乃さんとちょっとしゃべったんですけど、そのときは落ちてなかったと思う。あんな鮮あざやかな黄色、暗い廊下じゃ目立つから」


　暗い色調の木目の上に、バナナの黄色は映はえる。廊下を注ちゆう視ししていなくても目に入るだろう。


「とにかく、ここの片かたづけは僕ぼくがやるから、靴くつを洗あらっておいで。そのままだと滑る」


　千尋に促うながされて、吉朗は自分の部屋へと向かう。確たしかに、足を置くたびに、ぬるっとした感かん触しよくがあり、気持ちが悪い。


　本当にあの配達員が、吉朗を転ばせるためにバナナの皮を置いておいたんだろうか。吉朗とは限かぎらないかもしれない。あのとき、由紀乃も厨房にいたのだ。もしかしたら、由紀乃を転ばせたかったのかもしれない。


　どちらにせよ、偶ぐう然ぜん落ちていたわけではなさそうだ。


　鍵かぎを出そうとポケットに手を突つっ込むと、エプロンに変な皺しわが出来てしまっているのに気づく。さっき転んだときに、後ろが引っ張ぱられてしまったのかもしれない。


「ついでに替えとくか」


　中へ入った瞬しゆん間かん、吉朗は違い和わ感を覚える。


「カーテンが揺ゆれてる……？」


　駆かけ寄よると、窓まどが開いている。朝、空気の入れ替えをした後に、きちんと閉しめたはずなのに、五センチほど開いている。


「こんな中ちゆう途と半はん端ぱに閉め忘わすれるかなぁ……」


　首を傾かしげながら今度こそきっちりと閉めて鍵かぎを掛かけ、クローゼットに歩み寄る。先にエプロンを出しておけば忘れないだろう。


「…………？」


　クローゼットの中にも、吉朗は違和感を覚えた。


　朝の着替えの時にはなかったものが、そこにある。


　つり下げられたメイド服の下に、草色をした紐ひも状じようの物がとぐろを巻まいている。時折、しゃーっと息が漏もれるような音がして、そのたびに何かひょろひょろとしたものが飛び出してきた。


「なんでこんなところに蛇へびが……？」


　首の辺りをつまみあげると、蛇は抵てい抗こうもせずにだらりとぶら下がる。随ずい分ぶんと大人しい蛇だ。神社のある森が近いせいか、これによく似にた蛇を、吉朗は自じ宅たくの庭で見かけることがあった。そのたびに母親が大騒ぎをして、父親か吉朗が捕つかまえて森に放しにいくのだ。


「ああ、窓から入っちゃったのか」


　閉めたばかりの窓を開け、少々乱らん暴ぼうに放ほうり投げると、着地した蛇はするすると茂しげみに消えていく。それを見送って、吉朗は再ふたたびクローゼットの前に戻もどってきた。エプロンを出し、戸を閉めたところではたと気づく。


「蛇って、扉とびら閉めらんないよな……？」


　開けた窓から入ることは出来ても、クローゼットの戸を中から閉めることは出来ない。誰だれかがクローゼットに蛇を入れておいたのだ。


「でも……ドアの鍵はかかってたよな。窓から入ったとか……？」


　何か踏ふみ台のような物を使えば、外から入れないこともない。しかし、わざわざ蛇を捕まえてきて窓から侵しん入にゆうし、クローゼットに放り込こむその意味がわからない。


「蛇なんて、毛も抜ぬけないし吠ほえないし、毒でもなければ別に問題ないよな。しかも、あんな大人しいの……って、あ！　そっか！　いま俺、女の子だったっけ！」


　母親の悲鳴を思い出し、吉朗は得たりとばかりに膝ひざを打つ。


「そっかー、脅おどかそうと思って入れたんだな。残念ながら怖こわくなかったけど」


　納なつ得とくのいったところで、エプロンを替え、靴の底を拭ぬぐう。そろそろ野栄が来るから、八千代にコーヒーを頼たのんでおかなければならない。


　窓とクローゼットと、両方がちゃんとしまっていることを確かく認にんして、吉朗は部屋を出る。かちり、と鍵が鳴るのを聞きながら、吉朗は「あ」と小さくつぶやいた。


「……誰がやったんだ？」





　　　　＊　　　　＊　　　　＊





　二回のコールで一度切れた電話が、再び鳴る。最初のリン、が鳴り終わらないうちに電話を取り、注意深く、辺りを見回した。


「もしも……ごめんなさい！　申し訳わけありません！」


　電話の向こうはいつになく荒あれていて、凄すさまじいまでの怒ど声せいが響ひびき渡わたる。周囲を気にして、ひたすら小声で謝あやまるが、きっと向こうには聞こえていないだろう。


　ひとしきり怒いかりを吐はき出したところで、向こうは状じよう況きようを尋たずねてくる。


「あの後、八百屋の配達員が来たのでバナナを……はい……皮で滑すべって転んで……みっともなく下着をさらけ出したんです。育ちが知れますね」


　くすりと笑ったが、一瞬のち、笑いは引っ込む。言葉尻じりが気にくわなかったようだ。


「はい……下品な作戦でした……ごめんなさい。でも……！　あ、口答えなんかじゃ！」


　成功した作戦だというのに、その品のなさを責せめられる。けれどこれは事実だから、抗こう弁べんすることは出来ない。実じつ際さいに、電話の向こうのお方とは、育ちが違ちがいすぎるのだ。


「あ、あの、そうでした！　仰おつしやるとおり、蛇も……ええ。クローゼットにいれましたから、きっと今こん晩ばん辺り、悲鳴が響き渡ります」


　高笑いが聞こえてくる。これは気に入ったらしい。自分で提てい案あんした作戦だからだろう。


「きっと明日の朝こそ怖こわがって、逃にげ出すに決まってます。もう邪じや魔まされることなんか……ああ、ごめんなさい、邪魔じゃなくて……ええわかってます。『穢けがれなき魂たましいを苦しめ、運命の二人を引き裂さかんとする地じ獄ごくの悪あく魔まの所業』でしたよね？」


　その言葉に触しよく発はつされたのか、再び受話器の向こうで声が高くなっていく。耳に突つき刺ささりそうなトーンだったが、それが心地ここちよく、ついうっとりと聞き惚ほれてしまう。


　相づちを打つのを忘れ、ただその声に聞き入っていると、ふと沈ちん黙もくが下りる。


「聞いてます、聞いてますとも……！　あ、あの、本当にごめんなさい！　おね……！」


　がちゃん、と受話器を叩たたきつけるような音がして、電話は切れてしまった。


　人気のない居い間まは、しんと静まり返る。


　けれど耳の内には、天上の音楽に匹ひつ敵てきする、美しく貴とうとい怒声が響き渡っていた。





　　　　＊　　　　＊　　　　＊





　本日の妨ぼう害がい作戦は、『コーヒー二度出し』だ。


　由紀乃がお茶を運んだ後に、わざと遅おくれて真琴のコーヒーを運ぶも、真琴が指し示じしたものと違う豆を選んでしまったからとか、カップを間違えました、とか、ゴミが入ってしまいましたなどと理由をつけて、もう一度淹いれ直して持って行くのだ。


　話を遮さえぎられるのを嫌きらう貴子は、そのたびに苛いら立だちを露あらわにして吉朗を叱しかりつけるのだが、『我わが家のメイドは私がしつけますから』と真琴にいなされ、顔を真っ赤にして黙だまり込む。この真琴の援えん護ご射しや撃げきが、吉朗には嬉うれしかったりする。


　今日はブラックを好む真琴のコーヒーなのに、間違ってミルクをたっぷり入れてしまった、という設せつ定ていで引き返してきた。八千代も心得たもので、にんまりと笑いながらミルクコーヒーをおいしそうに飲んでいる。


　代わりに淹れてもらったブラックコーヒーをトレイに載のせて応おう接せつ間まへ向かうと、途と中ちゆうで由紀乃に呼よび止められた。


「吉香ちゃん、代わってもらえないかな？」


「はい？　なにを、ですか？」


「庭掃そう除じの手が足りないから、春はる生きちゃんを手伝ってって千尋さんに言われたの。でも、貴子様に呼ばれて……」


　由紀乃はトレイと応接間の扉とを見やり、困こまったように笑う。吉香が邪じや魔ましていることは、当然由紀乃も知っていて、それをどうこう言うことはない。けれど、そのことによって荒あれてしまった貴子をなだめるのは、来客担たん当とうで貴子のお気に入りでもある由紀乃の仕事となっていた。


　ここで割わって入らなくては、吉香の邪魔は完かん遂すいしない。けれど、先ほどの貴子はかなりキていたから、今日の所はここらで引いた方がいいのかもしれない。


「わかりました。じゃあこれ、お願いしますね」


「ごめんね、吉香ちゃん。私も、目を離はなさないようにするから」


　ウィンクして、由紀乃は応接間へと入っていく。扉とびらが開いた瞬しゆん間かん、奥おくに立っている真琴がこちらを見やるのがわかったが、扉は無む情じようにもすぐさま閉しめられてしまった。


「……真琴様、ごめん」


　小さな声で謝って、吉朗は通用口へと向かった。








　次元のズレは季節にも及およんでいるのか、あちらはまだ若わか葉ばの緑が目にまぶしい五月だったというのに、こちらは風も冷たい初秋で、佐倉家の広大な庭は、惜おしみなく降ふり注ぐ枯かれ葉で一いつ杯ぱいになっていた。


　春生と交代しながら、枯れ葉を集めては捨すてに行くということを繰くり返していたが、掃はいてる端はしから降ってくるのだから、掃いても掃いても終わらない。


（真琴様、大だい丈じよう夫ぶかな……）


　かれこれ一時間近く経たっているが、まだ貴子はいるのだろうか。客から見える場所で掃除は出来ないから、応接間を覗のぞき込むことはできない。早く終わらせて中へ戻もどりたいのに、いくら掃いても枯れ葉掃除に終わりはないように思えた。


「やっぱり今年は桁けたが違ちがうわー」


　空の箕みを抱かかえて戻ってきた春生が、吉朗の足あし下もとを見てつぶやく。


「桁？」


「ほら、今年は庭にわ師しが入らなかったじゃない？　だからいつもより落ち葉も多くて……。あっちの穴あなは一いつ杯ぱいになって来ちゃったから、あとで東金さんに土掛かけてもらわなくっちゃ」


　再ふたたび箕を枯れ葉で一杯にしながら、春生は今も葉を落とし続けている大木を見上げた。


　集めた葉は庭の隅すみにある穴に放ほうり込み、その上に土を掛けていく。


　それはのちに庭師が使う腐ふ葉よう土どとなるのだが、肝かん心じんの庭師は先々代とともに館やかたを出てしまい、新たな庭師を雇やとう余よ裕ゆうは今のところない。桁違いだという枯れ葉で大量の腐葉土を作ったとしても、使われる見込みはないのだから、単に手間のかかる掃除というだけのことになる。


「せめて焼き芋いもが焼ければなぁ」


「焼けばいいのに」


「何言ってるのよ。三年前の『焼き芋で壺つぼ三つ』事じ件けんを忘わすれたわけじゃないでしょ？」


「焼き芋で……壺三つ……」


　もちろん、吉朗に三年前の記き憶おくがあるはずもなく、更さらにそんな暗号みたいな言葉から真相をひらめくだけの機知もない。


（焼き芋に壺が関かかわってくるっていう状じよう況きようがまったく想そう像ぞうできない……しかも三つも）


　とにかく、三年前に何かが起こったがために、焼き芋は禁きん止しとでも言われたのだろう。そしてきっと、その事件には吉香が深く関わっているに違いない。


「う、うん、忘わすれたわけじゃないけど……ほら、三年も経たったし……ね？」


「うーん……まあ、今は先々代もいらっしゃらないしね」


　どうやら先々代を怒おこらせるような大事件だったらしい。


　これ以上この話題が長引くとぼろが出かねない。吉朗は転てん換かんすべき話題を求めて、辺りを見回した。


「あ……」


　視し線せんの先にあるのは、日ひ頃ごろ吉朗が磨みがき上げている書しよ斎さいの窓まどの下──風の向きでか、地面に降り積もった枯かれ葉の一部がそこに吹ふき寄よせられ、小山のように盛もり上がっている。窓から真下を見ない限かぎり気がつかないだろうが、出来る限り、真琴の見る世界はきれいに整えてあげたいと思う。


　そう思うようになってから、掃除は苦にならなくなったし、意い識しきしているせいか、汚よごれが残って真琴に叱しかられるようなこともなくなっている。


　それなのに、前よりもかかる時間は短くなって、だからこそ、こうして春生の仕事を手伝うこともできるのだが。


「あの、真琴様の書斎の下が……」


「あー！　ほんとだ、吹き溜だまってる！　ちょっと手伝って」


　箕の中の枯れ葉を潔いさぎよくその場にぶちまけて空にすると、春生は書斎の窓に向かって駆かけていく。吉朗も足下の枯れ葉を踏ふみしめて後を追うと、黙もく々もくと竹たけ箒ぼうきで枯れ葉を集めた。


　山が二つほどになったとき、窓がぴり、と音を立てる。


「電話だ」


　吉朗のつぶやきにかぶせるように、耳みみ障ざわりなベルの音が鳴り響ひびいた。


　洋館は立りつ派ぱだけれど、古いせいか少しガタが来ているところもあって、あの電話のベルのように遠えん慮りよ会え釈しやくない音が鳴ると、桟さんにはめ込こまれている窓ガラスがびりびりと震ふるえ出す。


　それ自体が芸げい術じゆつ品のように装そう飾しよくの施ほどこされた電話機には、吉朗の世界のように音量調節やメロディ選せん択たくといった機き能のうはついていないようで、ただけたたましい金きん属ぞく音を響かせる。


　それはもはや騒そう音おんといってもよいレベルだったが、ベルはいつまでも鳴り続けている。やはりまだ、真琴は応おう接せつ間まにいるのだろう。


「真琴様、まだお戻りじゃないのかな？」


　そう言ってひょいと背せ伸のびした春生が窓の中を覗き込んだ。


「あれ？　いらっしゃるのに」


「え？」


　春生の言葉に、吉朗も背伸びして覗き込んでみると、真琴は書斎の机つくえの前に立って、その上に置かれた電話機をじっと眺ながめていた。どうやら貴子は帰ったようだと安心したのも束つかの間、窓越ごしに見る真琴の横顔は厳きびしく、心なし顔色も青い。その顔に、胸むねの奥おくがつきんと痛いたんだ。


（まただ）


　最近真琴は、ああいう、どこか思い詰つめたような表ひよう情じようを見せることが多くなっていた。最初はただ機き嫌げんが悪いのかと思っていたが、見るたびに胸のどこかが疼うずく。ふとした拍ひよう子しに高鳴る鼓こ動どうのように、これもまた吉香の身体からだが覚えている真琴への感情なのだと気づくと、それはすんなり『心配』という二文字に変へん換かんされた。


　おそらく、使用人たちの前ではあまり見せなかった表情なのだろう。親を亡なくし、祖そ父ふに去られ、家と借金とを双そう肩けんに担になうという過か酷こくな状況下でもきっと、真琴は使用人を不安にさせるようなことはしなかったに違いない。


　しかしやはり中身は十八の男の子だから、今のように一人でいる時など、不安が顔に出てしまうこともあるのだろう。それをたまさか見てしまった吉香が、普ふ段だんとは違う真琴を心の底から心配していたようだ。


（でも……最近は俺おれの前でも結けつ構こうするんだよな……）


　物思いに耽ふけっているのかなんなのか、すぐそばに吉朗がいることに気がつかないことも多く、ああした思い詰めた表情を見せる。そんなときに吉朗が粗そ相そうして音を立ててしまったりすると、ものすごく驚おどろいた顔をして、ふっと息を吐はくのだった。


「出ないのかしら？……あ、そうか」


「そうかって、何が？」


「ほら、ここのところ、茂原家からの電話が増ふえてるでしょう？　毎日のようにかかってくるじゃない。だから出たくないんだわ」


「……春生、ちゃん、なんでそれを？」


「盗ぬすみ聞きしてるわけじゃないわよ？　聞こえてきちゃうだけ」


　こんな広い庭を掃そう除じしていて聞こえてくるはずもない。だが、吉朗はそこに目をつむった。真琴付きとはいえ、自分がそれを知っているのだって、廊ろう下かで盗み聞きしているからなのだ。


　そのとき、電話のベルが止まった。あきらめたのかと思いきや、真琴の手には受話器がある。どうやら根負けして出てしまったようだ。


　ようやっと騒音は鳴りやんだというのに、再ふたたび窓ガラスがぴり、と鳴る。あれ以上の騒音が、受話器から漏もれ聞こえているのだ。


　それを受け止めかねてか、真琴の表情が更さらに険けわしいものへと変じていった。


「ほら、こんな風にはっきりとは聞こえないけど、真琴様の受け答えが……ね？」


　春生に促うながされて耳を澄すますと、真琴の口からは結けつ婚こんとか婚約とか、そういう単語が漏れてくる。それとセットになるように、両親の喪も中ちゆうだから、学生だから、延えん期きが、という言葉が続いた。


「結婚の延期と来れば簡かん単たんな推すい理りよ。誰だれだって、相手は茂原家かな、って思うでしょ？」


「そう、だね」


「それにしてもしつこいわね。お嬢じよう様さまだってしょっちゅう来てるのに、ここ三か月くらい、特に電話が多くない？　結婚前からあんなんじゃ真琴様も苦労……って、ごめん、吉香ちゃん」


　不意に口に手をやって、春生は黙だまり込んだ。ばつが悪そうに、ちらりと書しよ斎さいの窓まどに目をやっている


「え？」


「一番辛つらいのは、そりゃ真琴様だろうけど、吉香ちゃんだって辛いよね。真琴様のこと……」


　どくん、と心しん臓ぞうが鳴る。


　吉香の想おもいを知らない人間は、この洋館の中にはいない。小さな頃ころから真琴だけを想って仕えてきたその一いち途ずさを、今はみんなが思いやっている。


　生まれた頃から誰よりも近くにいるのに、どうにもならない身分の壁かべが、その想いの成じよう就じゆを許ゆるさない。


　そのことを一番よくわかっているのもまた吉香自身だから、周囲の思いやりはありがたくもあり、辛くもある。


　だからこんな風に、胸が鳴る。


「ううん……大だい丈じよう夫ぶ。わかってるから」


　そう言って微笑ほほえむと、春生も安心したように笑った。


　これは、千尋から聞かされた言葉だった。こんな風に気を遣つかわれたときには必ず、吉香は笑いながらこう言うのだと。


　強がりなんだろうか。でも、それだけではないような気もする。


　写し身とは言ってもやはり別の人間だから、こうして吉香として過すごしていても、彼女のことはよくわかっていない。


　ただ、自分よりも何倍も強いということだけは確たしかだ。


「あ、電話終わったみたい」


　春生の声にはっと顔を上げ、再び中を覗のぞき込むと、真琴はひどく疲つかれた様子でソファに身を投げるようにして座すわり込んでいた。


「じゃあ、葉っぱ捨すててこようかな。あ、吉香ちゃんはあっちの窓の下も掃はいておいてね」


「……ごめん、ちょっと用事思い出した……！」


「吉香ちゃん……ちょ、あぶない！」


　春生に竹たけ箒ぼうきを放ほうり投げて、吉朗は勝手口めがけて走り出した。


　真琴の代わりに電話に出ることは出来ないし、それをメイドに愚ぐ痴ちるような真琴ではないから、話を聞いてあげることもできない。


　吉朗にできるのは、疲れた主あるじに湯気の立つ紅こう茶ちやのカップを差し出すことくらいだ。


　だから勝手口に向かったというのに、いつもなら開いている扉とびらには鍵かぎがかかっていた。


「……あれ？　八千代さーん、八千代さん開けて下さーい！」


　軽いノックから激はげしい連打へと変わっても、厨ちゆう房ぼうの中からの応おう答とうはない。


　仕方なく、勝手口の先にある通用口に向かった。日頃メイドが出入りに使っている出口で、今も庭掃除のために春生と二人、ここから出てきたのだ。


　息を切らせて通用口に飛びついて引っ張ぱるが、扉は何な故ぜか開かなかった。


「……さっき、鍵閉しめたっけ……？」


　仕方なく春生の下へ引き返す。箒にもたれかかっていた春生は、あきれ顔で吉朗を見ていた。


「なにやってるのよ、右う往おう左さ往おうして」


「ご、ごめん……勝手口も通用口も、どっちも鍵、閉まってて……」


「え？　うそ、私閉めたっけ？　ごめん、今開けるから」


　一いつ緒しよに通用口へ戻もどってくれた春生は、訝いぶかりながらも鍵を差し込むが、再びあきれ顔になる。


「なによ、もう。鍵なんてかかってないじゃない。ほら」


　春生の手の下で、何の抵てい抗こうもなくノブが回る。


「だってさっきは……」


　春生と場所を入れ替かわってノブに手を掛かけると、やはりさっきとは違ちがって軽くノブが回った。


（おかしいな……引っかかってただけ……？）


　扉は、素す直なおに吉朗の方へ引き寄よせられてくる。いや、素直すぎるぐらい勢いきおいがいい。バネでも仕込んであるかのようだ。


「…………!?」


「吉香ちゃん!!」


　春生の声に弾はじかれるように、一歩後ろへ飛び退のくとっさの行動に身体からだがついていかず、後転しそうな勢いで倒たおれ込んでしまう。


　そして、吉香に遅おくれること数分の一秒、大量の掃そう除じ道具ががらがらと音を立てながら、地面に転がり落ちた。


「大丈夫、吉香ちゃん!?」


「う、うん。平気……だと、思う」


　その内の一本、地面をならす鉄てつ製せいの道具の柄えが両足を割って、ワンピースの裾すそを押おさえ込んでいる。とっさに飛び退かなければ、きっと顔面から頭にこの重い棒ぼうを喰くらっていただろう。かすり傷きずで済すめばいいが、持ち上げた柄の重さにぞっとする。


「なんで、こんな……」


　そして、一緒くたになって倒れている道具の中に高たか枝えだ切りバサミを見つけ、更さらに血の気が引く。刃は物ものはもっとシャレにならない。


「道具入れがちゃんと閉まってなかったのね。きっと、何か引っかかってたんだわ」


　春生は中を覗のぞき込みながら言う。通用口のすぐ脇わきには庭で使う道具が一式収おさめられており、何かの拍ひよう子しでその扉が開いてしまい、中の道具が通用口側へ倒れ込めば、次に通用口を開けたときに今のように道具が襲おそいかかってくることもありうるだろう。


「確かに、いっぱいいっぱいに詰つまってたもんね。さっき、箒を出したときにくずれちゃったのかも……ごめんね、吉香ちゃん」


「ううん……別に、怪け我がもないし……大丈夫、だから」


「ここは私が片かたづけとくから、吉香ちゃんは行って」


「え？」


「何か用があるんでしょう？」


「……ああっ！　ごめん、あとお願い！」


　自分がどこへ行くために急いでいたのかを思い出して、吉朗は持っていた鉄の棒を勢いよく放り投げる。慌あわてて飛び退く春生を振ふり向きもしないで、厨房へ向かって駆かけ出していった。


「忙せわしないわねぇ、最近の吉香ちゃんて。……あら？　なんでこんなとこにこれ……」


　春生は地面に転がっている高枝切りバサミを持ち上げて、首を傾かしげた。




　五、果てしない奈な落らく







　あと二日で春休みも終わり、新学期が始まる。その残り少ない休きゆう暇かをめいっぱい楽しもうと、街には学生が溢あふれていた。


　やっとの思いで入った喫きつ茶さ店も、入り口脇わきの行列を見れば長なが居いはできず、買い物で疲つかれた足を休めるどころか追われるように店を出た。舌したの上には、ミルクティーの底に溶とけ残っていた砂さ糖とうがまだざらついていた。


「せっかく美お味いしいケーキに紅こう茶ちやでゆっくりできると思ったのにぃ」


「瞳ひとみちゃんお気に入りのお店だったのに、残念だったね」


「そうよ！　一度麻ま琴ことに食べさせたいと思ってたのに、ごめん、印象悪くて」


　洋服の入った袋ふくろを持ち替えながら、瞳は拝おがむように片手をあげた。麻琴は、笑いながらその手に軽く自分の手を当てる。


「そんなことない。おいしかったよ、桜さくらと桃もものムース」


「でしょ？　期間限げん定ていだと思うと、なおのことおいしいよねぇ」


　駅へと向かう道は歩行者天国になっていたが、人が多すぎて思うように歩くことはできない。道すがら覗のぞいた店はどこもいっぱいで、もう一いつ軒けん別の店へと息巻まいていた瞳も、駅に着く頃ころにはすっかり大人しくなっていた。


「これは無理そうだね。お開きにしようか」


「そうね。リベンジは、学校始まってからにしよう」


「うん。じゃあ私、自転車だから。気をつけてね、麻琴」


「じゃあね。明後日、また」


　駐ちゆう輪りん場じようへ向かう瞳を見送って、麻琴は切きつ符ぷ売り場へ向かった。


　日頃は定期券で通り過すぎている駅も、休み中はこうしていちいち切符を買わなければいけない。そろそろ帰路に着く人も多い時間で、売り場には短いながらも列が出来ていた。ため息をついて、列の一番後ろについた麻琴だったが、不意に肩かたを叩たたかれ、驚おどろいて振り返った。


「すみません、ちょっといいですか？」


　麻琴より少し上、大学生くらいだろうか。いまどき珍めずらしくもない茶ちや髪ぱつにシルバーのピアスをつけ、セルフレームのメガネを掛けている。親しげな笑え顔がおだったが、見知らぬ男だった。


「……なんですか？」


「友だちと待ち合わせしてるんだけど、ここ初めてだから、言われた場所がよくわからなくて」


　辺りを見回しながら、男は困こまったように眉まゆを寄よせる。


「フラスコの前、ってどこなのかな？　フラスコって、実験とかで使うアレだよね？」


　麻琴は、その言葉にほっと息を吐はいた。それはこの辺りでは待ち合わせの目印としてよく使われる場所なのだが、よそから来た人間にはどこのことだかまったくわからない。麻琴も地元に住む瞳に聞いて、初めて知ったのだ。


　ナンパなんじゃないかと警けい戒かいしていたが、どうやら本当に道に迷まよっているようだ。麻琴は笑いながら、男の後ろにある大きな扉とびらを指さした。


「あれ、駅ビルの入り口なんですけど、入って最初の角を左に曲がったところが広場になってるんです。そこに面したお店の一つが喫茶店で──」


「できれば、道案内してもらえないかな？　また迷っちゃいそうだから」


　ここからも、ガラス扉を透すかしてその広場の一部は見えている。迷うほど複ふく雑ざつな道みち筋すじではない。しかし、男の不安そうな顔を見て、こくりとうなずいた。


「悪いね」


「いえ……すぐそこですから」


　先に立って歩こうとすると、男はすぐに麻琴の真横についた。


「地元じゃないよね？　切符買おうとしてたし」


「え、はい……」


「どの辺り？　学校がこの辺なの？」


　男は、麻琴より頭一つ分背せが高い。その身長差を埋うめようとしてか、麻琴の顔を覗き込こむようにして話しかけてくる。そのなれなれしさと内ない容ように、麻琴は眉をひそめる。一いつ旦たん解といた警戒心が、再ふたたび首をもたげてきた。


　男の問いには答えず、麻琴は広場の一点を指さした。そこには、優ゆうに一メートルはあろうかというコーヒーサイフォンが置かれている。表に書かれているのは喫茶店の名前で、下に設せつ置ちされたアルコールランプを模もしたライトが、その名前を照らし出していた。


　広場にはその喫茶店以外にも店が数軒あるが、その店の前ばかりに人がたまっている。駅のほうを気にした人待ち顔が多いのは、ここが待ち合わせ場所であるゆえんだろう。


「あれがフラスコです。あの喫茶店の看かん板ばん代わりなんですけど、誰だれが言い出したのか、サイフォンじゃなくてフラスコになっちゃったみたいで」


「へぇ、そうなんだ」


「じゃあ、私はこれで──」


「わざわざ案内してもらって、はいさよならじゃ悪いよ。この店でお茶ぐらいおごらせて」


　やっぱりそうか、と麻琴は唇くちびるを嚙かんだ。お人ひと好よし、という瞳の声が聞こえてくる。瞳なら、最初にあやしんだ時点で会話を打ち切って、電車に乗ってしまっていただろう。


「……待ち合わせ、してるんじゃないんですか？」


「実はだいぶ早く来すぎちゃってね。付き合ってくれると助かるんだ」


　道に迷ったと告げた時のように、困った表ひよう情じようを浮うかべている。しかし、今となってはそれも作られたものなのだとわかる。


「おごっていただくほどのことはしてませんし、私、急いでますから」


　瞳のようにうまくあしらうことはできないから、一息に言ってのけて、くるりと踵きびすを返す。一気に駅まで駆かけ戻もどろうとした麻琴だったが、その腕うでがぐいと後ろに引かれた。


「…………！」


「逃にげることないでしょ、佐さ倉くらさん」


「……なんで、名前……」


「聖せい女じよの佐倉麻琴と言えば、知らない男はいないよ」


　困り顔は一瞬で消え去り、口の端はに笑みが浮かぶ。


「放して下さい……！」


「そんなに怖こわい顔しないでよ。俺おれは茂も原ばら貴たか史し。桂けい成せい大だいの一年生」


　貴史は掛かけていた眼鏡めがねを外して胸むねポケットへ差し込むと、そこから学生証しようを取り出し、麻琴の前でひらひらと振ふって見せた。そこに貼はられた写真では眼鏡を掛けていない。わざわざ見み比くらべさせるために、眼鏡を外したのだ。


　しかし、こんな学生証がなんの保ほ証しようになるというのか。一方的に麻琴のことを知っていて、こんな風に強ごう引いんに拘こう束そくするような男なのだ。


「前から一度、話してみたかったんだよね」


「放して！　本当に私、急いでるんです！」


　必死に腕を引っ張ぱるが、びくともしない。貴史はそんな麻琴を楽しげに見やっている。


「だったら送るよ。車あるから。その方が早いでしょ？」


「車って……」


「この駅ビルの駐ちゆう車しや場じように停とめてるから、そんなに歩かなくて済すむし、ちゃーんと家の前まで送るから。さ、行こう」


　腕をぐいっと引っ張られて、麻琴は小さな悲鳴を上げた。それが聞こえたのか、周囲の人々が一いつ斉せいにこちらを見やる。


　気づいた麻琴が更さらに大きな声をあげようとしたとき、貴史はあっさり腕を放した。強引な男だが、周りの目は気になるらしい。再び困こまったような表情を作り、辺りを見やっている。


　その隙すきを逃のがさず、麻琴はバッグを胸の前に抱かかえ込み、身を縮ちぢめるようにして駆け出した。背はい後ごから貴史の声が追ってきたが、ひたすら無む視しして改札脇わきの駅員のところへ走り込む。ちらりと後ろを見やると、貴史は駅ビル入り口のガラス扉の向こうにいたが、そこから出てくることはなく、麻琴を一いち瞥べつすると再び広場の方へと戻っていった。


「どうしました？」


「あの……いえ……なんでも、ないんです」


　息を切らせ、ものすごい形相で駆け込んで何もないはずもないのだが、夕ゆう刻こくの忙いそがしい時間帯のこと、駅員もそれ以上追つい及きゆうすることはなく、麻琴は驚かせたことを詫わびて切きつ符ぷ売り場へと向かった。


　まだ、胸むねがどきどきしている。


　一人でいるときにナンパされるのは初めてではないし、自分を佐倉麻琴と知って声を掛けられたのも、これが初めてじゃない。しつこくつきまとわれたり、無む理り矢や理り喫きつ茶さ店に連れて行かれそうになったこともある。


　けれど、貴史の強ごう引いんさは、そういうものとはどこか違ちがっていた。彼のなれなれしさは、自信から来るものだ。麻琴が断ことわるはずがないという、絶ぜつ対たいの自信。人当たりの良さそうな笑え顔がおの下に、それが透すけて見えた。


　先ほど貴史に摑つかまれた辺りは、すっかり皺しわになってしまっていた。そっとめくってその下を見ると、微かすかに赤くなっている。


　その痕あとを見て、背せ筋すじがぞっとした。


　あのまま、無理矢理車に連れ込まれていたら、どうなっていただろう。


　瞳にお人好しだと言われても、ただ苦く笑しようしていただけだったけど、本当に自分はバカがつくほどお人好しだ。もっと、気をつけなければいけない。


　ここは麻琴の家の最も寄より駅でもないし、学校のある駅でも、乗り換かえのターミナル駅でもない。なるべく避さけるようにしていれば、今後あの男に会う確かく率りつは低いだろう。瞳には悪いが、ケーキリベンジは無期延えん期きだ。


　麻琴はいま一度駅ビルを見やり、貴史の姿すがたがないのを確かく認にんして、ほっと息を吐ついた。








　しかし、貴史との再さい会かいは思ったよりも早く訪おとずれた。


　始業式の帰り道、麻琴は二日前の出来事について瞳に相談するため、彼女を誘さそって駅前のファーストフード店に向かっていた。だが、目的の店は既すでに同じ制せい服ふくの子たちに埋うめ尽つくされ、空いた席がない。


　仕方なく引き返そうとしたそのとき、目の前に立ちはだかる人ひと影かげがあった。


「いま帰り？」


　声を聞いた途と端たん、背筋をぞわぞわと何かが駆け上がっていった。二度と聞きたくないと思っていた声──間違いなくそれは、茂原貴史だった。


　まだ瞳に話していないのに、とか、どうやったら逃にげ出せるのか、とか、いろいろなことが頭の中を回って、何一つとどまらないまま消えていく。


　しかし瞳はそんな麻琴の様子を訝いぶかしんで、目の前に立つ男がナンパ目的であると判はん断だんしたらしい。立ちすくむ麻琴にさりげなく腕をからませて、軽く引っ張った。我われに返った麻琴は、ほっと息を吐き、瞳のリードに任まかせて貴史の脇わきを抜ぬけようとしたのだが、その進路を貴史が塞ふさいだ。


「こないだのこと、まだ怒おこってるよね？　ごめん。あれは俺が悪かった！」


　貴史のなれなれしい口調と態たい度どに、瞳は戸と惑まどったように足を止めた。それを見て取って、貴史は更さらにたたみかけるように言う。


「今度から一いつ緒しよにいるときは絶対携けい帯たいの電でん源げん切るから。だから許ゆるしてよ」


「……なんの、話ですか？」


　やっとのことで、かすれた声を絞しぼり出す。麻琴の声に貴史は一いつ瞬しゆん、唇くちびるに笑みを浮うかべるが、すぐに消し去って、まったく別の表ひよう情じようを作った。


「やっぱりまだ怒ってるんだ。どうしたら、許してくれる？」


　どうもこうも、貴史の言っていることもその意図もまったく理り解かいできない。どうしたらよいのかわからず黙だまり込んでしまった麻琴の耳元に、瞳がささやきかけた。


「ちょっと！　いつから付き合ってるのよ？」


「つきあう……？」


　その言葉で、ようやく気がついた。


　第三者の耳には、まるで恋こい人びと同士の痴ち話わげんかのように聞こえるのだと言うことに。


　自分が素そっ気けなくすればするほど、貴史の言葉がリアリティを増ましてしまう。


　春休み明けという時期も、貴史に有利に働いた。日ひ頃ごろ出会いが少ない女子校では、長期休きゆう暇か中に彼氏を作る子が少なくない。


「相談ってこのこと？」


「ちが──」


　気がつけば、ファーストフード店の中にいた同級生たちも、貴史と自分とを興きよう味み深げに見つめている。瞳のように、貴史は麻琴の彼氏なのだと思いこんでいるのだろう。


　この場でいくら弁べん解かいしても、貴史があの態度ではどうにもしようがない。麻琴の頑かたくなな態度にまったく動じる様子のない貴史に対して、口で対たい抗こうできるとは思えない。


「麻琴？」


「……ごめん、瞳ちゃん……！」


　麻琴は瞳の手を振ふり払はらって、貴史からも、そして周囲の好こう奇きの目からも逃のがれるように、その場から走り出した。震ふるえる手で定期入れを取りだし、まっすぐ駅の改札へ駆かけ込む。そのまま一気にホームまで上った麻琴は、くずおれるようにしてベンチに座すわり込んだ。


（どうして、あの男が……）


　そう言えば一昨日、『聖せい女じよの佐倉』と言っていた。麻琴が聖せい堂どう女学院に通っていることを知っているのだ。それで駅で待ち伏ぶせしていたんだろうか。


　それにしても、あれはどういうつもりだったのか。まだ二度しか会っていないのに、付き合っているかのような言動を取っていた。気味が悪い。


「ちょっと、どうしたのよ麻琴！」


「……瞳、ちゃん……」


「ケンカしてるからって、あの態度はないんじゃないの？　茂原さん、『謝あやまってるって伝えて欲ほしい』って言ってたよ」


「ケンカ……伝えるって……」


「もー、麻琴にあんなカッコイイ彼氏がいるなんて、全然知らなかったよ。本当にいつから付き合ってたの？　私にだまって」


　瞳は怒おこっているような口調だが、その目はいたずらっぽく輝かがやいている。貴史が麻琴の彼氏であることは、つゆほども疑うたがっていないようだ。


　あの場に瞳を置いてくるんじゃなかった。きっと貴史は、リアリティを更さらに増すような何かを言ったに違ちがいない。


「つきあって、ない……私、彼氏なんていない……」


「またまたぁ！　恥はずかしいからって隠かくさなくてもいいじゃない！」


「本当に違うの！　会うのは今日が二回目、一昨日、瞳ちゃんと別れた後に会ったのが最初なの……！」


　人前で、こんなに声を荒あららげたことなどなかった。それでも、貴史に対する得体の知れない恐おそろしさと苛いら立だちとで、抑おさえることができない。


　しかし、事実は告げたものの、それ以外の何をどう語ればよいのかわからなかった。麻琴の剣けん幕まくに押おされるように瞳はうなずいたが、それも一日限かぎりのことだった。


　翌よく日じつ、登校した麻琴を待っていたのは、彼氏とのなれそめを聞きたがる同級生たちだった。ファーストフード店で目もく撃げきしていた子たちが、すっかり噂うわさを広めてしまったのだ。聞かれるたびに強く否ひ定ていしていても、噂には既すでに尾おひれがついていて、それは麻琴一人で打ち消せるものではなくなっている。


　唯ゆい一いつ、彼氏でないという話を信じてくれていたはずの瞳も、しまいには、


「カッコイイし、桂大生なら頭も良いし、車も持ってるんだから、いっそのこと本当に付き合っちゃえば？　噂否定する手間も省けるし」


　などと言い出した。


　それでも、貴史が現あらわれさえしなければ、噂はじきに消えてしまったはずだ。


　けれど貴史は、適てき度どなインターバルを置いて現れる。学校の帰り道だったり、友だちと出かけた先だったり、たまたま覗のぞき込こんだ店にいたこともある。


　待ち伏せされているのかと思ったこともあったが、偶ぐう然ぜん訪おとずれた場所で出くわすこともあるのだから、全部が全部そうとも言い切れない。


　会うたびに貴史はなれなれしく、図ずう々ずうしくなっていき、これが自分のことでさえなければ、麻琴だってあれは付き合いの長い彼氏なんじゃないかと思っただろう。


　更にその頃から、別の問題が麻琴を悩なやませるようになった。


　携けい帯たい電話にワンギリがかかるようになったのだ。無む論ろん、疑うたがいの目は貴史に向けられたが、表ひよう示じされる番号は毎回異ことなり、その時間帯もまちまちで、とても一人の仕し業わざとは思えない。貴史が話しかけている最中に電話が鳴ることもあり、それを貴史が不ふ審しんがることさえあった。


　妙みようなメールが入るようになったのは、その前だったか後だったか……いろんなことがありすぎて、あの辺りの記き憶おくは少し混こん乱らんしている。どちらにせよ、ワンギリもメールも貴史と会った後のことだ。


　吐はき気を催もよおすようなひどい内ない容ようのメールは、毎日午前と午後の三時三十三分に入ってくる。いくら着信拒きよ否ひしても、すぐに別のアドレスから発信され、途と切ぎれることはなかった。内容は徐じよ々じよにエスカレートしていって、ショックで貧ひん血けつを起こしてしまったこともある。


　待ち伏せする貴史、噂好きな同級生、鳴りやまない携帯──すっかり疲つかれきってしまったそのとき、脳のう裏りをよぎったのは懐なつかしい幼おさななじみの顔だった。











　その町に行くには、電車で三十分もかからない。生まれてから十五年間、ほとんどその町を出たことがなかったというのに、引っ越こしてからは一度も訪れたことがない。


　真っ先に向かったのはかつての我わが家ではなく、その近くにある古い神社だった。


　二年ぶりに見る神社は、記憶の中のまま、何も変わってはいない。懐かしさに胸むねがいっぱいになる。


　ここで花を摘つんだ、ここで葉っぱを拾った、ここでおままごとをした──一つ一つ、大切な想おもい出を辿たどっている内に、知らずに涙なみだが溢あふれていた。


　どの想い出にも、必ず幼なじみのよーちゃんの姿すがたがあった。


　男の子は男の子同士、もっと活発に遊び回りたかっただろう。でも、優やさしいよーちゃんは、麻琴が迎むかえに行くといやな顔一つせず、手を繫つないで神社まで連れて行ってくれた。


　よーちゃんはお父さん、麻琴はお母さん、子どもは男の子と女の子が一人ずつ。小さくて茶色い犬も飼かっていた。名前は確たしか───


「……テリー、そう、テリーだった」


　花で作ったご飯を食べたら、テリーの散歩をする。ままごとに飽あきたら、この長い石いし段だんに腰こしをかけて、二人で町を見下ろした。


　ここから飛んだら、そのまま空に上がっていけるんじゃないかと言い出した麻琴を、よーちゃんが必死に引き留とめたこともあった。落ちたら危あぶないとか、大人の人に叱しかられるからとか、そういうのじゃなくて『まあちゃんは飛べるけど、僕ぼくは飛べないから置いていかれちゃう』というのが、いかにもよーちゃんらしい。


　よーちゃん──市いち川かわ吉よし朗ろうは、今いま頃ごろどうしているのか。確か、北きた見み栄さかえ高校に進んだことまでは知っている。家があまりに近すぎて、年ねん賀が状じようのやりとりがなかったのが、今となっては悔くやまれる。年に一度でも、吉朗と連れん絡らくを取り合えていたら、このまま突とつ然ぜん訪たずねていっても、きっと会ってくれただろう。もう、自分のことなんか忘わすれてしまっているかもしれない。


「よーちゃん……」


　今ここで、よーちゃんに会えたらどんなにいいだろう。あのころのように無む邪じや気きに笑いあえたらどんなにいいだろう。


　長い石段が、涙の向こうで揺ゆらぐ。


　あ、と思った時には足を踏ふみ外していた。


　数段滑すべり落ちたところでとっさに手をつき、下まで転がり落ちずに済すんだが、妙みように頭の中がぐらぐらしていた。それでもなんとか石段を登り切り、祠ほこらを目にした瞬しゆん間かん、激はげしいめまいと吐き気に襲おそわれて、その場にくずおれた。





　　　　＊　　　　＊　　　　＊





　勝手口で高たか枝えだ切りバサミに襲われてから三十分も経たった頃、吉朗は当初の目的地であった書しよ斎さいにようやく向かうことができた。トレイの上にはティーセットが一式載のせられている。


（コーヒーよりは胃いにやさしいかと思ったんけど……。コーヒー淹いれる方が楽だったかも）


　ティーバッグならまだしも、普ふ段だんリーフティーなど飲んだこともない吉朗には、その茶葉の加か減げんなどよくわからない。八や千ち代よの手順を頭の中で必死に思い返し、その通りに淹れてはみたが、サーバーの中の紅茶は、いつもよりも濃こい色をしているように見える。


　砂さ糖とうとミルクでごまかせるだろうか……そう思って辺りを見回していた吉朗の目が、棚たなに置かれた瓶びんの上で止まった。


　そこは普段、吉朗が心の中で『ファンシー棚』と呼よんでいる空間だった。八千代がお菓か子し作りに使う銀色のつぶつぶとかクッキーの真ん中に載ってたりする真っ赤な丸いやつだとか、砂糖で作られたとかいうパステル色の蝶ちようや花といった、ファンシーな食材がお揃そろいの瓶に詰つめられて並ならんでいる。


　吉朗はその中から、青い蓋ふたの瓶を取り出した。中には、淡あわい紫むらさき色いろをした小さな花が詰まっている。


　確たしか八千代は、すみれの砂糖漬づけだと言っていた。吉朗は食べたことはないが、砂糖漬けというからには、かなり甘あまいはずだ。


「これをあらかじめカップに入れとけば、甘くなるよな」


　トレイの上で音を立てているカップの中で、七つのすみれの花が揺れている。もしこの甘さでごまかしきれなかったとしても、紅茶に浮うかぶすみれの花というのはまさしくファンシーで、束つかの間真ま琴ことの心を和なごませてくれるに違いない。


「そういえば……まあちゃんが好きだったっけ、こういうの」


　あの神社で遊んだ幼おさない頃、麻琴はままごとが好きで、お椀わん代わりの大きな木の葉っぱには、麻琴が摘んできた花がご飯としてよそわれていた。季節によって花の種類は変わったが、それが砂すなだったり水だったり、花以外の物になることはなかった。
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『お父さん、ごはんができたわよ』


『ありがとう、お母さん』


『子どもたちにも……あ、そうだ、テリーの分も用意しなくちゃね』


　空想の中の二人の子どもと遊ぶ、小さくて茶色い犬──みんな、麻琴の作る花ごはんが大好きだった。


「まあちゃん……」


　つぶやきが、すみれの花を揺らす。


　吉朗は目を瞬しばたたかせて、ままごとの記き憶おくを振ふり払はらう。ここにいるのは真琴で、麻琴じゃない。今の自分はメイドの吉よし香かで、吉朗じゃない。


　書斎のドアを軽くノックするが、中から返事はない。それでも真琴付きである吉朗は、「入るな」と言われない限かぎり入室を許ゆるされているので、ためらいなく扉とびらを開けた。


「失礼します、お茶を……」


　言いかけた言葉をごくりと飲み込んだ。


　電話の後、疲つかれた様子でソファに座すわり込んだ真琴は、そのままそこでうたたねしてしまったらしい。ノックの音はおろか、吉朗の声にもまったく気づく様子はなく、寝ね息いきを立ててぐっすりと寝入っていた。


　すぐにお茶を出してあげたかったのに、行ったり来たりの上に掃そう除じ道具に襲われ、厨ちゆう房ぼうでも手て際ぎわが悪く、随ずい分ぶんと時間を過すごしてしまった。


「疲れてるんだな……」


　ローテーブルの上にトレイを置き、吉朗は部屋の隅すみにあるチェストの所へ向かう。


　花か瓶びんを載せた背せの低いチェストの中には、暖あたたかそうなブランケットがたたまれて入れてあった。仕事に熱中して、書斎に寝ね泊とまりすることもある真琴のために用意されているものだ。


　足音を殺して真琴に近づき、そっとブランケットを広げて掛かける。上じよう質しつの軽いブランケットだったけれど、そのわずかな重みに、真琴の腕うでがぴくりと動いた。


（起きませんように……！）


　眠ねむっていても、眉み間けんにはしわが寄っていて、ひどく苦しそうだ。それでも、起きているよりは身体からだが休まるはずだ。


　春はる生きの言うように、このところ茂原家から頻ひん繁ぱんに電話が入り、貴たか子こも三日と開けず館やかたを訪おとずれる。借金を返すためには仕事をしなくてはならず、商談のためにたくさんの人と会わなくてはならない。しかしそのために、融ゆう資し元である茂原家を無む視しするわけにはいかず、真琴は電話にも辛しん抱ぼう強く応おう対たいし、貴子にも礼れい儀ぎをもって接せつしていた。


　そうなれば当然、真琴の時間は無む駄だに費やされてしまい、仕事のためにはプライベートを削けずらざるを得ない。


　ここのところ、このブランケットの出番が増ふえているのは、そのためだった。


「せめて、今だけはゆっくり眠って……」


　吉朗が忍しのび足で書しよ斎さいを出ようとした、そのときだった。


「……よー、ちゃん……」


「……えっ……!?」


　思いがけない一言だった。


　小さい頃ころ、麻琴は舌したが回らず、吉朗のことをよーちゃんと呼よんでいた。他ほかはみんなヨシ君とかヨッちゃんとかだったから、よーちゃんと呼ぶのは麻琴一人だった。


「まさか、まあちゃん……!?」


　思わず声を上げると、真琴の全身がびくりと震ふるえ、ブランケットが床ゆかに落ちた。一いつ瞬しゆん、何が起こったのかわからないようで、辺りを見回していたが、ローテーブルの上のトレイに気がついて、真琴は扉とびらの方を振り返る。そして、そこに立っている吉朗を見て、軽く目を見開いた。


「よ……しか……？」


「あ、はい……あの」


　一度ゆっくりと瞬まばたきをすると、真琴はいつもの少し無ぶ愛あい想そうな真琴に戻もどっていた。床に落ちたブランケットを拾い上げ、無む造ぞう作さにソファに放ほうり出す。


「眠ってたのか……お茶と毛もう布ふをありがとう」


「あの、起こしてしまって、すみませんで───」


「吉香」


「は、はい……！」


　まっすぐに見み据すえられ、胸むねの奥おくが跳はねる。


　何か粗そ相そうをしてしまったのだろうかという吉朗の不安と、真琴と目を見み交かわせる吉香の秘ひそかな喜び、その両方で鼓こ動どうが乱みだれる。


　次の言葉を待って、ただ黙だまってその目を見返す。けれど、真琴はなかなか口を開かない。そしてその目に、戸惑いが浮うかんでいる。


（……真琴様も、俺おれが何かしゃべるのを待ってる……？）


　起こしてしまったことは謝あやまったし、今日はまだ何も割わっていないし、叱しかられることを怖おそれて黙っていることなど何もない。


（何か頼たのまれてたっけ……いや、たぶんないよな。うん、たぶん……ぜった──たぶん）


　自分のうっかり気き質しつを考えると断だん言げんはできないけれど、やはり、こちらから真琴に言わねばならないことなどないはずだ。


　戸惑いは、眉み間けんの皺しわとなって表れる。


　それをまずい、と思ったときにはもう、真琴の視線は外されていた。どこか落らく胆たんした様子に見えて、どきりとする。やはり何か言わねばならないことがあるのだ。


「あの──」


「下がっていい」


「でも」


「下がっていいと言ってる！」


「し、失礼しました……！」


　これ以上怒ど鳴なられないうちに書斎を出た方が良さそうだと判はん断だんし、吉朗は勢いきおいよく頭を下げて、書斎を飛び出した。


　扉を閉しめるとき、そっと中を覗のぞき込こんでみたが、真琴はこちらを気にした様子はなく、ソファに座すわって窓まどの方へ目をやっていた。


（一体、何を聞きたかったんだろう……？）


　真琴が吉香、と名を呼ぶ直前のやりとりを思い出してみる。







謝った。


　↓


起こしてしまったから。


　↓


大声を出すという失しつ態たいで。







　一歩進んだところでふと立ち止まる。


「……よーちゃん、って言ったよな……？」


　聞き逃のがしてもおかしくないくらい小さな声だったけど、確たしかにそう聞こえた。


　今、吉香の中身が吉朗になってしまっていることを知っているのは、吉朗自身の他ほかには千ち尋ひろしかいない。その千尋が真琴に話すとも思えないし、そもそも小さい時になんと呼ばれていたかまでは千尋には話していない。


「……ってことはまさか本当にまあちゃんだったりして……」


　自分が吉香の中にいるように、真琴の中に麻琴がいるのだとしたら。


　それを吉朗に伝えようとして、でもどう言ったらいいのかわからない。そんな逡しゆん巡じゆんがあの沈ちん黙もくの時間を作り出したのだとしたら─────


　そのとき、急に左ひだり肩かたがずんと重たくなった。


「…………？」


「だったりしてって何が？」


「うわぁ……っと」


　悲鳴を上げかけて、吉朗は慌あわてて両手で口を塞ふさいだ。書しよ斎さいの中は静かだから、中の真琴には聞こえなかったようだ。


「ねぇ、何が？」


　耳元にささやきかけてくる声を無む視しして、吉朗は左肩にのしかかる荷物を容よう赦しやなく払はらい落とした。


「千ち広ひろさん！　そういうの──ちょっとこっち来て下さい」


　書斎の扉を気にしながら、吉朗は廊ろう下かの端はしっこまで千尋を引っ張ぱっていく。


「ああいうの本当に心しん臓ぞうに悪いから、やめて下さいよ！　騒さわいで怒おこられるのは俺なんですから」


「でも、一人でぶつぶつ言ってるのも十分うるさいと思うけど」


「俺……口に出してました？」


「はっきりと。今来たところだから語ご尾びしか聞こえなかった。で、何の話？」


　真琴が麻琴かもしれない──ただ一言、『よーちゃん』とつぶやいた他に、確かな証しよう拠こは何もない。


「あの……真琴様が、俺の知ってる佐倉麻琴ってこと、あると思いますか？」


「それは、僕たちみたいに、中身が入れ替かわったってこと？」


「はい！」


「こうして実例があるんだから、まあないとは言わないけど……そんなことを言い出すってことは、何かあった？」


　薄うすい蒼の瞳ひとみが、静かに吉朗を見つめている。こんな思いつきは馬ば鹿か馬鹿しいとは思うけど、だからこそ誰だれかに言いたい。そしてその相手は、千尋しかいない。


「さっき、うたた寝ねしてた真琴様が、寝言で『よーちゃん』って……昔、俺を呼よんでたときみたいに。そうやって呼ぶの、まあちゃ──あっちの世界の佐倉さんしかいないんですよ、だから──」


「幼おさななじみなんだっけ……こっちと同じく」


「そうな……あ」


　千尋が言わんとしていることに、吉朗も思い至いたる。


　こちらでも、真琴と吉香は幼なじみなのだ。自分たちのように、『よーちゃん』『まあちゃん』と呼び合っていたかもしれないではないか。


　頭に上っていた血がすっと全身に下りて、興こう奮ふん状じよう態たいから醒さめる。


「そっか……俺、バカだ」


「いや、僕ぼくにはとても真ま似ねできない思考法だと思う」


「……それって、やっぱりバカだってことじゃ」


「だから、真似はできない」


「千広さん！」


　千尋はこほんとわざとらしく咳せき払ばらいをしてみせると、左手を腰こしに当て、右の人差し指を顔の前で振ふった。


「さ、仕事に戻もどってちょうだい。吉香、あなた寝しん室しつの掃そう除じは済んでいるの？　洗せん濯たく済みの衣類はもうしまったんでしょうね？」


「あー！　忘わすれてた。しかもどっちも！」


「さっさとすませなさい。遊んでいる暇ひまはないのだから」


「……急にメイド頭がしらぶって……」


「誰かさんと違ちがって、にわか仕込みじゃないから」


「………………」


　いつも通りの無む表ひよう情じようだが、千尋が吉朗のことを気き遣づかっておどけてくれているのだとわかる。吉朗とは比くらべものにならないほど頭が切れる千尋も、向こうの世界との繫つながりを思わせる出来事やそこから導みちびかれる仮か説せつに、一喜一いち憂ゆうしたことがあったのだろう。


　落ち込んでいる場合じゃない。たとえ真琴が麻琴でなくても、二つの世界の結びつきは強い。麻琴を守るために、今は一心に真琴の世話をしよう。


「洗濯室行ってきます！」


　千尋に見送られて、吉朗は廊下を駆かけ出していった。





　　　　＊　　　　＊　　　　＊





　ぎゅっとつむった目の裏うら側には、さっきまで見ていた夢ゆめの名残なごりがある。


　温かい手、懐なつかしい声、大好きだった優やさしい笑え顔がお───


　ゆっくりと目を開けると、残ざん像ぞうは瞬しゆん時じに散ってしまった。あの日の幸せを甦よみがえらせてくれるはずの想おもい出も、今はただ辛つらい。


「よーちゃん……」


　会えると思っていたわけじゃない。


　それでも、幼おさない頃ころ二人で遊んだあの祠ほこらを、見てみたかったのだ。疲つかれ切った心を、束つかの間までもいいから慰なぐさめたかった。


　ただそれだけのことだったのに、どうしてこんなことになってしまったんだろう。


　身体からだに馴な染じむソファに身を預あずけ、いつしか見み慣なれてしまった風景に目をやる。


　でもそこに、見知ったものなど一つもない。


　こんな広い庭なんて知らない。こんな立りつ派ぱな書斎だって、自分にはまったく縁えんがなかったはずなのに。


　どうしてこんなことになってしまったんだろう。


　伸のばした腕うでは長く、広げた手のひらは大きい。つと目をやった指先は、自分の思ったとおりにぎゅっと拳こぶしを作る。でも、こんな骨ほね張ばった拳は知らない。


　二年ぶりに神社を訪おとずれたあの日、落ちかけた石いし段だんを登った直後、意い識しきを失ってしまった。どれだけの間、そこに倒たおれていたのかはわからない。誰かに名を呼ばれて目が覚めたときには、すべてが変わってしまっていた。


　春先とはいえ時折ひどく風が冷たいから、出かけにカーディガンを一枚まい羽は織おっていた。けれど、日差しは強く照りつけ、じりじりと肌はだを焼く。まぶしさに目を覆おおおうとして、カーディガンなど着ていないことに気がついた。それどころか、その下に着ていたはずのブラウスもない。


　半はん袖そでのワイシャツに、黒いパンツ、細いタイまで締しめている。全部自分のものではない。そして、シャツの下の身体も、自分のものでなくなっていた。


　マコトと呼んだその名までもが自分のものでないことに気づいたのは、二日ほど後のことだ。


「私は真琴じゃない……麻琴、なのに……」


　同じ音なのに、違う名前。


　同じ響ひびきなのに、違う身体。


　どこかで見たような人たちは、皆みな少しずつどこかが違っていて、自分の知る人たちとは性せい別べつが逆ぎやくになっていた。


　世界もどこか、自分の知っているものとは違う。


　とても理り解かいできるような状じよう況きようではない。


　パニックを起こさずにいられたのは、皮肉にも貴史のおかげだった。すっかり心が疲れ切っていたせいで、これが尋じん常じようではない事じ態たいだと実感することができず、ただ貴史は追ってこられない、ワンギリもいやらしいメールも届とどかない場所なのだということだけが、頭の中に染しみ渡わたっていった。


　ここには、麻琴を追いつめるものは何一つない。そう思っただけで、久ひさ々びさに笑うことができた。


　男になってしまったことも、貴史から逃のがれるためなのだと思えば受け入れられた。字は違うけれど名前も同じで、両親を事じ故こで失ったという境きよう遇ぐうも同じだったから、真琴は他人とは思えない。彼になりきる努力は、さほど苦にはならなかった。


　華か族ぞくという特とく異いな身分ならではの人間関係や、この年で会社を経けい営えいしなくてはならないというのは、あまりにも麻琴とは違っている。しかしそれらに戸と惑まどったのは最初だけで、麻琴はすぐに馴な染じんだ。もともとの才も似にていたのだろうか、ただの女子高生だったときには気づきもしなかった経営センスが顔を出し、すぐに面おも白しろくなっていった。


　しかし何より嬉うれしかったのは、市川吉香の存そん在ざいだ。


　あの日祠の前で倒れていた麻琴を目覚めさせてくれたのも、吉香だった。一目見てそれが吉朗に似た女の子なのだとわかった。あちらの世界とは違ちがって、貴史はいないが、吉朗はいてくれたのだ。それも、麻琴にもっとも近い場所に。


　けれど、そんな麻琴にばかり都合のいい世界など、あるはずはない。


　貴史はやはり貴史で、どこだかわからないこんな世界にまで、麻琴を追ってきた。それも、家同士が取り決めた婚こん約やく者という、確かつ固こたる足場をもって───。


　ここでなら、穏おだやかな気持ちで暮らしていけると思った。これが夢なら覚めなければいいとさえ思っていた。


　それなのに貴史は貴子となって、どこまでも麻琴を追いつめる。


　しかも、ただ家同士が決めただけではなく、佐倉家は茂原家に借金がある。それも、簡かん単たんに返せる額がくではなかった。順調に回り出したと思っていた会社も、その借金返へん済さいに追われて利り益えきを伸ばすのは難むずかしい状態にある。


　婚約を解消するためには借金返済は大だい前ぜん提ていで、そのためには会社の業ぎよう績せきを伸ばさなくてはならない。


　食事も満足に取れず、夜も眠ねむれなくなった麻琴を、吉香は心の底から心配し、献けん身しん的に尽つくしてくれた。彼女がいなかったら、とうに正気を手放していただろう。


　貴子は女性だけに、貴史のような下品さはなかったが、強ごう引いんで自分本意な所はいやになるほどよく似ていた。彼女にとって婚約は形だけのものではないらしく、真琴は婚約者である自分を愛して当然だと思っている節がある。


　しょっちゅう押おしかけてきては、結婚式の日取りだとか式に着るドレス、指輪はどうするのか、招しよう待たい客のリストはなどとまくしたてる。現げん時点では、結婚式について何一つ具体化していないというのに。


　最近では、貴子だけでなく彼女の父親からも電話が入る。さっきも彼からの電話だった。切った途と端たん、ぐったり疲つかれて、ついソファでうたた寝ねをしてしまった。


　麻琴はソファの脇わきに放ほうり出したブランケットを手に取った。


「吉香……本当に、忘わすれちゃったの……？」


　こちらに来て一月が過すぎた頃ころだった。貴子の猛もう攻こうと、慣なれない会社経営に疲れ切った麻琴は、悩なやみに悩んだ末、自分が真琴ではなく麻琴なのだと、どういうわけか中身が入れ違ってしまったのだと吉香に告白した。


　自分の身に起こってさえ信じがたい出来事だ。吉香がそれを簡かん単たんに信じるとは思えない。けれど、知らない世界で知らない人間になりきるのは、一人では限げん界かいだったのだ。


　笑い飛ばされるか、それともおかしくなったと心配されるか──その辺りだろうと予よ測そくもしていた。それでも、話さずにはいられなかった。


　しかし、黙だまって真しん剣けんに耳を傾かたむけていた吉香は、思いも掛かけない言葉を口にした。


『やっぱり、真琴様じゃなかったんですね……』


　少しも驚おどろかず、どこかほっとしたような口調でそう言った。やはり、一番身近に見てきたからだろうか。真琴が変わってしまったことを、敏びん感かんに感じ取っていたのだ。


　それからは、前よりも熱心に、麻琴の世話をしてくれるようになった。貴子のしつこさにうんざりしているのだと話せば、彼女が訪たずねてきた時には、さりげなく割わって入ったり、別の用事を作って知らせてくれたりして、少しでも麻琴が気を抜ぬけるように心を配ってくれた。


　けれど、二週間前から、吉香の様子がおかしい。


　石いし段だんの下で倒たおれているところを発見したのは、メイドの由ゆ紀き乃のだった。うっかり足を滑すべらせたのだろうと言っていたが、麻琴にはそれがうっかり起こった事じ故こには思えなかった。


　吉香は、麻琴がいた世界に行こうとしていたんじゃないだろうか。


　時折、転んでしまったとかぶつけてしまったとか言って、手や顔に絆ばん創そう膏こうを貼はっているのを見たことがあった。きっと、麻琴の話を聞いてから、吉香は試ためしていたのだろう。石段で転べば、主あるじの下もとへ行けるのではないかと。


　意い識しきを回かい復ふくした吉香と、ゆっくり話をしてみたかった。しかし、二人きりになっても吉香は、そのことに触ふれようとしない。それどころか、麻琴が真琴ではないという告白にも、まったく触れようとしない。すっかり忘れてしまったかのように、周りに人がいないときまで、麻琴を真琴として扱あつかっていた。


　さっきも何か言ってくれるんじゃないかと待っていたのに、結局吉香は怪け訝げんそうに眉まゆをひそめただけで、何も言ってはくれなかった。


　医者の話では、頭を打っているようだから、記き憶おくの混こん乱らんが起こるかも知れないとのことだった。そのせいで、麻琴のことを忘れてしまったんだろうか。


　うたた寝していた麻琴にブランケットをかけてくれる気き遣づかいは、以前のままなのに、本当に忘れてしまったんだろうか。


　再ふたたびブランケットを放り出してソファから立ち上がったとき、麻琴はテーブルの上のトレイに気がついた。そう言えば吉香はもともと、お茶を持ってきてくれていたのだった。


「紅こう茶ちや……」


　普ふ段だんはコーヒーなのに、トレイの上に載のっているのはティーサーバーとティーカップだ。真琴はコーヒー党とうだったからと、普段はコーヒーを飲むようにしていたし、紅茶を飲むときでも真琴がするようにストレートで飲んだ。だが、麻琴自身は甘あまめのミルクティーが好きだったので、それを知った吉香が、時折こうして用意して、書しよ斎さいに運んでくれていたのだ。


　どっちなんだろう。吉香はやっぱり、覚えているんだろうか。


　ティーコゼーを忘れているから、お茶は少し冷めてしまっているだろう。この二週間、こういうそそっかしさが目立つ。


　苦く笑しようしながらサーバーを取り、紅茶を注ごうとしたときだった。


「すみれ……？　どうして、カップの中に……」


　さっきまで見ていた夢ゆめが甦よみがえる。


　幼おさない頃ままごとをして遊んだ神社の片かた隅すみには、すみれが咲さく場所があった。淡あわい紫むらさき色いろのすみれは麻琴の大好きな花で、こんな風に器うつわに盛もられて、よくご飯として吉朗に供されていた。


　角砂ざ糖とうに花をあしらったものならわかるが、すみれの砂糖漬づけを砂糖代わりにするというのはあまり聞かない。そしてこんな風にカップに直ちよく接せつ盛るなんてことも、普通はないだろう。砂糖は壺つぼに入っているか、そうでなければ別の小皿に盛られている。


　これを用意したのが八千代なら、当然こんな失敗はしないはずだ。それに八千代なら、ミルクや砂糖は添そえない。真琴がストレートティーを好むということをよく知っている。トレイにこっそりミルクや砂糖を足してくれるのは、いつも吉香だったのだ。


　そして、手にしたティーサーバーをよく見れば、妙みように黒々としている。底の方には、開ききった茶葉が庭の落ち葉のように幾いく重えにも重なって沈しずんでいた。分量が多いのだろう、これもまた、八千代では考えられないことだった。


　だとしたら、このすべてを用意したのは吉香なのだろう。けれどこれはいくらなんでも、そそっかしいというレベルを超こえている。今までも吉香がお茶を淹いれてくれることはあったが、こんな失敗はなかった。


　まるで、初めてリーフティーを淹れたような─────


「まさか……ううん、そんなまさか……でも……」


　石段の下で気を失っていた吉香。麻琴の告白を忘れてしまった吉香。以前では考えられないような失敗ばかりしている吉香。


『真琴様は、あちらでご不自由してらっしゃらないでしょうか……』


　時折そんな風に、ため息をついていた。誰だれよりも真琴のことを心配していた吉香は、きっとあの日、麻琴がいた世界、真琴のいる世界へ行こうとしていた。


　もし、その試みが成功していたんだとしたら。


「吉香があっちに行ってしまったら、こっちに来るのは……誰？」


　似にた名前と姿すがたを持つ人同士がその魂たましいを交こう換かんするのならば、吉香の中に入れるのは一人しかいない。


「よーちゃんが、吉香の中にいるの……？」


　ままごとのようなティーセットに、幼い吉朗の笑え顔がおが重なる。花ご飯に見立ててすみれを盛りつけたんだろうか。


　麻琴は矢も盾たてもたまらず、書しよ斎さいを飛び出した。忙せわしなく左右を見やるも、廊ろう下かに吉香の姿はない。


　しかし、曲がり角に一いつ瞬しゆん、暗い色のメイド服が翻ひるがえるのを見て、麻琴は走り出す。


「よ───」


「何かご用ですか？」


　振ふり返ったのはメイド頭がしらの千尋だった。吉香が着ている濃のう紺こんによく似た、漆しつ黒こくのメイド服を身につけている。


　千尋の両りよう脇わきにちらりと目をやるが、吉香はいない。千尋の服を見み間ま違ちがえたのだ。


「真琴様？」


　蒼い瞳ひとみが、こちらを見返している。すべてを見み透すかされているようで、麻琴は思わず目をそらした。


「……いや、いい。仕事に戻もどって」


「失礼します」


　一礼して去っていく千尋の背中を見つめている内に、高鳴っていた胸むねの鼓こ動どうは収おさまっていく。とっさに飛び出してきてしまったけれど、自分は一体、なんて声を掛かけようとしていたのだろうか。


　本当に彼女の中に吉朗がいたとしても、どうやって自分が麻琴なのだと信じさせればいいのかわからない。だいたい、吉朗が麻琴のことを覚えているとは限かぎらない。小さい頃ころ、毎日のように遊んでいた吉朗も、小学校に上がり、中学に進む頃には話をすることもなくなっていた。そんな相手に、自分が麻琴なんだといっても、わかってはもらえないんじゃないか。


　吉朗だったら、という期待は、吉朗なのに、という怖おそれに変わる。吉朗なのにわかってもらえなかったら、更さらに辛つらくなる。


　誰もいなくなった廊下で、麻琴は一人、立ちつくしていた。




　六、落ちていく人々







　その日、朝からメイドたちは、本来の仕事に就つく暇ひまがないほど忙いそがしかった。日頃から来客の多い館やかただったが、この日は朝早くからひっきりなしに車が横付けされ、人がやってくる。


　千ち尋ひろによれば、半分は佐さ倉くら家が経けい営えいする輸ゆ入にゆう会社の人間で、もう半分は、会社の取引先だという。


「それにしたって、なんでこんなに集中してるの？」


「さあ……定例の役員会ではないし」


　まだ学生である真ま琴ことには、経営権けんが全権与あたえられているわけではない。実じつ際さいの運営は先代からの幹かん部ぶ社員らが行っている。二か月に一度、この館で定例役員会が開かれ、会社の経営方ほう針しんや取とり扱あつかい商品、取引先などについて話し合われていて、真琴が会社に出向くこともほとんどない。


　だからといって真琴はお飾かざりの社長というわけではなく、華か族ぞくという人脈を使うことで取引先を増やしたり、新しん規き商品の開かい拓たくや効こう率りつ的な輸入ルートの考案などを、あの書しよ斎さいで行っていたのである。


　一から十までやっていた先代と比くらべればまだまだだが、真琴には先代に勝まさるとも劣おとらない商才があったようで、先代の死後半年の間に何度か訪おとずれた倒とう産さんの危き機きを乗り切ったのも、実じつ質しつ上の経営陣じんではなく、真琴の手しゆ腕わんであったのだという。


　寝ねる間も惜おしんで働いている真琴の姿は、吉よし朗ろうも良く知っている。そこまでしなければ、佐倉家に重くのしかかる借金を返すことはできないのだ。


「会社でなにかあったのかな」


「でなければいいけど」


「こんなときに、お嬢じよう様さま来たりしないよね？」


「……それは保ほ証しようできない」


　千尋と二人、ひそひそと隅すみで話し込こんでいるところへ、春はる生きが首を突つっ込んでくる。


「千尋さーん、ホール向こうの控ひかえ室片かたづきましたぁ」


「じゃあ、すぐに外の運転手の方々をご案内して」


「わかりました」


「春生。由ゆ紀き乃のを見なかった？」


「いいえ。ここへ来る前、応おう接せつ間まにも寄よったけど、いませんでした。……あ！　応接間のお客様に、お茶のお代わりを」


　すぐさまトレイを手に取った春生を制せいして、千尋はそのトレイを吉朗に手て渡わたした。


「春生は控え室に。お茶は吉よし香かが持って行ってちょうだい。それから二人とも、由紀乃を見かけたら、一度厨ちゆう房ぼうへ戻るように言って」


「はい！」


「ほら吉香ちゃん、お茶の用意できたよ」


　こんな忙せわしない厨房の中でも、八や千ち代よは慌あわてることなくお茶の支し度たくを調ととのえている。既すでに真琴から、会社の人間の分も昼食を用意するようにとの指し示じが出ていて、その会食の準じゆん備びに追われているというのに、その最中に春生の言葉を漏もれ聞いてお茶を淹いれるというのは、さすがとしか言いようがない。


（……単に俺おれがさすがにわかじこみ、ってだけのことか）


　日ひ頃ごろ接せつ客きやく担たん当とうではない春生も千尋も、忙しくなったからといっててんてこまいしている様子はなく、右う往おう左さ往おうしているのは吉朗ただ一人だ。


　よし、と小さく気合いを入れ直し、トレイの上に茶器を並ならべると、吉朗は応接間へと向かった。


　廊ろう下かに人ひと影かげはなく、どこかの部屋から話し声が漏れ聞こえてくるようなこともなかったが、館はどこかざわついている気がして落ち着かない。


　しかし、それ以外にも、吉朗が落ち着かない理由はあった。


　真琴がもしかしたら麻ま琴ことではないかという疑ぎ惑わくは、千尋との会話で一いつ旦たん消えたはずだったが、ゆうべ久ひさしぶりに幼おさない頃の夢ゆめを見てしまい、疑惑は再ふたたび吉朗の中で首をもたげ始めていたのだ。


（幼なじみだからって、主あるじとメイドが『まあちゃん』『よーちゃん』って呼よび合ってたとは思えないし……。少なくとも真琴様は呼び捨すてじゃなかったのかな）


　いっそ、真琴に何もかもぶちまけて聞いてしまえばすっきりするのかもしれない。けれど、この思いつきがまったく的外れなものであったら、吉香の評ひよう判ばんをますます下げてしまうことに成りかねない。吉香が戻もどってきたとき、真琴に白い目で見られるようになったら、あまりにも不ふ憫びんだ。


　だから抑おさえてはいるけれど、確たしかめたいという気持ちはある。今朝、寝しん室しつで真琴の支し度たくを手伝っていたときも、いつもと違ちがってつい検けん分ぶんするような目で見てしまった。それが真琴にも伝わったのだろう、真琴はたしなめるように吉朗をにらみつけていた。


「なんか昨日から機き嫌げん悪いよな、真琴様。やっぱりあのお茶がまずかったのかな。それとも、書斎でコーヒーこぼしたから？　あ、ベッドメイクが失敗してたからかも……」


　今朝のことだけでなく、思い当たる節が多すぎて特定できない。こちらは確かめたりしたら命に関かかわるので聞きはしないが、吉朗の手て際ぎわの悪さが真琴を苛立たせているのは事実だ。


　自分はメイドではないから、という気持ちがどこかにあるのかもしれない。それが仕事の失敗に繫つながっているのかもしれない。


　真琴ならまだしも──ということもないが、雇こ用よう主である真琴だから大目に見てもらえるが、これから行く応接間は、その真琴の大切な取引先の人間ばかりが詰つめているのだ。失敗は出来ない。


（ちゃんとしなきゃ……真琴様のためにも）


　一ひと呼こ吸きゆう置いて、ノックする。


「失礼します」


　応接間には、五人の男だん性せいがいた。ある者はソファに、ある者は窓まど際ぎわの椅い子すに、うろうろと歩き回っている者もいる。スーツ姿すがたの男たちはいずれもぴりぴりとした空気をまとっていて、中へ入っていくのがためらわれる。


　それでも、音を立てないよう気をつけながら、てんでんばらばらに座すわり、あるいは立っている男たちの一人一人にお茶を配っていく。中には一、二度、真琴の書しよ斎さいで吉朗がお茶出ししたことのある男もいた。


　いつもなら軽く声を掛かけてきたりするのに、まったくの無む視しで、出されたお茶に手を付ける様子もない。


　やはり、会社で何かトラブルがあったのだろう。


　ここで失敗したら、ただでさえささくれだった神しん経けいを刺し激げきしてしまいかねない。いつも以上に慎しん重ちようにカップを片かたづけ、忍しのび足で応接間を出ると、吉朗は溜ためていた息を一気に吐はき出した。


「き……緊きん張ちようした……」


　あとはこのトレイを転んでひっくり返したりしないように、厨房まで運ぶだけだ。トレイの上の配置を確かめて顔を上げたとき、同じようにトレイを抱かかえた由紀乃と目があった。


「あ、由紀乃さん。ちょうどよかった」


「どうしたの？」


　こんなに忙いそがしい時でも、相変わらず由紀乃の服ふく装そうにもメイクにも隙すきがない。口くち紅べには塗ぬり立てかのようにぷるぷると艶つややかで、金の巻まき毛は一ひと筋すじの乱みだれもなかった。


「千尋さんが、一度厨ちゆう房ぼうに戻ってほしいって言ってました」


「そう……困こまったわ。私、お客様にこれを頼たのまれて……」


　由紀乃のトレイの上には、おしぼりと灰はい皿ざらが載のっている。


「じゃあ、それを置いたらすぐに──」


「違うの。応おう接せつ間まのお客様じゃないのよ。新しいお客様がいらしてね、向こうのお部屋にご案内したのよ。ほら、控ひかえ室には運転手さんたちが入ったでしょう？　お客様をご案内するわけにもいかないし、応接間は取引先の方だけだから、二階の客間に」


「だったら、お……私が行きます。由紀乃さんはこっちのトレイを持って、厨房に戻って下さい。客間って、西の突つきあたりですか？」


「その手前の、緑のお部屋よ。助かるわ、ありがとう」


　等身大ビスクドールは、かちゃりとも音を立てずにトレイを受け取ると、厨房の方へ歩き出した。


（ラッキー）


　由紀乃は礼を言ってくれたが、実のところ、あちらのトレイの方が運ぶのは大変だと思って言い出しただけのことだ。おしぼりと灰皿だけのトレイでは、バランスを崩くずしようもない。


「二階の、緑の部屋、だったよな」


　これだけの規き模ぼの洋館となると、客間と言っても一つや二つじゃないから、内装や調度品からあだ名をつけて区別している。緑の部屋というのは、壁かべ紙がみに合わせて寝しん具ぐやクッションなども緑色に統とう一いつしている客間のことだった。


　ノックをすると、中から「おう」という声が返る。


（……「おう」？）


　珍めずらしい応答だった。紳しん士し的に「どうぞ」と言うか、メイドだから「入れ」と命令口調で応こたえる場合がほとんどで、「おう」という品のない答え方は新しん鮮せんだ。


（華か族ぞくじゃないな。外国人でもないし……）


「失礼します……え？」


　扉とびらの内は薄うす暗ぐらかった。昼間だから照明を入れていないのはいいとしても、分ぶ厚あついカーテンがすべて閉とざされている。まったく部屋の中が見えないわけではないけれど、これでは客もさぞかし居い心地ごこちが悪いだろう。


（由紀乃さん、カーテンに気づかなかったのかな……？）


　吉朗はテーブルにトレイを置いて辺りを見回した。返答があったのだから客はいるのだろうに、ソファにその姿はない。


「お客様……？　カーテンを開けてもよろしいでしょうか？」


「いや、だめだ」


　その言葉に、かちゃりという金きん属ぞく音が重なる。真後ろから聞こえてきた声に慌あわてて振ふり返ろうとしたその瞬しゆん間かん、後ろから伸のびてきた腕うでに捕とらえられた。


「…………!!」


　口元を覆おおわれ、もう一方の腕は強く腰こしにからみついている。後ろに立っているのはよほど大おお柄がらな男なのか、小柄な吉香の身体からだはすっぽりとその腕の中に収おさまってしまって、身動きが取れない。


「ん……っ！──っ!!」


　唯ゆい一いつ自由になる足を蹴けり上げようとしたそのとき、ふわりと身体が浮うき上がった。抱かかえ上げられてしまったのだ。


「そんなに暴あばれなくても、すぐに楽にしてやるから」


　下げ卑びた笑い声を漏らしながら、男は吉朗をベッドの上に放ほうり出した。男の手が離はなれた隙すきにと、すぐさま起き上がって逃にげ出そうとしたが、引き倒たおされて馬乗りされ、再ふたたび口を覆われてしまう。


（なんだよこれ、今何が起こってるんだ、一体!?）


「大声出すなよ。お前の首くらい、一瞬で折れるんだ」


　さっき腰を締しめつけてきた力を思い出して、吉朗は必死にうなずいた。口を覆う手は大きく、この男なら、片かた手て一本で吉朗を絞しめ殺すに違ちがいない。


（客じゃなくて強ごう盗とうかよっ！）


「よーし、良い子だ。静かにしてれば、痛いたいことはしないさ」


　ゆっくりと男の手が外され、吉朗はあえぐように息をする。カーテンを透すかすわずかな光が逆ぎやつ光こうとなって、男の顔はよく見えない。しかし、声にも、品のないしゃべり方にも聞き覚えはなく、ここでの短い記き憶おくの中にはいない男だ。


（し、縛しばられたりするのか？　その前になんとか逃げ出して、みんなに知らせないと……）


　この部屋だけでも、貧びん乏ぼう人には一ひと財ざい産さん築きずけそうなくらい高こう価かな調度品が並ならんでいる。だが、壺つぼだとか絵画みたいに嵩かさ張ばるものを運び出すより、現げん金きんを奪うばうのが利口だ。客間に現金はないから、いずれこの強盗犯はんは部屋を出て、洋館の中を物色し始めるだろう。


　よりによって、こんなに来客が多いときに強盗が現あらわれるとは。応接間のぴりぴりした空気を思い出し、吉朗は絶ぜつ望ぼう的な気分になる。会社に何かあったんじゃないかというときに、訪おとずれた社長宅たくで強盗にあったら、誰だれだって即そく座ざに取引を打ち切るだろう。


（ここだけで満足して、客に気づかれないように出て行ってくれるなら、通つう報ほうしないで逃がしてやる、とか持ちかけてみるか）


　だが、強盗はそもそも吉朗の提てい案あんに乗る気などなかったようだ。


　吉朗の口から外した手は、脅おどすように首に乗せられた後、スムーズに下を目指し、胸むねをすっぽりと包み込こんでいる。Ｅカップは吉朗の……というより吉香の小さな手には余あまるほどの大きさがあったが、男の手にはジャストサイズだったらしい。


（………………って、ジャストサイズとか言ってる場合じゃねぇ！）


　胸の上で、男の手がうごめいた。途と端たんに、ぞわぞわと全身が総そう毛け立つ。


「へぇ、小さいなりして、立りつ派ぱなもんだ」


　その台詞せりふで、吉朗は確かく信しんした。


（ご、強盗じゃなくて、ごごごごごご強ごう姦かんのほうだ!!）


　男は胸の弾だん力りよくを楽しむかのように、手のひらで転がしている。吉朗の血の気は引いていき、吐はき気がこみ上げてきた。


　更さらに空いた手で男は、放り出されたときにまくれあがったワンピースの裾すそを探さぐり当て、それを上へとたくし上げていく。ストッキング越ごしに、男のざらついた手の感かん触しよくが伝わってくる。ガーターベルトを越こえ、生足に触ふれられた瞬間、思わず身体が震ふるえた。


（マジかよマジかよマジかよ、どうしよう……！）


　十七年生きてきた中で、男に組み敷しかれたことは一度しかない。体育の授じゆ業ぎようで柔じゆう道どう部ぶの奴やつに寝ね技わざを掛かけられた、ただその一度きりだ。教きよう師しは吉朗をモデルに、落ちる寸すん前ぜんまで時間を掛けてじっくりと、寝技からの逃げ方を伝授してくれたが、残念ながら今は役に立ちそうにはない。関節技ははずせても、胸を揉もみしだく手から逃のがれる方法は教わっていないからだ。


　ついに男の右手が、下着にかけられた。男の鼻息が、顔にかかる。


「ひ……」


　漏もれてしまった声を、必死にかみ殺す。しかし、このままでは確実に───


（───俺、レイプされる!!）


「あ……」


（違う、俺じゃない。レイプされるのは吉香じゃないか！）


　この身体は吉朗のものじゃない。吉香の身体を、しばらくの間借りているだけなのだ。


　メイドである吉香は、結ばれないとわかっていても、真琴だけを想おもって生きてきた。その純じゆん粋すいな想おもいは誰にも汚けがすことはできない。


　けれど今、吉朗がこの男に屈くつしてしまったら、その身体は簡かん単たんに蹂じゆう躙りんされてしまう。いずれ戻もどってくる吉香にその記き憶おくはなくても、誰とも知れない男に暴ぼう力りよくで奪うばわれたという傷きずは、身体に刻きざまれてしまうだろう。


（……なにやってんだよ俺！）


　殺されるのが怖こわくて、怯おびえて動けなくて。


　身体は女の子になっても、中身は男なのに。


　情なさけないにも程ほどがある。


（なんとかしなくちゃ……パンツが下ろされる前に、なんとか……）


　力では勝てない。なんとかこの男を一度、引き離はなさなければ。


「……あの」


　演えん技ぎをするまでもなく、声が震える。男の手が一瞬止まり、脅すように顔を近づけてくる。


「静かにしてろって──」


「静かには、します。でも」


「でも、なんだ」


「暗いの……いや、です。あ、明るく……して……」


　上目遣づかいになるよう意い識しきして、顎あごを引いて男を見上げた。薄うす闇やみに慣なれた目に、男の表ひよう情じようが変わっていくのが手に取るようにわかる。唇くちびるは締しまりがなく、今にもよだれを垂たらしそうだった。


（このロリコン野や郎ろう！）


　一いつ拍ぱく置く間に胸の中で激はげしく毒づいて、吉朗は男のゆるんだ足の間から、自分の右手を引き抜ぬいた。男が慌あわてて摑つかもうとするのをなんとかかわして、男の頰ほおにそっと触ふれた。


（べとべとして気持ち悪りぃ……くそっ！）


　嫌けん悪お感を必死に押おし殺し、はじらうように少しだけ顔を背そむけて、頰の上で親指を動かす。


「カーテン、開けてください……顔を見てないと、怖こわいから」


　落ちた。


　顔を見るまでもなく、馬乗りになって触れている部分からそれがはっきりと伝わってくる。


（制せい服ふくマニアをなめんなよ！）


　これでも男の子だから、駅で制服を見かけるだけで満足してきたわけじゃない。親には言えないゲームの一つや二つや三つや四つ、フラグ全制せい覇はするほどやり込んでいる。親には言えない漫まん画がだって天てん井じよう裏うらに隠かくし持っている、健全な男子高校生なのだ。


　純じゆん真しんそうなロリメイドがどんなことを口にしたら萌もえるのか、考えるまでもなく日ひ頃ごろの積み重ねから引き出してこられる。正直、その内いくつかは、ここへ来てから鏡相手に実じつ演えんもした。


（まさか、役に立つ日が来るとは思わなかったけど……）


　男は名残なごり惜おしそうに吉朗から離れると、窓まどの方へ向かった。吉朗は男を刺し激げきしないようにゆっくりと身体を起こし、ベッドから滑すべり降おりる。カーテンに手を掛かけた男がそれに気づいて怒ど声せいを上げた。


「お前、逃にげ──」


「ち、違ちがいます！　ただ、制服が皺しわになると、困こまるから……」


　とっさに思いついて、吉朗はエプロンのリボンをほどいた。肩かたひもをずらしながら上目遣いで見つめると、男は安心したように、再ふたたびカーテンの方へ向き直った。


（いまだ！）


　メイド業で鍛きたえた忍しのび足で扉とびらに飛びつくと、うかつにも鍵かぎは鍵穴にささったままで、吉朗は、鍵かぎを回して一気に引き開ける。男が何か怒鳴りながら足音高く近づいてくるのがわかったが、気にせず外へ飛び出して、勢いきおいよく扉を閉しめる。薄うす闇やみに馴な染じんだ目に廊ろう下かはまぶしく、涙なみだが滲にじむ。瞬まばたきを繰くり返してそれを振ふり払はらうと、吉朗は辺りを見回した。


　男はすぐに追ってくるだろう。でも、ただ逃げ出すだけじゃなくて、応おう接せつ間まの客や食堂で会議中の真琴たちに気づかれないようなルートで逃げなくてはならない。


（とにかくまず、一階に下りなきゃ……！）


　階かい段だんに向かい、一段目に足をかけたとき、早くも追ってきた男の手が肩に掛けられる。


「ふざけやがって……！」


　叫さけびたいけれど叫べない。騒さわぎにするわけにはいかない。


「こいつ───」


「お客様、どうかなさいましたか？」


　氷のように冷たい声だった。


「……千ち広ひろさん……！」


「この者が何か粗そ相そうでもしましたでしょうか？」


　階段を上ってきた千尋は、吉朗を背せにかばうようにして二人の間に入り込む。男は千尋に気け圧おされるようにして、一歩後じさった。


「申し訳わけございません。メイド頭がしらである私の指し導どうが行き届とどきませんで。吉香、あなたからもお詫わびを」


「え？」


「早く。お客様をこのままお帰しするわけにはいかないでしょう」


　振り返った千尋が、吉朗にだけわかるかわからないかぐらいに小さくうなずく。とりあえずこの場は千尋に任まかせた方がよさそうだと判はん断だんし、吉朗は深々と頭を下げた。


「も……申し訳ありません……」


　何がどうなっているのかわからないのは男も同じようで、おろおろと視し線せんをさまよわせている。


「きっとこの子のことだから、コーヒーをひっくり返したりしたんでしょう。それとも、花か瓶びんを割ってしまったんでしょうか？　まさか、お客様に水をかけてしまったとか？」


「そんなことは、別に……」


「まあ、なんてお優やさしい方なんでしょう。でも、かばったりしたらこの子のためにもなりません。どうぞはっきりとおっしゃって下さい。この子が、こんなお優しいお客様に対して、一体どんな粗相をしたのかを」


　感かん情じようのこもらない声は、立て板に水を流すが如ごとく千尋の口から滑り出て、男に余よ計けいな口を差し挟はさむ隙すきを与あたえない。それどころか、『お優しい』と強調されるたびに、男はぐっと喉のどをつまらせていた。


　まさか『お優しい俺おれがレイプしてやろうとしたのに、そこの失礼なメイドが噓うそを吐ついて逃げだしたんだ！』とは言えないだろう。千尋の意図に気がついて、吉朗は再び「申し訳ございません」と大きな声で謝あやまって見せた。


　ここまで来れば、男もすっかり萎なえてしまっているし、居い丈たけ高だかに出て騒ぎを起こせば、困るのは男の方だ。


「もういい」


　吐はき捨すてるように言って、男は千尋を押しのけて階段を駆かけ下り、そのまま館やかたから出て行ってしまう。男の姿すがたが見えなくなった途と端たん気が抜ぬけて、吉朗はその場にへたり込んでしまった。


「た、助かりました～」


「姿が見えないと思ったら、こんな所に男としけこんでいたとは」


「し、しけ……違いますよ！　お客様が、カーテンしまってて、だから、あの」


「君が客を引っ張ぱり込んで、束つかの間まのラブアフェアを楽しむタイプじゃないということはわかってる。第一、毎朝の支し度たくを面めん倒どうがっている君が、わざわざ服を脱ぬいだりするはずがない」


　初日に比くらべれば、慣なれて大分手て際ぎわよく支度できるようになってはいる。それでも慣れたからと言って面倒でないわけはなく、慣れた分手の抜きどころを覚えて、千尋にしょっちゅう直されていた。


　千尋は吉朗を引っ張り起こすと、いつもそうしているようにスカートを整え、エプロンを結び直し、ヘッドドレスからこぼれ落ちた髪かみを手際よくピンで留とめ直す。


「髪はあとでちゃんと直した方がいい。それより、どうしてこんなところに？　ここに通した客がいるとは聞いてなかったけど」


「……え？」


「君がここにいる間にもお客様は見えられたけど、応接間にお通ししたよ」


「でも、あそこは取引先の方だけだから、別にしたって由紀乃さんが」


「由紀乃が……？」


「応接間の前で会ったんですよ。ほら、千広さん、厨ちゆう房ぼうに戻るように伝えてくれって言ってたでしょ？　だから俺、由紀乃さんの代わりにおしぼりと灰はい皿ざらをここへ。でも、俺が代わりに行って良かったですよ。由紀乃さんだったら、逃にげられたかどうか……」


　まるで人形のように可愛かわいらしい由紀乃は、きっと恐おそろしさに身がすくみ、男にされるがままになっていただろう。中身が男だったからこそ、自分だって逃げられたのだ。


　身体からだの自由を奪うばわれ、触ふれられたくないところに触れられることが、女の子にとってどれだけおぞましく恐ろしいことか。あらためて、背せ筋すじが震ふるえた。


　その背を、千尋が二度、優しく撫なでる。その暖あたたかさに、ほっと息を吐はいた。


「本当に、助かりました……。でも、千広さんはどうしてここに？」


「猫ねこの手も借りたい忙いそがしさなのに、メイドが一人、いつまでも戻ってこなかったから」


「…………すみません」


「取引先と切り離はなそうとした由紀乃の機転はわかるけど、一階だったらもう少し早く気づけた」


「切り離すって……千広さん、あいつが誰だか知ってるんですか？」


「いや。面めん識しきはないが、ジャケットのここに、社章があったから」


「社章……」


　あの短時間で良くそこまで気づいたものだ。吉朗など、男の着ていた服の色さえ、今となっては思い出せない。なんとなく、チンピラ風、という印象が残っているだけだ。


「美み橋はし興こう業ぎよう、茂も原ばらの子こ飼がいの金きん融ゆう会社だよ」


「茂原って……あの!?　金融会社がなにしに」


「多分、取り立てじゃないかな。会社の方がなんだかきな臭くさいようだし、きっと茂原の方で何か仕し掛かけてきたんだろう。手ぶらで帰って無事に済すめばいいけどね」


「取り立て……仕掛けたって」


　ここへ来て一月にもならないが、吉朗の知る限かぎり、ああいうタチの悪そうな取り立て屋が来たことはない。チンピラ風の取り立て屋が来るのは、夜逃げ寸すん前ぜんの最終段だん階かいというイメージがある。


「……もしかして、会社、相当やばかったりします？」


「会社が、というよりは真琴様が」


「え!?」


「茂原が追い込み掛けてきた理由はただ一つ、真琴様が延えん期きしている結けつ婚こんを早めるため──ついでに公こう爵しやく位いと会社までいただこうって寸法だろう」


　茂原男爵にはそれこそが本命で、娘むすめの結婚はあくまで手段に過すぎないのだろうが、貴たか子こ自身が真琴に激はげしく執しゆう着ちやくしている。今までは、婚約は既すでに成っているのだし、待たされるのは娘も可哀かわい想そうだとかなんとかソフトに説得していた男爵も、業ごうを煮にやして強きよう硬こう手段に及およんだのだろう。


「真琴さま……」


　会社の経けい営えい陣じんに囲まれて、今、真琴はどんな気持ちでいるのだろう。











　どん、と拳こぶしを叩たたきつけて、男は小さく舌した打うちをした。最前から何度もそうして重いテーブルを叩くものだから、男の拳は赤くなってしまっている。


「あの銀行も、どうしてあんな男のいいなりになるんだ！」


　額ひたいに、白はく髪はつ混まじりの緑色の髪がはらりと落ちる。向かいに座すわっていた眼鏡めがねの男が、緑髪の男の方へ身を乗り出す。


「酒し々す井いさん、落ち着いて。銀行だけに、金を持っている奴やつが強いってことでしょう」


「それにしたって、我われ々われだけでなく、取引先の口こう座ざまで手を回すなんて、行き過すぎじゃあないですか。野栄さんだって、それは──」


　野の栄さかに嚙かみついたのは、彼の隣となりに座っている紫むらさきの目の男だ。髭ひげを蓄たくわえてはいるが、幹かん部ぶ連の中では一番の若手で、四十前だった。彼に向き直った野栄は、小さくうなずいてみせる。


「そりゃ頭には来ます。来ますけど、起こってしまったことをただ言いつのっても仕方がないでしょう。対たい策さくを話し合うために、こうして集まっているんだから」


「野栄さんには何かあるっていうんですか!?」


「小お見み川がわ君こそどうなんだい」


「すべては茂原だ！　あいつをなんとかしないと───」


「やめて下さい！」


　空になり、温ぬくもりも消えたカップを握にぎりしめたまま、幹部たちのやりとりを黙だまって聞いていた麻琴は、そっとソーサーの上にカップを下ろした。かたかたという耳みみ障ざわりな音に、幹部たちははっとしたように黙り込んだ。


「茂原家の介かい入にゆうがあったという証しよう拠こはありません。銀行も認みとめはしないでしょう。けれど、あちらもやましい気持ちはあるはずです。そこをついて、なんとか取引先の分だけでも、口座の凍とう結けつを解といてもらわないと」


「……そう、ですね。どちらにせよ、取引先の口座が動かないと、港に着いている荷物が下ろせませんし」


　野栄の言葉に、酒々井がまたテーブルを打ち鳴らす。


「船主たちが騒さわぎ出したらまずい。やつら、下手するとうちの荷物を放ほうり出して、次の仕事に出てしまうかも知れないぞ」


「父がなんとか収おさめてくれるといいんですが……」


　紫色の瞳ひとみを曇くもらせる小見川を安心させるように、麻琴は微笑んで見せた。


「小見川さんは組合に顔が利きく。なんとかしてくれると信じています。実じつ際さい、船のことはあまり心配していないんです。それよりもやはり、取引先の方々が」


　取引先の大半は、佐倉家同様華か族ぞくが経けい営えいする会社だった。代々親交がある上に、複ふく数すうの会社を経営し、取引銀行も多いので、一つくらい口座が閉とじられても打だ撃げきはあまりない。だが、残る半分は、創そう業ぎよう者しやである先代の秀ひで清きよと真琴が新たに取引を始めた平民の会社で、彼らにとって月末に金が動かせなくなるということは、倒とう産さんの危き機きに直結する大事であった。


　今応おう接せつ間まにやってきているのは華族ばかりで、平民の会社からは電話で問い合わせがあったけれど、一人もやってこない。対たい策さくにかけずり回っているせいかもしれないと思うと、麻琴の胸むねも痛いたんだ。


　麻琴自身が取引を始めた会社は一つもない。「真琴様だから」と無理を聞いてくれるのは、佐倉家の真の当主である真琴が勝ち得た信しん頼らいゆえだ。こんな騒ぎになったというのに怒ど鳴なり込んでくることもなく、わざわざ館やかたに電話してきて『真琴様は大だい丈じよう夫ぶですか？』と案じてくれたのも、すべては真琴が築きずいてきた信頼のなせる業わざなのだ。


　それが今、一人の男の欲よくのために潰つぶされようとしている。


　麻琴がこちらへ来て三か月、貴子の誘さそいも男爵当人からの電話もはぐらかし、あるいはごまかして、結けつ婚こんを延えん期きするように図はかってきた。しかし、それはこの身体からだの持ち主である真琴も同じだったようで、正式な婚約を交かわしてから既すでに一年が経けい過かしようとしている。


　先々代からの約束だから、口約束まで遡さかのぼればもっと年数を重ねる。半年前の事じ故こがなければ、結婚していてもおかしくはない。


　貴子がいやなのか、茂原家がいやなのか、爵位を金で売り渡わたすような真ま似ねがいやなのか、麻琴に真琴の真意を知る術すべはない。


　けれど真琴は、茂原家にがんじがらめに縛しばられた現げん状じようから、自力で逃のがれようと頑がん張ばっていた。仕事に打ち込み、業ぎよう績せきを伸のばし、当初の計画よりも早い完かん済さいを目指していた。


　そんな真琴に対して、これまでにも茂原家はそれと気づかれないように周しゆう到とうな罠わなを仕し掛かけていたことが、業ぎよう務む日につ誌しに書き記されている。真琴はそれを懸けん命めいにかいくぐり、かわして、自由になるために一人戦っていた。


　それが今、一人の男の、下らない欲のために無に帰そうとしているのだ。


　麻琴は、拳を深く握り込む。手のひらに爪つめが食い込む痛いたみなど、なんでもない。貴たか史しを、貴子を怖おそれていたことも、今この瞬しゆん間かんはどこか遠くに感じる。


　何も出来ない自分のふがいなさが苦しい。


（ごめんなさい……真琴、さん）


　もう、これ以外に手はない。


「二時間……いや、一時間以内に、凍結は解かい除じよされるように取りはからってもらいます。野栄さんは応接間で待っている方々への説明を頼たのみます。小見川さんは港へ、酒々井さんは会社へ戻もどって下さい。社員がきっと心配している」


「真琴様、一体なにを……？」


　訝いぶかる幹部たち一人一人に、麻琴はゆっくりと視し線せんを当てた。





　　　　＊　　　　＊　　　　＊





　食堂に集められた一同は、言葉を失って、ただ呆ぼう然ぜんと真琴をみつめていた。


「急なことで申し訳わけないが、これはもう……決定事じ項こうだ」


　会社の幹部役員も、応接間にたむろしていた取引先の人たちも、皆みな帰っていった。ひっきりなしに鳴っていた書しよ斎さいの電話も、今はなりをひそめている。


　朝とは対照的に、館やかたの中はひっそりと静まり返っている。だからだろうか、真琴の言葉は頭の中で幾いく重えにも反はん響きようしていた。


『一週間後に、ここで結婚式を行う』


　佐倉家で働いている者はみな、茂原貴子が婚約者であることを知っていた。しかしそれと同じくらい確たしかに、真琴が結婚を拒こばんでいたことも知っている。つい昨日も、春生は真琴が茂原家の電話にうんざりしていたのを窓まど越ごしに見ているし、吉朗は八千代と結けつ託たくしてコーヒーの出し直しをしていた。


　それが一夜明けたら、結婚するのだという。誰だれだって思うだろう。真琴は会社のトラブルを解決するために、結婚を承しよう諾だくしたのだと。


「もうすぐ貴子さんが打ち合わせにいらっしゃる。詳くわしいことはその後でまた話す。仕事に戻って」


　ぱん、と真琴が手を打ち鳴らすと、由紀乃が真っ先に食堂を出て行った。来客担たん当とうだから、貴子を迎むかえる準じゆん備びがあるのだろう。ついで東とう金がねと八千代、春生が出て行く。


「さあ吉香。私たちも──」


　立ちつくす吉朗の肩かたに、千尋の手がかかる。けれど吉朗は、動く気になれなかった。


「どう、して……」


「……え？」


「結婚……なんて」


　その単語を聞いた途と端たん、真琴の顔が歪ゆがんだように見えた。だが、瞬まばたきの間に真琴は、いつも通りの不ふ機き嫌げんそうな無ぶ愛あい想そうな表ひよう情じようへと戻っていて、窓の方へ目を遣やる。


「仕事に戻って」


「真琴様！」


「吉香、行きましょう。仕事があるんだから」


　千尋の手は、しっかりと吉朗の肩を摑つかんでいる。真琴に駆かけよろうとした吉朗は、ぐらりと傾かしいでたたらを踏ふんだ。


「真琴様、どうして……！」


　胸むねが痛いたい。


　いつか結婚するかも知れないと思っていたけれど、こんなに急だなんて思わなかった──これは吉香の痛みなんだろうか。


　真琴を貴子から守りきれなかった、吉朗自身が感じている痛みなんだろうか。


「いいんですか!?　これで、本当に……!?」


「やめなさい、吉香」


　耳元で、ささやくように千尋が言う。


　メイドが口を出すことじゃないことはわかっている。吉香だったら、こんな差し出口はしない。きっと、想おもいを押おし殺して、みんなと同じように一礼して部屋を出て、何事もなかったようにいつもの仕事に戻っている。


　でも、吉朗には我が慢まんできなかった。


　二人が結婚してしまったら、麻琴はどうなってしまうのか。貴史の毒どく牙がにかかってしまうんじゃないのか。


　それが一番の問題ではあったけれど、短い間とはいえ吉朗にとって主あるじであった真琴にも情はある。身を粉にして借金返へん済さいのために働いてきたのに、その努力を無にするような形で結婚することは、真琴の意にかなったものなのか。


「答えて下さい、真琴様……！」


　振ふり絞しぼった声に、やっと真琴が振り返る。その目は、ゆらゆらと頼たよりなげに揺ゆれていた。よく似にた輪りん郭かく、よく似た目鼻立ち──今いま頃ごろ、麻琴もこんな表情で苦しんでいるのだろうか。


「ま──」


「吉香……君は……」


　何か言いかけて、真琴はためらうように唇くちびるを嚙かんだ。そのとき、食堂の扉とびらが勢いきおいよく開かれた。


「真琴様……！　私、この日をどれだけ待ち望んでいたことか……!!」


　飛び込こんできたのは貴子で、初めて見る満面の笑えみだった。


「貴子さん……」


「ねぇ、ウェディングドレスのカタログを持ってきましたのよ？　いくつか取り寄よせてはあるんですけれど、全部は着られませんし、真琴様、決めて下さらないかしら？」


　甘あまえるように言って、貴子は真琴の腕うでに自分の腕を絡からませる。その視し線せんが、ついと吉朗に向けられた。先ほどまでのとろけるような笑みが一瞬にして消え失うせ、不ふ快かいそうに目を細める。


「そんなところで何をしているの？　出て行きなさい」


「…………」


「お前、私がこの家に入ったら、そういう態たい度どは許ゆるさないわよ」


「申し訳わけありません、私からもきつく言っておきますから──吉香、行くよ」


　千尋に促うながされて、吉朗はようやくこわばっていた身体からだを動かすことができた。


　目の前に、茂原貴史の写し身がいる。一週間後には、麻琴の写し身と結けつ婚こんする女として。けれど吉朗には何もできない。今はただ、この場を出て行くことしかできない。


　千尋はそのまま、吉朗を吉香の部屋まで連れて行く。周囲に人がいないことを確かく認にんして扉を閉しめると、吉朗をベッドに座すわらせた。


「大だい丈じよう夫ぶか？」


「……よく、わかんないよ。あまりに急すぎて」


「一種の脅きよう迫はくらしい。茂原の手引きで取引先の口こう座ざが凍とう結けつされて、会社が立ち行かなくなった。明日は月末の締しめ日だから、今日中に何とかする必要があったんだよ。無む論ろん、借金だらけの佐倉家にすべての取引先を救うお金なんてないから、方法はただ一つ」


「──茂原からの要求を呑のむこと」


「その通り。茂原だって、もっと穏おん便びんに事を進めたかっただろうけど、真琴様も頑がん固こな方だからね」


　吉朗は、ヘッドドレスをぐしゃりと握にぎりしめ、強ごう引いんにはぎとった。千尋が整えてくれた髪かみが、つられてほろりと解ほどける。


「……どうしよう、千広さん」


「僕ぼくらに結婚を止める力はないよ」


「そうじゃなくて、真琴様も可哀かわい想そうだけど、あっちにいるまあちゃんはどうなっちゃうんだろう？　あの野や郎ろうになんかされちゃうんじゃないのか!?」


「……わからない。それは」


「どうにかして、あっちに戻もどらないと……。それも一週間以内に。ねぇ、千広さんどうすれば!!」


　千尋の腕を摑んで、思いっきり揺ゆさぶる。千尋はなすがままに揺られていたが、やがてぽつりとつぶやくように言った。


「……わからないんだ、それも」


　三年という年月を、自分とよく似た、けれど自分ではない者の身体に閉とじこめられて生きてきた千尋。飄ひよう々ひようとしてはいるけれど、千尋とて楽ばかりだったわけではない。それを十分にわかっているはずなのに、こんなことを言ってしまうなんて。


「ごめん、千広さん、俺おれ……」


「気にしなくていい。事実、これという方法を思いつかないんだから」


「でも」


「とにかく今は、やれることをやるだけだ。幸い、手を動かしたら止まってしまうようなお粗そ末まつな頭は持ち合わせていないからね」


「千広さん……」


「髪の毛をちゃんとしてから、仕事に戻りなさい」


　千尋はそっと頭を撫なでて、部屋を出て行った。


「……俺も、考えなくちゃ」


　ただ真琴の世話をしていればいい日々は終わった。真琴と貴子の距きよ離りが近くなるこれからのことを考えなければならないのだ。


「よし！」


　クローゼットに向かい、勢いよく扉を開けば、可愛かわいらしい女の子の顔が映うつっている。乱みだれてしまった薄うす茶ちやの髪を梳といて、少しきつめにまとめていく。ほつれた髪もあまさずピンで押し込んで、あとはヘッドドレスを載のせるだけだ。


「…………？　今……」


　小さいが、ノックの音が聞こえた気がする。訝いぶかりながら扉を開けると、深しん紅くのメイド服が目に飛び込んできた。


「由紀乃さん？」


「ごめんね。なんかみんな急にばたばたして捕つかまらなくて……手伝って欲ほしいことがあるんだけど」


「はい……あ、えーっと、ヘッドドレス──」


「あとで私が綺き麗れいにつけてあげるから。急いで」


　由紀乃は吉朗の手を取って、強ごう引いんに部屋から連れ出す。華きや奢しやな由紀乃の手は、ほっそりとして小さい。そして、ビスクドールのような外見を裏うら切ぎらず、その手はひどく冷たかった。


　慌あわててヘッドドレスを頭に載せ、片かた側だけピンで押し込む。こんないい加か減げんな状じよう態たいで歩き回っているのを千尋に見つかったら、大目玉だ。


「何をするんですか？」


「屋根裏にね、必要な物があるんだけど、一人では運べそうにないの」


「屋根裏、ですか」


　吉朗は行ったことがないが、この洋館に屋根裏があるのは知っている。昔は使用人が使っていたというその部屋も、現げん状じようではこれといった使い道もなく、物置と化しているのだと千尋から聞いた。


　来客担たん当とうである由紀乃が入り用とするものとはなんだろうと考えて、吉朗はため息を吐ついた。


　一週間後、この館やかたには常つねにない大人数の客が押し寄よせてくるのだ。すぐに使えるようにしてある客間だけでは足りず、他の空き部屋も整えることになるだろう。きっと由紀乃は、そのための準じゆん備びを任まかされたのだ。


　ぐいぐいと引っ張ぱられ、西翼よくの階かい段だんを一気に屋根裏まで上がる。普ふ段だん使っているのは二階までだから、ここに人が入ることは滅めつ多たにない。そのせいか、どこか空気が淀よどんでいる気がした。


「こっちよ。確たしかここのお部屋にあるの」


　由紀乃が差し込んだ鍵かぎは、案外軽く回る。ぎぎーと軋きしんだりするんじゃないかと思っていた吉朗は拍ひよう子し抜ぬけする。


（油でも差してんのかな、掃そう除じのときに）


　開かれた扉とびらの内側は埃ほこりくさく、湿しめっぽかった。大きな二つの窓まどにはカーテンがなく、外の光が直ちよく接せつ入ってくる。そのせいか、家具や道具と思われるものにはすべて白い布ぬのがかけられており、その布の上で埃が舞まっていた。


「どれですか？」


「確か窓まど際ぎわの……こっちじゃないわ。吉香ちゃん、そっち側に上って見てくれる？」


　由紀乃がめくった布の下には、がっしりとした椅い子すがあった。布張りの座ざ面めんに土足で乗るのはためらわれて、靴くつを脱ぬいで上がった。窓の上うえ枠わくに手が届とどく高さで、そこに手を掛かけて外を見下ろすと、さすが屋根裏だけあって、見晴らしがいい。


「庭の手入れが行き届いていれば、もっといい景色なんでしょうね」


　そういって向き直ろうとした吉朗の身体からだが傾かしいだ。慌てて窓枠を摑つかみ直し、足あし下もとを見やると、窓を開けていた由紀乃が、吉朗の乗っている椅子にぶつかったのだとわかり、苦く笑しようした。


「気をつけて下さいよ、由紀乃さん。落ちたら──って、なんで窓開けてるんですか……？」


「閉しまってたら、落っこちないでしょう？」


　ビスクドールのように整った顔が、にっこりと微笑ほほえむ。まるで天使のように綺き麗れいな笑顔だったが、吉朗の背せ筋すじは凍こおりついた。
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　屋根裏に取り付けられた窓は、無む駄だにでかい。しかし、事前に蠟ろうでも塗ぬってあったかのように滑なめらかな桟さんの上を軽く滑すべり、人一人つっかえることなく吐はき出せるだけの空間を切り取った。


「ゆゆゆゆゆゆゆゆ由紀乃さん？」


「大だい丈じよう夫ぶ、落ちる人ってね、地面に着く前に気を失ってしまうんですって」


「お、落ちる人って……あの、言ってることが……」


　由紀乃はしゃがみ込んで、椅子の脚あしを摑んだ。そして、ぐい、と大きく引く。


「うぐひゃぁぁっぁぁ！　あああああ危あぶないじゃないですか!!」


「あなたが悪いのよ、吉香ちゃん。最初は画が鋲びようとかバナナとか蛇へびとか、地味に攻せめてあげたのに！」


「バ……蛇……？　あ、あれ───」


　どこで踏ふんだのかわからなかった画鋲、あれは踏んだのではなく、刺さされていたのだ。バナナの皮を置いたのは配達員ではなく由紀乃。蛇をクローゼットに放ほうり込んだのも、由紀乃だったのだ。


（地味すぎて気づくかよ、そんな嫌いやがらせ！）


「ハサミは避よけるし男からは逃にげちゃうし、せっかくここを辞やめるチャンスを何度も与あたえてあげたのに」


「はさ、み……って───だから揺ゆらすなってもう！　それに、おと……うわぁっ！　男って……ひっ！」


　ハサミというのはもしかして、いつか庭掃そう除じのときに倒たおれてきたあの高たか枝えだ切りバサミのことだろうか。あれは偶ぐう然ぜんの事じ故こだと思っていたのに、吉朗が怪け我がするように仕組まれたものだったというのか。


（そう言えばあのとき、閉まっていたはずの鍵かぎが開いたりしたんだっけ……）


　それに、本来なら庭に出ているのは由紀乃だったはずで、吉朗は由紀乃と仕事を代わって外にいたために、あんな目に遭あったのだ。


（噓うそだろ……おい）


　いつもは一ひと筋すじの乱みだれもない金の巻まき毛を振ふり乱みだしながら、由紀乃は渾こん身しんの力をこめて椅子を揺らしている。吉朗は手を必死に突つっ張りながら、由紀乃を空そら恐おそろしい思いで見つめていた。


「あの……あのチンピラも……ひゃっ！　ゆき、由紀乃、さん……がっ!?」


「可愛かわいいメイドと、知り合いになりたいってお客様は、いたっ、わねっ！」


「あ……あくま……！」


　あのとき、自分が身代わりになって良かったとまで思ったのに、まさかその本人が仕掛けていたことだったとは。犯はん人にんを思いやった自分の間抜けさが悔くやしくてならない。


「由紀乃、疲つかれちゃったから、早く、落ちてよ！」


「知るかっ！　つ、疲れ……はうっ！　た、ならやめろ！」


　揺れのリズムが一定じゃないから、タイミングを計って飛び降おりるのは難むずかしい。下手したら、手を放した瞬間揺らされて窓の外、ということになりかねない。


　帰れないとしても、ここでこんな形で死ぬつもりはない。


「なん、で……へゃ！　こんな……っ！」


「邪じや魔まなの……っ！　幼おさななじみの、あなたが邪魔なのよ……！」


「おさ──」


　揺すぶられているせいもあって、まったくわけがわからない。吉香が真琴の幼なじみだからと言って、それが一体何の邪魔になるのだ。


　ご主人様とメイドが一いつ緒しよになれるわけでもないのに────


（──一緒に……？　一緒になられたら困るのは誰だれだ……？）


　ここにいる由紀乃でないことは確かだ。由紀乃とてメイドの身分は変わらない。真琴には定められた婚こん約やく者がいる。一週間後に結婚して、この館やかたの女主人となる人間が───


「おま……ゆ、ゆきの、あん……だぁっ！　たか、この」


「呼よび捨すて、なんて……えいっ！　失礼、よっ！」


「えい、じゃないだろ！」


「うるさ────いっ!!」


　一ひと際きわ大きく、椅子が揺れた。あまりの揺れに、Ｅカップに遠心力が働き、胸むねの辺りが大きく揺らいでくの字になる。


「あ……」


　勢いきおい、枠わくを摑つかむ手がゆるむ。空がまぶしい。


（……気なんか、失えそうにないよ……!!）


　最後に、こんな形でＥカップに泣かされるなんて────


「吉香ちゃん!!」


　窓から投げ出されたと思った瞬間、ものすごく強い力で膝ひざを抱だきしめられた。そのまま中へと引っ張ぱられ、窓まど枠わくで額ひたいを強打した直後、どさりと床ゆかに投げ出された。


「……た、助かった……のか……？」


　くらくらする頭を支ささえながら目を開けると、目の前には千尋に押おし倒たおされた由紀乃がいる。そして吉香は、春生に強く抱きしめられていた。


「よかったぁ……間に合ってぇ……」


「ど、して……」


「庭、見えたでしょ？　庭からも、ここが丸見えなのよ。上からひらひらしたものが落ちてきたから、見上げたらこれだもの。びっくりして、心しん臓ぞう止まるかと思ったわ！」


「ひら、ひら……？」


「ヘッドドレス。直すように言っておいたのに、ちゃんと留とめてなかったんでしょう？」


　由紀乃をうつぶせに押しつけて、しっかり関節を決めながら、千尋が言う。


「さて、どういうことか説明してもらおうかな、由紀乃」


　千尋の下でもがいていた由紀乃は、頰ほおを膨ふくらませてぷいっと横を向いてしまう。グーで殴なぐり飛ばしたくなる衝しよう動どうを抑おさえて、吉朗は由紀乃をにらみつけた。











　危き険けんな屋根裏うら部屋から待たい避ひして、メイド四人衆しゆうは由紀乃の部屋にやってきていた。


「鍵かぎは？」


　千尋の問いかけに、由紀乃はあからさまに顔をしかめ、そっぽを向く。すると千尋は、吉朗に向かって「鍵」と言った。


「……持ってませんけど？」


「自分の部屋の鍵。持ってるでしょう？」


「これ、ですか？」


　これから入ろうとしているのは由紀乃の部屋ではなかったのだろうか。首を傾かしげていると、千尋は由紀乃の部屋の鍵かぎ穴あなに、その鍵を突つっ込こんだ。


「えっ!?」


「はい、この通り」


　かちり、と聞き慣なれた音がして、鍵が開く。


「うそ、なんで!?　もしかして、私のでも開いちゃったりするの!?」


　春生は自分の部屋の鍵を差し込んで、ゆっくりと回す。再ふたたびかちりと音がして、扉とびらは再びロックされてしまった。もう一度回してから鍵を取り出すと、春生は二つの鍵をじっと見つめる。


「形……同じだわ」


「その通り。この西翼よくの端はしに三つ並ならんでいるメイド部屋の鍵は、どれも同じ形をしていてね、一つあれば三つとも開けることができる」


「あ……クローゼットの蛇へび……！」


「蛇？」


「クローゼットの中に放ほうり込まれてたことがあったんです。部屋の鍵が閉しまってたから変だと思ってたんだけど、これだったんだ……！」


　鍵のかかった部屋で、唯ゆい一いつ開いていた窓──あれは侵しん入にゆう口を誤ご認にんさせる偽ぎ装そう工作で、実じつ際さいには自分の鍵を使って入り込んだのだ。


「まさか試ためす人間がいるとは思わなかったから、これまで何の問題もなかったんだけれど、ここに一人、試した上で悪用した人間がいるようだ」


「なによ……！　あんただって、悪用したから知ってるんでしょう!?」


　憎にくまれ口を叩たたく由紀乃の深しん紅くのメイド服をつまみ上げて、千尋は言った。


「伊だ達てに黒いメイド服を着ているわけじゃないからね。君たちよりマスターキーを使う機会はある。一目見ればこんな単たん純じゆんな鍵、同じ物だとわかる。それに、あんただってと言ったね。自分が悪用したのは認みとめるんだ」


　由紀乃はぐっと言葉に詰つまってしまう。千尋はそのまま由紀乃の腕うでを取って、部屋の中に押し込んだ。


　シンプルな家具類はどのメイドの部屋にも共通しているが、ファブリックは各自の趣しゆ味みの範はん囲いで揃そろえていたらしい。凝こった柄がらのカーテンにはフリルがぶりぶりとつけられていて、床ゆかには毛足の長いラグが敷しかれている。シーツやベッドカバーはメイド服に似にた深紅にフリルとレースがあしらわれていて、たいそう悪い夢ゆめが見られそうな統とう一いつ感があった。


「ここでいいか」


　後ろ手に縛しばり上げた由紀乃をラグから外れた床ゆかに座すわらせ、自分たちはフリルだらけのベッドに腰こしを下ろす。一いつ瞬しゆん、緑の瞳ひとみが烈れつ火かのごとく燃もえ上がったが、一同は無む視しして、吉朗から屋根裏での顚てん末まつを聞くこととなった。


　春生と庭掃そう除じしていたときの『掃除道具雪崩なだれ事じ件けん』と、千尋に救われた『チンピラ強ごう姦かん未み遂すい事件』を仕し掛かけたのは由紀乃だった。それを知った春生は、悔くやしそうに拳こぶしを握にぎりしめた。


「おかしいと思ったのよ！　剪せん定てい道具があそこに入ってるわけないんだもん。片かたづけるのがどれだけ大変だったと思ってるのよ」


「私知らないもの、そんなこと」


　現げん場ばを押さえられた『屋根裏から突つき落とし事件』については、もはや一言も抗こう弁べんしなかったが、他の二件については、吉朗が説明している間中ずっと『私じゃない』『関係ない』『知らない』を繰くり返している。自白を聞いたのは吉朗だけだから、シラを切り通すつもりなのだろう。


「知らないわけないでしょう！　白はく状じようしなさいよ！　誰に頼たのまれてこんなこと」


「春生、落ち着きなさい」


「でも、この子、吉香ちゃんを殺そうとしたんですよ!?　殺人犯はんじゃないですか。いくらなんでもひどすぎる！」


「大だい丈じよう夫ぶ」


「何が大丈夫なんですか!?」


　吉朗以上に興こう奮ふんして、春生は千尋をにらみつけている。千尋は眉まゆを微かすかに上げて、面おも白しろそうにそれを見やった後、意味ありげに部屋の中をゆっくり見回した。


「殺人犯というのは、頭が悪い人がなるものだから」


「どういう意味ですか……？」


「本当に頭の良い人間は人は殺さない。リスクが大きいことを知っているから。やや頭の良い人間は、殺すけれど滅めつ多たに見つからないように少しは気を配る。簡かん単たんに見つかって殺人犯と名指しされるような人間は、だからとても頭が悪い人たちということ」


　由紀乃はむっつりと口をつぐみ、そっぽを向いている。腹はらが立っても、これでは抗弁できない。


　千尋はもう一度ぐるりと部屋を見回すと、クローゼットに近づいた。何をするつもりなのかとぼんやり見やっていると、千尋は足を止め、吉朗たちを振ふり返った。


「何してるの、春生、吉香。証しよう拠こを探さがしなさい」


「ちょ……私の部屋を汚きたない手でいじらないで!!」


　叫さけぶ由紀乃を無視して、一いつ斉せいに部屋のあちらこちらをいじり倒たおす。クローゼットからゴージャスな下着やらペチコートやらをすべて引っ張ぱり出し、あたりにばらまく。枕まくらに何か隠かくされていてはいけないと、枕を切り裂さく。ベッドマットまでひっくり返し、あっという間に由紀乃の可か憐れんな部屋は廃はい墟きよと化した。


「おかしいな……」


「ほ、ほら、何もなかったでしょう!?」


　あまりの惨さん状じように半べそ状じよう態たいながら、由紀乃は胸むねを張って見せる。吉朗は不安を覚え、やはり手ぶらの春生と顔を見合わせた。


　千尋の言うままに部屋を荒あらしてはみたが、これといってあやしいものは見あたらない。千尋は一体、何を探させようとしていたんだろうか。


　実行犯は由紀乃だが、由紀乃に直ちよく接せつ的な動機はない。あるとすれば茂原貴子に、だ。だが、佐倉家のメイドはみな、貴子との結けつ婚こんを出来る限かぎり阻そ止しする方向で団だん結けつしていたのではなかったのだろうか。


　確たしかに、来客担たん当とうで一番顔を合わせる機会の多かった由紀乃は、貴子のお気に入りではあったが、ただそれだけのことで由紀乃が人殺しにまで手を染そめようとするとは思えない。真琴は、裏うら切ぎりを決意させるほどのひどい主あるじではない。


　そのミッシングリンクを明かす何かを、千尋は探しているのだ。


　全員の視線を集めた千尋は、エプロンのポケットに手を突つっ込む。そこから出てきたのは、赤いベルベッドのリボンで束ねられた、十通ほどの手紙の束だった。


「それ……いつの間に！」


「そこのテーブルに載のってたから、部屋に入ってすぐに見つけた。でも、この手紙以外それらしいものが何もないなんて、あてが外れた」


「部屋に入ってすぐって……じゃあ、ここまでする必要はなかったってことじゃないの！　どうしてくれるのよ、ちゃんと全部元に戻もどしなさいよ！」


　ぎゃんぎゃんとわめき立てる由紀乃を無視して、千尋はリボンをほどく。一番上に重ねられている封ふう筒とうから手紙を引っ張り出し、窓まどの方へかざした。


「千広さん、なんなんですか、それ？」


「『由紀乃へ　仕事は辛つらくないかしら？　もうすぐ貴女あなたの愛いとしいお姉様がそちらに参ります。もう少しの辛しん抱ぼうよ』」


「勝手に読まないでよ、バカバカバカ！」


「お姉様って一体……」


　春生が考え込むように、眉み間けんにしわを寄よせる。


「由紀乃ちゃんって、身寄りがなかったわよね？　唯ゆい一いつの肉親であるお母様を亡なくされて、それでメイドになったって」


「…………」


「でも、ここにこうしてれっきとした姉がいるらしい。最後の所にこうある──『最愛の義妹いもうとへ　あなたの美しい義あ姉ねより』」


「義妹に……義姉……!?　差出人は誰なんですか、千広さん」


「茂原貴子嬢じよう。我わが主の許嫁いいなずけ殿どのだよ」


　一いつ拍ぱくのち、春生と吉朗は声を揃そろえて「え────!?」と叫んだ。


　成り上がりとはいえ男だん爵しやく家の一人娘むすめである貴子と、華か族ぞくに仕えるメイドの由紀乃が姉妹関係にあるとは、にわかに信じがたい。


　吉朗のイケナイ知ち識しきから、女子校で育はぐくまれた淫いん靡びな擬ぎ似じ姉妹関係が引き出されてくる。


（…………まままままさか、こいつら真しん性せいの……!?）


「何を考えているか知らないけど、多分それは違ちがうと思う」


　千尋の言葉を聞いて、春生が不思議そうに首を傾かしげている。


「それってなんなの、吉香ちゃん？」


「な、なんでもないっ！　千広さん、変なこと言わないで下さいよ！」


「変なこと？　この手紙の最初と最後だけではわからないだろうけどね、間を読めば不思議なことはなにもない。由紀乃、君は茂原男爵がよそにもうけた娘なんだろう？」


「…………」


　由紀乃は答えないが、その沈ちん黙もくこそが千尋の推すい測そくを確たしかなものにしている。


　吉朗は、千尋から手紙を一通受け取って、ざっと目を通した。


　男爵の娘として生まれながら、人に使われる身である由紀乃を心配し、いつか助けてあげる、なんでも贅ぜい沢たくをさせてあげるというようなことが、香こう水すいを染しみこませた便せんにつづられている。それだけなら、異い母ぼ姉妹の美しい交流と見えないこともないが、後半の文章の物ぶつ騒そうさに、吉朗は眉まゆをひそめた。


「うわ……なにこれ……」


　同じように、別の手紙を読んでいた春生が、うめくように言う。きっとどれも同じような内ない容ようなのだろう。


　まとわりついているあの小娘が邪じや魔まだ、幼おさななじみだからと身分を弁わきまえないメイド、あの女がいる限かぎり安心して真琴様に会えない、これは真琴様のためにもなる──


『市川吉香さえいなければ』


　名指しで、その排はい斥せきを仄ほのめかすような言葉がこれでもかこれでもかと書き連ねられていた。


　それさえ成し遂とげてくれれば、由紀乃の願いはすべて叶かなう、茂原の名を名乗ることも許ゆるされる、すべてお父様に取りなしてあげる……由紀乃にとってそれは、甘かん美びな誘ゆう惑わくだったことだろう。


　貴子は、いずれ自分の役に立つ道具として、由紀乃をこの家に入れたのだ。自分が、吉香が殺したいほど憎にくまれていたという事実よりも、血の繫つながった妹の手を汚よごすことも厭いとわない貴子という人間が恐おそろしくて、思わず身み震ぶるいしてしまう。


「あんた……真琴様に済すまないとか思わないの!?　あんなによくして下さるご主人様なんてそういないのに、それなのにあんな女に味方して……」


　その春生の言葉に、由紀乃が目をむく。


「あんな女って誰だれのことを言っているの!?　お姉様のことを悪く言ったら許さないわ！　どんなご主人様だろうと、お姉様に敵かなう人なんていないのよ。それに、お姉様はもうじきここの主になる方、あなただって、お姉様にお仕えすることになるんだから！」


「冗じよう談だんじゃないわよ！　私の主は真琴様ただ一人です！」


「あらそう、だったらお姉様に言って、クビにしてもらわなくっちゃ。あなたみたいに野や蛮ばんな人、お姉様のそばに置いておけないもの」


「野蛮ですって──っ！」


　春生は由紀乃に飛びかかっていくが、由紀乃はごろりと転がり、床ゆかに散さん乱らんする服やら文ぶん房ぼう具ぐやらのなかに突つっ込こんでそれを避よけた。春生は体たい勢せいを立て直し、追いかけていって手を振ふり上げたが、振り下ろす前に千尋に止められてしまう。


「とにかく、これは私たちだけでどうこうできる問題じゃない。吉香のこともあるし、やはり真琴様に話さなくては」


「そうよ、殺人指令を出すような野蛮な人間を、真琴様には近づけられないもの」


　鼻を鳴らして言いはなった春生を、由紀乃が悔くやしそうに見上げている。


　いつもはきれいに巻まかれている金きん髪ぱつも今は乱みだれ、ワンピースの裾すそから覗のぞくレースはぐちゃぐちゃに折れ曲がっている。捕つかまえられるときに暴あばれたせいか、メイクも落ちて目の回りは黒くなり、いつものようにきれいなお人形さんという雰ふん囲い気きは薄うすらいでいる。


　けれど、今由紀乃の顔に浮うかんでいる表ひよう情じようが、何よりも彼女を人間の、感情のある一人の女じよ性せいに見せていた。ビスクドールのように感じていたのが噓うそのようだ。


「私が先に行って説明しておくから、すぐに真琴様の書しよ斎さいに由紀乃を連れて来て」


　千尋は部屋を出て行くと、珍めずらしく小走りで書斎へと向かった。残された吉朗が扉とびらを支ささえ、春生は嫌いや々いやながら由紀乃の身体を支えて立ち上がらせ、扉へ引っ張ぱっていく。


　由紀乃は憮ぶ然ぜんとした様子で後をついて歩いたが、ホールにさしかかったとき、不意にその足を止めた。


「何してるのよ、さっさと歩いて」


「…………その汚きたない手を放しなさい！」


「きゃあっ!!」


　由紀乃の手には、小さなナイフが握にぎられている。縛しばっていたロープがはらりと落ち、ついでに跳はね上げられた春生の手からは、赤いものがしたたり落ちていた。


「吉香ちゃん、危あぶない！」


　そんな怪け我がを気にすることもなく、春生は吉朗に覆おおい被かぶさってくる。しかし、怖おそれていたような衝しよう撃げきはなく、二人がおそるおそる見上げると、由紀乃の姿すがたはなかった。


「……逃にげられたわ！」


　一番近い玄げん関かんは閉しまっている。吉朗と春生は顔を見合わせ、それぞれ勝手口と通用口に向かうが、結局由紀乃を見つけることはできなかった。


　どこかに隠かくれているのではないかと、廊ろう下かを二人うろうろしているところを、千尋に捕まる。


「いつまでも来ないから──由紀乃は？」


「ごめんなさい、逃げられましたぁ」


「いつの間にかナイフ持ってて、春生ちゃんが切りつけられたんです。それで……」


　吉朗が応おう急きゆう処しよ置ちで巻まいたハンカチには、血が滲にじんでいる。千尋は春生をすぐに厨ちゆう房ぼうの八千代の下もとへ行かせ、吉朗を連れて再ふたたびメイドたちの部屋が立ち並ならぶ廊下へと戻もどった。そして、吉香の部屋を開け、一いち応おう中に誰も潜ひそんでいないことを確かく認にんすると、クローゼットから大きな鞄かばんを取り出した。


「あの、千広さん何を……？　あいつを探さがさなくていいんですか？」


「真琴様はすぐに、君を先々代の別べつ荘そうへ遣やると言っている」


「別荘……!?　なんでそんな」


「結けつ婚こんを中止することはできないから、せめて君の身の安全を図はかりたいと、そうおっしゃって」


「中止しないって、そんな馬ば鹿かな!?　相手は身内を使って殺人するような女なんですよ!?　どうして！」


「由紀乃が一人でやったと言えば、それで済すんでしまうことなんだよ。認にん知ちもしていない娘むすめが勝手にやったことだと言われれば、責せめることはできない。それに、その肝かん心じんの由紀乃にも逃げられてしまった今、僕ぼくもその方が安全だと思う」


　クローゼットから取り出した衣服を鞄に詰つめながら、千尋は言った。吉朗は、慌あわてて鞄ごと取り上げると、ベッドの上へ放ほうり投げてしまう。


「安全ってなんですか!?　俺おれのことはどうでもいいんです、今一番危ないのは真琴様でしょう!?　まあちゃんだって、このままじゃ茂原の餌え食じきになる。ここにいなければ、守ることだってできないじゃないですか！」


「吉朗……」


　吉朗は、蒼い瞳ひとみをきっと見つめ返す。ここで引くわけにはいかない。


「もう由紀乃だって戻ってこられないんだから、さっきみたいな目には遭あわない。貴子だって直接仕し掛かけてきたりはしない。だから、ここにいさせて下さい！　蚊か帳やの外なんて冗じよう談だんじゃない、安全なんてくそ食らえだ!!」


　千尋はしばらく、黙だまって吉朗の顔を見つめていた。しかし、小さくため息を吐つくと、ベッドの上の鞄を取り上げる。


「ちょっと、千広さん聞いてました、俺の話!!」


「聞いてたよ。だからこれは、しまっておかないと」


　服がはみだした鞄を、そのままクローゼットに放り込んでしまう。奥おくの壁かべに跳はね返って転がった鞄から、薄うすい水色のブラジャーがぽとりと落ちる。その光景に、千尋と吉朗は顔を見合わせて笑った。


「こんなところを真琴様に見られたら、それこそどうあっても追い出されちゃいますよ」


「その手があったか」


「やめてくださいよ、もう！」


　なだめるように上げた千尋の手に、軽く握にぎった拳こぶしを打ちつける。まるで男同士のようなその仕草に、千尋は驚おどろいたように目を見開いたが、すぐに自分も拳を握り、吉朗のそれに打ち合わせる。


「説得しにいくか」


「フォロー、お願いしますね」


　二人は、こぼれたブラジャーもそのままに、書しよ斎さいで待つ真琴の下へと向かった。




　七、転落のおわり







　華か族ぞく同士の結婚式の準じゆん備び期間としては、一週間というのはけっして十分ではない。本来なら付き合いのある華族に招しよう待たい状じようを回すべきであるのに、これでは結婚の事実を周知させることもできない。それでも茂も原ばら家が結婚を急いだのは、貴たか子このわがままもあるだろうが、これ以上真ま琴ことに否いなやを言わせる隙すきを与あたえないための強きよう硬こう手しゆ段だんであったのだろう。


　さすがに招待客を招まねいての大々的な結婚式は出来ないから、披ひ露ろう宴えんは日を改めて行うものとし、近しい身内だけのこぢんまりとした式を上げることになったのだった。


　一週間前、由ゆ紀き乃のを取り逃にがしたあの日、吉よし朗ろうは真琴に土ど下げ座ざして頼たのみ込んだ。式の日には、真琴様の傍そばにいさせて下さい、と。


　屋根裏うらでの顚てん末まつを聞かされていた真琴は当然の如ごとく渋しぶっていたが、千ち尋ひろの応おう援えん演えん説ぜつの甲か斐いもあり、最後には許ゆるしてくれたのだ。


　ずっと避さけていた貴子との結婚式を、こんなに急に執とり行わなくてはならなかった真琴の気持ちを思うと、胸むねがしめつけられる。


　真琴の犠ぎ牲せいで、凍とう結けつされていたという取引先の銀行口こう座ざは即そく時じ解かい除じよされ、銀行側から手て違ちがいで迷めい惑わくを掛けたからと、各社に慰い謝しや料りようまで振ふり込まれたという。


　そして、佐さ倉くら家の借金総そう額がくからはきっちり利子分が引かれていた。暴ぼう利りだっただけにかなりの減げん額がくになる。おかげで会社は息を吹ふき返し、幹かん部ぶ連中は歯がみしながらもほっと胸むねをなで下ろしていた。


　しかし真琴本人は、この一週間、食事も満足に取れず、夜も眠ねむれぬようであった。そうなることは簡かん単たんに想そう像ぞうできたから、吉朗は何があっても真琴の傍にいたいと、そう願っていたのである。


　もちろん、向こうの世界のこともある。この結婚が、あちらの世界にどう影えい響きようするのか、実のところよくわからない。あちらではこの二年口を利きいたことのない麻ま琴ことと吉朗が、こちらではご主人様とメイドという身分差を抱かかえてはいるものの、一つ屋根の下に暮くらしていた。世界背はい景けいによる差さ異いもあるから、単たん純じゆんにこの結婚が麻琴と貴たか史しとの距きよ離りを詰つめるとは言い切れない。


　けれど、わからないからこそ、今はまだ遠ざけておきたかった。あちらの世界に戻もどる術すべは今のところまだない。麻琴を直ちよく接せつ守れないのなら、間接的にでも、彼女を危き険けんから遠ざけておきたかった。


「とうとう、結婚式か……」


　春はる生きはブーケの花びらを一枚まい一枚丁てい寧ねいにむしりとりながらつぶやいた。傷いたんだ花びらを摘つんでいた彼女の回りには花びらの絨じゆう毯たんができており、間もなくブーケはただの茎くきの束と化す。


　その隣となりでは、うっかり椅い子すの背せにベールを引っかけてしまった吉朗が、これまたうっかり思いっきり引っ張ぱってしまい、外国製せいの高級なレースに大きなかぎ裂ざきを作っていた。


「ちょっと吉よし香かちゃん、甘あまいわよそれじゃ。これくらいしないと」


　ブーケを放ほうり出した春生が、ベールの縁ふち取どりを力任まかせに引っぱがす。これをかぶって花はな嫁よめですと名乗るのは、かなり勇気がいるだろう。
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「弁べん償しようしろとか言われないかな」


「お華か族ぞくさまが、そんな浅ましいこと言うはずないでしょう？」


「千ち広ひろさんはどう？」


「もうすぐ……っと、これでおしまい」


　最後に糸を歯で切って、千尋は針はりを置いた。手にしているのはドレスを膨ふくらませるためのパニエとか言う下着の一種なのだが、気を利かせて裾すそ上あげをしていた千尋は、裾上げではなく裾綴とじをしてしまったため、もはや穿はくことはできない。


「ああ、忘わすれてた。お嬢じよう様さまの部屋のバスルームにタオル入れてなかった」


　あからさまな棒ぼう読よみで千尋が言うのに、吉朗もうなずいてみせる。


「フェイスタオルと同じサイズの雑ぞう巾きんしかなかったっけ」


「柄えが折れたブラシを起きっぱなしだわ」


　そのせいだろうか、さっきから一番鶏どりのようなけたたましい声が聞こえてくる。花嫁の控ひかえ室として用意された部屋は二間続きで、吉朗たちがいるのはバスルームと接していない居い間まである。ベッドルームには誰も入るなと、貴子自身が施せ錠じようしてしまったのだから、いくら呼よんでも駆かけつけることはできない。


「ねぇ、裸はだかでも出てくると思う？」


「出ては来るだろうけど、多分、鍵かぎを開けて扉とびらは開けない」


　千尋が言ったそばから、がちゃりと鍵の開く音がして、扉が激はげしく打ち鳴らされた。


「すぐにタオルを持ってきなさい！　それから、新しいヘアブラシも。まったく、なんでまともなものが一つも────きゃあっ！」


　貴子に呼ばれて立ち上がった春生が、勢いきおいよく扉を押おし開けたのだ。とっても急いでいたのでノックを忘れてしまい、扉の向こうに立っていた貴子をも押し開けてしまったらしい。脱ぬいだ服で身体からだを覆おおっていた貴子は、真っ赤になってバスルームへ飛び込こんでいった。


「千尋さん正せい解かい。じゃあ、私、誠せい心しん誠意お世話しに行くわね」


「それじゃあ、洗せん濯たく室からタオルを取ってこようかな。東回りで」


　この部屋と同じ西翼よくにある洗濯室に行くのに、千尋は東端たんにある階かい段だんに向かう。吉朗は笑いをかみ殺しつつ、サンドイッチが載のっていた皿をトレイに載せた。小こ腹ばらが空いたという貴子が注文したものだったが、できたときに当人が入浴中であったため、メイドたちでおいしくいただいてしまった。放置しておけばばれてしまうから、厨ちゆう房ぼうに行って作り直してもらわなければならない。


　今日は朝からこんな調子だった。


　貴子のためにしなければならないことはすべて、メイドたちが独どく自じの解かい釈しやくをくわえた上で行っているのだ。


　千尋の発案で行っているこれはかなりのストレス解消にはなったけれど、この程てい度どでは結けつ婚こん式しきを中止にすることはできない。


　ただひたすらに、貴子を苛いら立だたせるだけだ。


　しかしそれこそが、千尋の作戦だった。


　たとえばあの衣い装しようにブーケでは、花はな婿むこの前に出て行くことはできないだろう。癇かん癪しやくを起こした貴子が結婚式の仕切り直しを男だん爵しやくに頼たのみ込む、というのが第一希望。その仕切り直しをいっそ披ひ露ろう宴えんと一いつ緒しよにして三か月先に延えん期きするとなれば、言うことはない。


　そこまでうまくいかないにしても、時間稼かせぎ以外にも狙ねらいはある。


　貴子は結婚が決まった今でも、いや、決まったからこそ、幼おさななじみである吉香を真琴のそばから排はい除じよしたいと思っている。その憎にくしみ、あるいは嫉しつ妬と心は並なみ々なみならぬものがある。


　しかし、貴子の手足となって動いてくれた由紀乃は、もはや佐倉家に出入りがかなわぬ状じよう況きようである。まさか他ほかに異母妹もいないだろうし、おそらく貴子に由紀乃ほど便利に使える手て駒ごまはないだろうというのが、千尋の推すい理りだった。


　手駒がない以上、強ごう引いんな手は使えない。一番穏おん便びんで簡単なのは、真琴と結婚して佐倉家の女おんな主あるじとなった暁あかつきに、吉香をクビにしてしまうことである。真琴が反対しようが、結婚してしまえば貴子も佐倉の人間である。簡単には引き下がらないだろう。


　それを考えて、きっと今はこらえているに違ちがいない。


　しかし、今日結婚できないとしたら。


　その原げん因いんを吉香が作っていたとしたら。


　ぎりぎりのところで踏ふみとどまっている貴子の堪かん忍にん袋ぶくろの緒おは、あっさりと切れてしまうのではないだろうか。


　我が慢まんできなくなった貴子は、自ら吉香に襲おそいかかるかもしれない。それを真琴は勿もち論ろん、男爵や立会人である佐倉家の顧こ問もん弁べん護ご士し、会社の人間などの第三者に目もく撃げきさせることができれば、状況を変える糸口を摑つかめるかもしれない。


　おとり作戦だから、吉香の身体を危き険けんにさらすことになるが、千尋や春生が守ってくれている。思った通りに事が運ぶ可か能のう性せいは百パーセントではないにしても、何もしないよりはましなはずだ。


　吉朗はそう信じていた。


　まさか、何もしない方がましだったとは、夢ゆめにも思わなかった。








　八や千ち代よの特とく製せいサンドイッチを手に貴子の部屋へ戻もどった吉朗は、遠えん慮りよがちにノックをした。春生が残っているから、貴子一人と言うことはないだろうが、万が一と言うことがある。


「大だい丈じよう夫ぶ、入っておいで」


　千尋に呼よばれて中に入ると、貴子の姿すがたはなく、ベッドルームに通じる扉も開け放たれたままになっていた。


「あれ？　あの人は？」


「案の定、衣装見てぶちきれてね。別のを持ってこさせるからって、電話借りに書しよ斎さいに行った」


「稼げたのは多く見積もっても数時間、ってところですね。三か月はやっぱり無理か……」


「見てよ、この部屋！　八つ当たりで花か瓶びんを床ゆかにたたきつけたのよ」


　ベッドルームでその後始末をしていた春生は、粉々になった花瓶の欠片かけらをゴミ箱に流し込んで、肩かたをすくめてみせる。


「吉香と鉢はち合あわせるとまずいからついていこうとしたら、ものすごい剣けん幕まくでどつかれてね。うまくすれ違えたようで良かったよ」


　せっかくの作戦も、人気のないところで貴子と二人きりになってしまえば水の泡あわだ。吉朗は神に感かん謝しやして、サンドイッチをテーブルまで運んだ。それを見て、春生が吹ふき出す。


「本当にサンドイッチ運のない人よねぇ。これも食べちゃおっか」


「太ると言ってたのはどこの──」


　がちゃり、と金きん属ぞく音が響ひびいた。耳に馴な染じんだ、施せ錠じようの音だ。三人とも居い間まにいるから、バスルームにもベッドルームにも鍵かぎは掛かけられない。思わず顔を見合わせた三人だったが、いち早く動いた千尋が、居間の扉とびらに飛びついて天を仰あおいだ。


「しまった……！」


　ノブは空しく回るだけで、いくら引いても扉は開かない。完全に、外から施錠されてしまっている。鍵は内からも外からも鍵穴に鍵を差し込んで回すタイプだから、鍵がなければ内側から開けることはできない。


　部屋の鍵は二本。一本はマスターキーで、真琴の書斎にある。もう一本は千尋が持っていたが、貴子とともに部屋に入ったので、扉脇わきのボードの上に置いていた。見るまでもなく、その鍵を貴子が持って出て行ったのだろう。


　扉の向こうから、貴子の高笑いが聞こえる。最初からこれを狙っていたのかどうかわからないが、してやられた。


「閉とじこめられちゃった、ってこと……？」


「どうやらそのようだ」


「千広さん、他ほかに出口って」


「廊ろう下かに出られるのはここだけ。あとは──」


　指さした先は庭に面した窓まどだ。これが一階なら躍おどり上がって飛び出たのだが、ここは二階で、窓に面してはいても、地面までは距きよ離りがある。飛び降おりれば確かく実じつに怪け我がをする。


「……やってくれた」


「どうしましょう、千尋さぁん！　あの女、式が終わるまで閉じこめるつもりですよ、きっと！」


「それならまだいいんだけどね」


「まだいいってなんなんですかぁ!?」


　千尋に代わってドアに取りついていた春生は、思いっきり両の拳こぶしを叩たたきつける。一枚まい板の扉は頑がん丈じようで、その程てい度どの衝しよう撃げきで開くものではない。


「美み橋はしの人間がドレスを届とどけてくれるんですって。お前たちの新しい職しよく場ばも彼らに手配させたから、到とう着ちやくするまでそこで床ゆかでも磨みがいてなさい！」


　分ぶ厚あつい木の扉も、貴子の耳みみ障ざわりな声を遮さえぎることはできなかったようだ。


（よりによって、あの柄がらの悪い奴やつらにドレスって──ん？　新しい職場……？）


「千広さん、今、新しい職場って──」


「美橋興こう業ぎようが手配するんだから、それはもう素す敵てきな職場なんだろうね」


　肩をすくめる千尋を見て、春生が身み震ぶるいする。


「それって結けつ構こうやばいですよぉ！」


「やばいって……あそこって、金貸かしだった、よね？」


「だからって、取り立て屋になれるわけないでしょう!?　風ふう俗ぞくよ風俗！」


「ふう……ぞ、く───────!?」


　借金の形かたに風俗業界へ売られるというのは、借金に縁えんのない吉朗でもよく聞く話だ。金貸し業と風俗業が密みつ接せつな関係にあるというのもよくわかる。


　吉朗の脳のう裏りに、様々な風俗業界に身を置く自分のショットがスライドショーで展てん開かいされていく。ホステスとしてお酒を注ぐキャバクラ、蛍けい光こう色のメイド服に身を包んでいるイメクラ、一日中お風ふ呂ろに入っていられるところもある。


「──ってことは、クビになった挙げ句くソープ嬢じよう……!?」


「再さい就しゆう職しよく先さきまで面めん倒どう見てくれなくても良かったんだが」


「そういうことじゃなくて！」


「あ、でも、そんなの絶ぜつ対たい真琴様が止めてくれるはず。そうですよ。そんなの、許ゆるすはずないですよ」


「事前に知っていればそうだろうね」


　千尋の含ふくみのある言に、吉朗は貴子の台詞せりふを思い返した。


　新しいドレスを美橋興業の人間が届けに来る。彼らが来るまで、吉朗たちをこの部屋に閉じこめておくのは、床磨きをさせるためでも、貴子の邪じや魔まをさせないためでもない。


　真琴に知られずに、美橋興業の人間に確かく実じつに三人を引き渡わたすためだ。


　ぼんやりとしか覚えていないが、いかにもチンピラという風体だった吉朗を襲おそった男──ああいう男ばかりがやってくるのだとしたら、たとえ中身が男でも女の腕わん力りよくしかない吉朗たちがまともに戦って勝てるとは思えない。


　殴なぐられるか薬を使われるかして音もなく連れ出され、真琴が知る頃ころにはどことも知れない土地の風俗店、しかも簡かん単たんには入り込めないようなアンダーグラウンドな店に売り飛ばされているだろう。そうなれば、もはや真琴にメイドたちを救う術すべはなく、メイドたちが自力で逃にげ出すことも困こん難なんになる。


「だったら、ここから早く逃げないと……！」


「でも、バルコニーから庭に下りられる？　あんな高いところ……」


「命いのち綱づながあれば、あるいは」


　千尋は言うが早いか、カーテンタッセルをほどく。この部屋のタッセルは黄金のロープ状じようのものだが、命綱と言うには頼たよりなく、短い。もう一方のタッセルも外し、手早く結んだ千尋は、両サイドに強く引っ張ぱって見せた。


「無理ですよ、千広さん！　バルコニーの下は足がかりなんてないから、両りよう腕うでで自分の身体からだを支ささえなくちゃならないんですよ？　しかも、綱は固定されていないんです。そんなところを下りていくなんて、どう考えても無理です！」


「確たしかに無理だろうね、吉香の言うやり方では。でも、綱の先に縛しばりつけたものを地面まで下ろすんなら、できると思う」


「縛りつけるって……手紙とか？」


「まさか。とにかく、シーツとかタオルとか、何でもいいから紐ひも状に縒よって、どんどん繫つなぐんだ。稼かせいだ時間は多くて数時間だと言ったのは君だよ」


　とにかく今は、なんでもできることをやるしかない。


　吉朗はうなずいて、ベッドルームからシーツや枕まくらカバーなどの寝しん具ぐ一式を勢いきおいよく引っぺがしてくる。春生は勢いよくカーテンに飛びついてそれを引きずり落とし、千尋が布ぬのバサミで片かたっ端ぱしから切れ目を入れていった。


　太さも質しつ感かんもばらばらな布を引き裂さき、縒り合わせていく作業は、思いの外困こん難なんだった。日ひ頃ごろの激げき務むをこなしているメイドたちの筋きん力りよくは、普ふ通つうの女子高生よりはあるだろうけれど、それでもやはり女の筋力だから、ほどけないように結んでいくのも一苦労である。


　茂原邸ていからここまでは車で一時間半ほどの道のりだ。美橋の人間が元々屋や敷しき内にいたのだとすれば、時間に余よ裕ゆうはない。


　三人とも汗あせだくになりながら無言で作業を進め、最後に自分たちのエプロンを外して結びつけ、不ぶ格かつ好こうながら一本の命綱を縒り上げた。


「……で、できた……」


「間に合ったぁ」


「まだ終わったわけじゃない。ここからが、脱だつ出しゆつ計画の肝きもだ」


　千尋はバルコニーへ通じる窓まどを開け放ち、辺りを慎しん重ちように見回す。そして、できたてほやほやの命綱の一いつ端たんを、バルコニーの手すりに結びつけた。


「それで、何を縛りつけるんですか？」


「人だよ。ここに縛りつけた一人を、二人がかりで下ろす。それなら、足がかりがなくても落っこちたりはしない」


「そっか……一人でもここから出られれば、マスターキーを取ってこられる！」


　あとは、貴子に見つからないようにここまで戻もどってくれば、残った二人は扉とびらから出られる。そして、真琴にこのことを告げれば、クビはともかく風ふう俗ぞくデビューは免まぬがれる。


　下りる人間には危き険けんが伴ともなうが、逃にげるチャンスも得られる。鍵を取って戻れず、タイムアップで美橋の人間が来てしまったら、中にいる二人は捕つかまってしまうかもしれないが、外の一人は逃げることが出来るのだ。


　だとしたらそれは、一人しかいない。この中で唯ゆい一いつ、身体からだも心も正真正しよう銘めい女の子である春生だ。


「それじゃあ、春生ちゃんが──」


「無理、ゼッタイ無理だってば！　吉香ちゃん知ってるでしょ？　私が高所恐きよう怖ふ症しようだってこと」


　春生は自分の身体を抱だきしめ、半ば涙なみだ目めで言う。当然、吉朗はそんなことなど知らないのだが、ふと向こうにいる親友のことを思い出した。


（そう言えば晴はる生きって、ガラスのエレベーター乗れないとか言ってたよな……）


「そう、だったね。じゃあ、千広さんが……」


「体たい格かく差を考えても、ここは君が行くのが順当だろうね」


「お……私……？」


　千尋と吉朗では、身長が十五センチは違ちがう。三人の中で一番大きいのは胸むねだけで、身長も体重も一番小さい。春生が高所恐怖症でなかったとしても、千尋は吉朗を選んでいたかもしれない。


「一人で行かせるのは、正直不安なんだが仕方がない。スカート持ち上げて」


「はい？」


「今は一分一秒を争う。裾すそをこうがばっと」


「えええええっ!?」


　千尋に勢いきおいよく跳はね上げられた裾を慌あわてて持ち上げると、千尋は足の間に命綱を通し、それを腰こしへと巻まき付けていく。まるで、スカートの上からふんどしをつけているような格好になる。太もものガーターベルトまで露あらわになり、自分が女の子だったら、絶ぜつ対たい人に見られたくない姿すがただった。


「下行くまでの我が慢まんだから」


「……わかってます」


　吉朗は、千尋に促うながされるままに、バルコニーの手すりに腰を掛かけた。バルコニーにうねうねとたまっている命綱を持ち上げた千尋は、真っ青な顔でバルコニーぎりぎりまで歩み寄よってきた春生の身体にそれをかける。背せ中なかに渡わたされた命綱にかかる重みを両りよう腕うでに分散し、自身の体重で支ささえるのだ。


　その春生の後ろで同じように命綱を背負った千尋は、二人を順じゆん繰ぐりに見つめていった。


「一番は、君の安全だ。自分の身を危険にさらしてまで、この部屋に戻ってくることはない。春生も、それはわかるね」


「うん。一番危あぶないのは吉香ちゃんなのに、私たちは助けられないんだもん。万が一のときは絶対逃げるって約束して」


「そんな……！」


　貴子に狙ねらわれているのは確たしかに自分だ。けれど、それをわかっていて、真琴の意に逆さからってまでもここへ残ったのは吉朗のわがままなのだ。吉朗が素す直なおに別べつ荘そうに行っていれば、千尋だって貴子をここまで逆なでするような作戦を立てたりしなかっただろう。そうすれば、貴子がこんな強行手しゆ段だんをとることもなかったかもしれないのに。


「吉朗」


　名を呼よばれて、吉朗ははっと顔を上げた。春生がきょとんとした顔で見ているが、千尋はまるで気にせず、吉朗にひたと視し線せんを据すえている。


「君の役目はなんだ」


「……やく、め……」


「なんのために、ここへ残った？」


「真琴様を……守る、ため」


「逃げるのがいやなら、それを第一義ぎに考えるんだ。そのために、自分はどうあるべきなのかを」


　監かん禁きんされていては、真琴を守ることはできない。貴子に捕つかまって、美橋の人間に拉ら致ちされてしまったら、もう真琴を守ることはできなくなる。


　──麻琴を、守ることもできない。


（千広さん……）


　春生の前でもあえて吉朗の名を呼んだのは、それを思い出させるためだ。吉朗はぐっと唇くちびるを嚙かみしめると、そのまま黙だまってうなずいた。


「気をつけてね、吉香ちゃん」


　春生にも、やはりただ黙ってうなずいて、吉朗はバルコニーの外に身を移うつした。千尋と春生の腕にこめられた力が、吉朗の腰の命いのち綱づなに伝わる。


「行くよ」


　吉朗は手すりに掛けた手に力をこめ、思い切って両足を宙ちゆうに放った。





　　　　＊　　　　＊　　　　＊





　館やかたの中は、奇き妙みように静まりかえっていた。


　結けつ婚こん式には茂原男だん爵しやくと双そう方ほうの顧こ問もん弁べん護ご士し、そして佐倉の会社の幹かん部ぶ連中が列席することになっているが、彼らはどうやらそれぞれに与あたえられた客間や応おう接せつ間まにいて、じっとその時を待っているらしい。


　貴子がどこにいるのか、その一点だけが不安だったが、とにかく彼女に見つかる前に、そして招かれざる客が来る前に、書しよ斎さいからマスターキーを取って二人のいる部屋まで戻もどらなくてはならない。


　吉朗は、ずきずきと痛いたむ腹はらに手をやった。命綱の結び目が食い込こんだ辺りだ。自身の重さで締しまっていく命綱に、このまま窒ちつ息そくしてしまうのではないかと思った吉朗だったが、見上げたバルコニーの隙すき間まから覗のぞく二人の姿に、歯を食いしばって苦く痛つうに耐たえた。


　きっと二人の手の皮は剝むけてしまっただろう。背中も擦すれて、真っ赤になっている。全身で支えていたから、明日はひどい筋きん肉にく痛つうになるかもしれない。二人の方が、吉朗の何倍も何十倍も辛つらかったはずだ。


　最後にこちらを見つめていた千尋の目は、怖こわいくらいに澄すみ切った蒼だった。すぐに鍵かぎを持って戻る、そう強く誓ちかっているはずの吉朗なのに、千尋がひどく遠く感じられた。


（……絶対、助けに戻るから！　待ってて、二人とも！）


　一階の廊ろう下かに人ひと影かげはない。今の内に書斎に飛び込んでしまいたいが、そこに貴子がいないとも限かぎらない。


　吉朗は慎しん重ちようにホールを横切り、書斎のある通路へと足を踏ふみ入れた。すっかり身に付いた忍しのび足だったが、靴くつ底ぞこが廊下から離はなれる瞬しゆん間かんに立てるわずかな音が気になって仕方がない。貴子が耳ざとくないことをひたすら祈いのりながら、普ふ段だんならホールから一分とかからない書斎まで、たっぷり二分も掛けて到とう達たつした。


（中に人は……）


　耳を澄まそうとして、眉まゆをひそめる。書斎の扉とびらは他の部屋よりも厚あつく、防ぼう音おん性せいに優すぐれている。よほど大きな声で話していない限り、外に声が漏もれることはない。貴子が一人、書斎に座すわっていたりしたら、外からはまったくわからないのだ。


　吉朗はノブを逆手で握にぎりこみ、ぎゅっと力を籠こめる。少しずつ回していけば音も立たず、中に人がいたとしても気づかれずに扉を開けることができるはずだ。


　ノブのバネに逆らうように力を掛け、ゆっくりゆっくりと回していく。かなり腕が辛いが、ここで離しては意味がない。


　くっという手て応ごたえがあり、ノブが回らなくなる。ほっとして力を緩ゆるめそうになる自分を叱しつ咤たして、吉朗はほんの少しだけ、扉を引いた。


（誰だれもいませんように……）


「──見つかったの、マスターキーは!!」


（えっ!?）


　耳に飛び込んできた怒ど声せいに身を縮ちぢめる。それは間ま違ちがいなく、茂原貴子の声だった。


　一瞬、自分が見つかってしまったのかと思ったが、吉朗がマスターキーを探さがしているとは知る由よしもないのだから、そんなはずはない。


　すると、貴子の声に続いて、これまた聞き覚えのある声が遠えん慮りよがちに応こたえた。


「いつもはここにあるんです。机つくえの、この引き出しに……」


（……由紀乃!?　なんであいつがここにいるんだよ!!）


　事じ件けん以来一週間、行方ゆくえ知れずになっていた由紀乃が、書斎の中で貴子と話している。思わず中を覗のぞき込みたい衝しよう動どうに駆かられるが、そこまで扉を開いてしまったら、さすがに気づかれてしまうだろうと必死に抑おさえ込む。


「では、いつもあるはずのキーがどうして今日はないの？　ちゃんと説明してごらん！」


「あ、あの……多分、それは……執しつ事じが持ち出したんじゃないかと」


　声は確たしかに由紀乃のものだったが、その口調はおよそ同一人物のものとは思えないほど弱々しく、怯おびえたようにも聞こえる。とてもじゃないが、妹をいたわる姉と、その姉を慕したう妹の会話とは思えない。


　ふと、頭の隅すみのほうで、何かがひっかかった。


（こんな会話……どっかで聞いたような……どこだったっけ？）


　貴子をもてなす由紀乃、というシチュエーションで、何度か二人が話している所を見たことがあるが、こんなに厳げん然ぜんとある種の力関係が窺うかがえるような会話は聞いたことがない。それでも吉朗は、記き憶おくのどこかに引っかかりを覚えた。


「執事って、東とう金がねのこと？　今どこにいるの？」


「客間を、回ってると思います……その、手が、足りない、から」


　由紀乃がおっかなびっくり付け足した言葉にかぶせるように、どん、という大きな音が聞こえる。同時に何かが倒たおれるようなかしゃんという音も聞こえる。


（机を叩たたいて、その上のペン皿をひっくり返しやがったな……）


　真琴の使い勝手がいいように並ならべてあるのに、あれでは台無しだ。吉朗が日ひ頃ごろから磨みがいて整理している部屋だけに、貴子への怒いかりは募つのる。しかし、今はそれを抑おさえて、二人の会話を分ぶん析せきすることに集中する。


　由紀乃の言うように、現げん在ざい館やかたの手はどうしたって足りない。メイドが一人もいないのだから。八千代は厨ちゆう房ぼうに詰つめっぱなしだろうから、客に呼よばれて動けるのは東金一人ということになる。由紀乃は事実を言っただけだが、貴子にはあてこすりのように感じられたのだろう。


（マスターキーはここにないのか……じゃあ、東金さんを探した方が早いな）


　これ以上、危き険けんを冒おかして書斎の扉に貼はりついている意味はない。二人がまだ書斎にいる内に、東金を探し出し、マスターキーを借り受けるが吉だ。


　そう思い、扉をそっと戻もどしかけたとき、再ふたたび貴子が叫さけんだ。


「まったく、なんてお前は役に立たないの!?　キーのことを言ってるんじゃないのよ？　あの下げ賤せんなメイドのことだってそう。でしょう？」


（殺人未み遂すいまでやらせといて、役に立たないってなんだよ！）


　自分を殺そうとした由紀乃をかばうつもりはないが、その言いぐさはないだろう。戻しかけた扉を止め、耳を澄すますが、由紀乃からの返答はない。さっきの怯えた様子からして、由紀乃自身は貴子のその言葉を受け入れているらしい。


（……お前も、殺せないから役立たずってなんだよ、もう……）


　あのとき、由紀乃の部屋で見た貴子からの手紙を思い出し、さすがに由紀乃が可哀かわい想そうになってくる。彼女は貴子の手紙が口先だけのものとは思わず、信じていた。ただ一心に、義あ姉ねを喜ばせようと必死になって、吉朗を手に掛かけることも厭いとわなかったというのに。


　思わず同どう情じようしかけた吉朗だったが、続く貴子の言葉に、世界が凍こおりついた。


「真琴様のご両親のときだってそうだったわ！　怪け我がをさせるだけでいいと言ったのに、殺してしまって……喪も中ちゆうなんて言い訳わけで半年も延えん期きされる羽目になったのは、誰のせいなの!?　おっしゃい！」


「由紀乃が……由紀乃がいけないんです……」


　真琴の両親は半年前、自動車事じ故こで亡なくなった。


　その日、運転手の東金は別の用事で出かけていた。真琴の父である秀ひで清きよは、妻つまとともに急に出かけなくてはならなくなり、自ら車を運転をしていたのだという。


　屋や敷しきの前から大通りへ向かう道は、吉朗の世界と同じくぐるりと丘おかを取り囲むように下りていく。秀清の車は坂を下りながらぐんぐん加速して、ついに最後のカーブを曲がりきれなかった。


　運転手の不ふ在ざい中に飛び込んできた急用とは、一体何だったんだろうか。


　なぜ秀清は、坂道でブレーキを掛けようとしなかったんだろうか。


（……うそ、だろ……）


　吉朗のことだけではない。真琴の両親の死にまで、由紀乃と貴子が関かかわっていたというのか。


（真琴様……！）


　どんな思いで真琴がこの結けつ婚こんを承しよう諾だくしたのか。会社のため、自分の身を犠ぎ牲せいにして、貴子を迎むかえようとしているのだ。


　吉朗──吉香のことならまだいい。真琴は主人で、自分はメイドなのだから。メイドに危害を加えられても、主あるじがそれを気にする必要はない。


　けれど、親を殺した相手を許ゆるせるはずがない。許していいわけがない。


　怒いかりで、目の前が真っ赤になる。血が上り、凍りついていた世界が動き出す。そのとき、ドアノブを押おさえつけていた手が一いつ瞬しゆんだけ、ゆるんだ。


　がちゃり、と音を立てて、扉とびらからラッチが飛び出す。慌あわてた吉朗の動きに合わせて、扉が枠わくにぶつかって跳はね返る。


（……しまった……っ！）


「誰!?」


　貴子の誰何すいかの声に弾はじかれて、吉朗は身を翻ひるがえして走り出した。後ろを見ずにまっすぐ北、使い慣れた物置部屋へと走り込む。


（見られてなきゃいいけど……）


　立ち聞きに気づかれるなんて、まるであの日のようだ。あのゲームセンターでは姿すがたを見られてしまい、晴生の機転で逃にげ切ることができた。しかし今、晴生はここにおらず、写し身の春生は千尋とともに二階に閉とじこめられている。


　あそこに吉朗がいたと気づかれれば、二人の身が危あやうくなるかもしれない。なんとか助けたかったが、マスターキーもない今、吉朗にその手だてはない。


（ごめん……あとで必ず助けに行くから!!）


　息を詰つめて耳を澄すましていると、二人分の足音が階段を上っていくのが聞こえる。メイドは閉じこめているのだから、館内をうろついているとすれば、東金か結婚式に訪れた客だ。二人はきっと、立ち聞き犯を二階の客間に捜さがしに行ったのだろう。


　吉朗はそっと物置の扉を開けて、書斎の向かいにある両開きの扉──真琴の寝しん室しつへと向かった。今、真琴はそこで結婚式の準じゆん備びをしているはずだ。いや、真琴付きのメイドがそれを手伝うはずだったから、彼女が来るのを、ここで待っている。


　ノックをする余よ裕ゆうもなく扉にとりつくと、案の定、扉は吉朗のために開かれていた。勢いきおいよく飛び込むが扉は静かに閉しめて、後ろ手に鍵かぎを掛ける。突とつ然ぜん飛び込んできた吉朗を見て、部屋の奥で一人座ざしていた真琴が立ち上がった。


「一体なにを──」


「お静かに！　今はとにかく、お静かに願います！」


　声を押し殺し、唇くちびるの前で人差し指を立てる。いつもならこんな無礼は許さない真琴も、吉朗のただならぬ様子を察したのか、呑のまれたようにうなずく。それにうなずき返し、深しん呼こ吸きゆうを二度繰り返したとき、背せを預あずけた扉に、ノックの振しん動どうが響ひびいた。


「真琴様？」


　貴子の声だ。吉朗は思わず小さく舌打ちした。


「真琴様、お話があるのですけど、よろしいかしら？」


　一人だけ引き返してきたのか。何にせよ、今ここに吉朗がいると気付かれてはまずい。二階に閉じこめているはずの吉朗が書斎の真ん中の部屋にいたら、どんなに血の巡めぐりの悪い頭でも、立ち聞き犯の正体に気づく。


　真琴に目を据すえ、ただただ首を左右に振ふる。しかし真琴は、扉に近づくと、吉朗の肩かたをそっと押しやった。


『真琴様……!?』


　口の動きだけで名前を呼よぶと、人差し指でそれを封ふうじられる。訝いぶかりながらも吉朗は、扉から離はなれ、窓まどへと身を寄よせた。


「なんでしょうか、貴子さん」


「開けて下さらないの？　お部屋へ入れて下さい」


「……構かまいませんが、よいのですか？」


「……はい？」


「結婚式の前に花はな婿むこと顔を合わせるのは縁えん起ぎが悪いと、あなたがおっしゃったんですよ、貴子さん」


「それは……」


「時間は、いくらでもあります。式の後にしていただきたい」


　真琴のきっぱりとした口調に、貴子もそれ以上強くはつっこめず、「わかりました」と一言だけ言って去っていった。


　遠ざかる足音に耳を澄すませ、吉朗は溜ためていた息を吐はき出す。真琴の機転で少しは時間が稼かせげる。


　しかしその真琴は、険けわしい顔つきで吉朗に迫せまってきた。


「これは、一体なんの騒さわぎだ？」


「真琴、さま……」


　強い視し線せんに見据えられ、吉朗は口ごもってしまう。一体何から話せばいいのだろう。


「もう間もなく……式が始まるというのに支し度たくも手伝わず、どこにいた？」


「それは」


「着き替がえを。式まで、時間がない」


　慌あわてて部屋の時計を見やれば、吉朗があの部屋から逃げ出して、随ずい分ぶんと時が過すぎてしまっている。貴子の配下の連中がやってくるまでに、残された猶ゆう予よは少ない。


　すべてを、真琴に聞いてもらわなくてはならない。けれど、それには時間が足りない。


「──貴子様の支度が遅おくれて、それで、式も遅れます。ですから少し、私に時間を下さい」


「……吉香……？」


「お願いです。少しで良いから、私に時間を」


　じっと、真琴の瞳ひとみを見つめる。戸と惑まどったように見つめ返してきた真琴は、やがてゆっくりと瞼まぶたを閉とじると、小さなため息を吐ついた。


「……わかった」


「それでは、一いつ緒しよに来て下さい」


「どこへ……？」


「落ち着いて、話ができるところへ、です」


　吉朗は真琴の手首をむんずと摑つかみ、テラスへ通じる窓に向かって歩いていく。真琴は当然のことながら驚おどろいたようだったが、吉朗に任まかせると決めたらしく、逆さからわずに後をついてきた。


　真琴の寝室は、館やかたの東端にある。テラスから庭へ出て、左手に折れれば表玄げん関かんに通じる小道があり、右手には東門と呼ばれる裏うら門もんがある。


　真琴の手を取ったまま裏門へ向かおうとしていた吉朗は、呼びかける声に気づいて足を止めた。


「二人ともどちらへ？」


「東金さん……！」


「吉香ちゃん、一体真琴様をどちらへお連れするんだい？」


　東金は戸惑ったように真琴と吉朗とを見み比くらべている。その手に鍵の束が下がっているのを見て、吉朗は内心で快かい哉さいの声を上げた。


「それ、マスターキーですよね!?」


「え、ああ、そうだけど……」


「すぐに、西翼二階の黄こ金がねの部屋に行って下さい！」


「黄金……？　貴子様の控ひかえ室では？」


　東金は状じよう況きようが把は握あくできないようで、しきりに瞬まばたきを繰くり返している。いつもはその穏おだやかさに心和なごむ東金のしゃべりも、気の急せいている今は舌した打うちしたくなるほどもどかしい。


「そうなんですけど……えーその、そうなんですよ！　貴子様、鍵をバスタブに落としてしまわれて、開かなくなってしまったって、大おお騒さわぎで」


「それは大変だ！　すまなかったね、マスターキーを持ち出したりして」


「いいんです。それより早く行って下さい」


　弾かれるように走り出した東金の後ろ姿すがたを手を振りながら見送っていると、横合いから冷たい視線を感じた。


「そのあからさまな噓うその理由も、ちゃんと話してくれるんだろうね？」


「……もちろんです」


　吉朗は真琴を摑む手に力を籠こめて、しっかりとうなずいた。











　あの日以来、初めて訪おとずれる。


　佐倉家の屋や敷しきのすぐ側そばにあるその祠ほこらは、吉朗が幼おさない頃ころに遊んだ神社の祠とよく似にていたが、細かいところでどこか違ちがっているような気がした。けれど、その先に続く石いし段だんは、あの日吉朗が転がり落ちた石段であり、吉香の姿で発見された石段でもある。


　石段から見下ろす町は、やっぱり吉朗の記き憶おくとは違っていて、ここが異い世せ界かいなのだと言うことを強きよう烈れつに意い識しきさせる。


　この手の下で脈打つこの腕うでも、麻琴ではなく真琴のものなのだ。


「それで……？」


　真琴の声に、吉朗は我われに返った。すべてを話さなくてはいけない。


「まずは、謝あやまらせて下さい。大だい丈じよう夫ぶだから側そばに置いて下さいと、そう言ったのに、こんなことになってしまって」


「吉香……？　もしかして、また何か危あぶない目に遭あったのか!?」


　吉朗の手を振ふり払はらった真琴が、両りよう肩かたを強く摑んで揺ゆさぶる。その激はげしさに戸惑いながら、吉朗は首を振った。


「いいえ……！　いえ、その……大丈夫です」


「じゃあ、さっきの東金とのやりとりはなんだ!?　鍵かぎの話は？」


「閉とじこめられたんです。千尋さんと、春生ちゃんも一緒に。私だけ窓まどから逃にげ出して──」


「窓から!?　二階の!?」


　真琴は大きなため息をつくと、吉香の肩から滑すべり落ちるように手を離はなした。


「……やっぱり、ここにいさせるべきじゃなかった」


「違うんです！　そういうことじゃないんです！」


「でも──」


「今は、私に下さった時間のはずです。落ち着いて、どうか落ち着いて、私の話を聞いて下さい」


　吉朗はじっと目を見み据すえてそう言うと、真琴を石段の一番上へと導みちびき、腰こしを下ろさせた。立ったまま聞かせられる話ではない。


　そうして、一ひと呼こ吸きゆう置いた後で、吉朗はついさっき書しよ斎さいで耳にしたばかりの話を、できるだけ忠ちゆう実じつに真琴に語って聞かせた。


　貴子と由紀乃の力関係がわかるように、その口調も正せい確かくに、主観を交えないようにして語って聞かせる。


　黙だまって話を聞こうと意識して言葉を控えていた真琴だったが、すぐに真琴の中から言葉は失われて、血の気が引いていく。あのとき、直ちよく接せつこの耳で聞いた吉朗がそうだったように、真琴は信じられないといった様子で、視し線せんをさまよわせた。


　いや、同じとは言えない。麻琴の両親の写し身とはいえ、先代当主と吉朗は面識がない。そんな遠い間あいだ柄がらと実の親子では、感じ方が違って当然だ。


　だから少しだけ──本当ならもっと長く、真琴が満足するまでどれだけだってそっとしておいてやりたかったが、今は時間がないから少しだけ間をおいて、吉朗は切り出した。


「お……私のことはいいんです。でも、ご両親のことは話が別です。そんなことをする人と結けつ婚こんしてもいいんですか？」


「……結婚は……簡かん単たんには、やめられない」


「わかっています！　でも、こんな結婚、するべきじゃない！　そうでしょう!?」


「でも……いや、そうだけど……でも」


「真琴様！」


　両親の死の真相に、真琴は可哀かわい想そうなくらい動どう揺ようしている。そこへ大事な決けつ断だんを迫せまるのは酷こくだとわかっているけれど、今決めなければ、真琴はこの先長い人生、後こう悔かいしながら過すごすことになる。


（違う……それだけじゃない）


　真琴を想おもう気持ちに噓はない。だが、麻琴を想う気持ちはそれ以上に強く、吉朗の中にある。


　殺人犯はんと真琴を結婚させたくない。


　あんな男に、麻琴を奪うばわせやしない。


　貴子を、貴史を、真琴から──麻琴から引き離したい。


（ごめん、吉香。俺おれ……やっぱり吉香にはなりきれないよ）


　真琴は主あるじで、それはそれとして大切だけれど、一番はやはり、今手の届とどかないところにいる麻琴だった。


　こんな風に連れ出して、貴史から遠ざけることもできない。


　貴子との結婚式が秒読み段だん階かいに来ている今、きっと麻琴の背せにも、貴史の魔まの手が迫せまっている。


　吉朗は眼がん前ぜんに広がる町並なみを見やり、そして、石段を見下ろした。


　麻琴に会いたい。会って、その無事を確たしかめたい。


「結婚をやめたら……会社が……」


　喉のどの奥おくから絞しぼり出すような声だった。どれだけ辛つらい思いをしているのか、この声を聞いてわからない人間なんていない。


　それでも今、吉朗はわき上がってくる苛いら立だちを抑おさえきれなかった。


「なんでだよ……なんでわかってくれないんだよ！」


「よし、か……？」


「あんただって、あんな女となんか結婚したくないだろう!?　殺人犯だぞ！　自分が結婚するためなら、人を殺してもいいって、そういう女のどこがいいっていうんだよ。会社のため？　家のため？　ふざけんな！　物のために心を殺していいはずないだろうっ!?」


　いつもの、無ぶ愛あい想そうにメイドを叱しかる主の姿はどこにもなかった。啞あ然ぜんとした表ひよう情じようで、吉朗を見つめている。突とつ然ぜん男言葉で主を叱りつければ、驚おどろいて当然だろう。


（それがどうした！）


　今いま更さら従じゆう順じゆんなメイドになりきって、気持ちを伝えることなどできない。そんな時間も余よ裕ゆうも吉朗にはなかった。


「あんたに結婚されたら困こまるんだよ！　あっちで、ここと繫つながってるけど違ちがうあっちの世界できっと、困っている人間がいるんだよ！　あんたがあの女と結婚したら、まあちゃんが向こうであの千人斬ぎり野や郎ろうにどんな目に遭わされるかわからないのに、俺はここにいて、まあちゃんを助けられないのに……っ!!」


「……う、そ……」


「噓うそじゃない、噓なんかついてない。信じられないだろうけど、俺は吉香じゃなくて……ああ、どう言ったらいいかわかんないけど、あんたの知ってる吉香じゃない。俺には、あんたによく似にてるけどすげー可愛かわいい女の子の幼おさななじみがいて、その子はきっと今泣いてる。貴子に似た貴史って卑ひ劣れつな男につきまとわれてて、きっと」


　継つぐ言葉が見つからなくて、吉朗は口を閉とざす。ただでさえわけのわからない話を、こんな風に支し離り滅めつ裂れつに話して通じるはずもない。どうせ説明するのなら、もっと冷静になって、順じゆん序じよ立てて話さなくちゃ、誰だれだって突とつ拍ぴよう子しもない噓だと思うに決まっている。


「あ、の……その、ごめん。ちゃんと、話すから」


「…………」


　真琴は瞬まばたきもせずに吉朗を見つめている。しかし、吉朗の話に混こん乱らんしたような様子は見えず、ただただじっと、吉朗を見返している。


「真琴……様……？」


　不安になって呼よびかけると、真琴の見開かれた目からぽろりと涙なみだがこぼれ落ちた。涙は後から後から追いかけるようにこぼれ落ちてくる。


　ここへ来てから、真琴の泣き顔など一度も見たことがない。真琴はどんな状じよう況きようにあっても、強い瞳で前を見ている印象がある。


　それなのに、どういうことだろう。


　目の前にいる真琴は、ぼろぼろと涙をこぼし続けている。


「ちょ……ちょっと真琴様……!?　あの、俺……」


　戸と惑まどうように肩かたに手を掛かけた途と端たん、真琴は耐たえきれなくなったように声を上げた。震ふるえる指先が、泣きながら吉朗の胸むな元もとにしがみついてくる。


　主あるじ然ぜんとしていた真琴が、これではまるで、小さな女の子のようだ。


　どうしていいのかわからなくて、けれど、しがみついたその手を離すこともできなくて、吉朗はそっと両りよう腕うでで真琴の頭を抱だきかかえた。


（Ｅカップで良かった……）


　小こ柄がらな身体からだに似合わぬ豊ほう満まんな胸むねが、震えながら泣きじゃくる真琴をしっかりと受け止めている。この胸にどれだけ苦労させられたかしれないが、今だけは、Ｅカップに感かん謝しやしたい。


　その胸に、真琴の吐と息いきが触ふれる。何か、はっきりとしたリズムを刻きざんでいる。


（……え？）


　しゃくり上げながら、その合間に真琴がつぶやいたもの、それは─────


「……よーちゃん……」


「今──」


「よーちゃん、噓みたい……よーちゃんが、本当に、いてくれた……！」


　いつものぶっきらぼうな物言いではなかった。真琴の頭を抱きとめている、その胸の下で心しん臓ぞうが急にどくどくとうるさいくらいに音を立て始める。それが真琴に聞こえてしまいやしないかと心配になって、吉朗は真琴の肩を優やさしく摑つかんで、そっと身を離はなした。


　温ぬくもりを失って、真琴が顔を上げる。


　眉み間けんに皺しわがない、険けわしさのない、無む垢くで無む防ぼう備びな表ひよう情じようは、吉朗の知る誰かによく似ていた。


「まあちゃん……？」


　おそるおそる呼びかけると、収おさまりかけていた涙が再ふたたびあふれ出した。


「……ずっと、ずっと会いたかったの……よーちゃんに、会いたかった」


　あのとき抱いだいた疑ぎ念ねんは、間違いじゃなかった。


　吉香の中に吉朗がいるように、ここにいる真琴は真琴じゃなく、麻琴だった。


　吉朗がずっと助けたいと願っていた相手は、こんなにも近くにいた。


　けれど、信じられないという思いが強い。


「あの……俺のこと、覚えてた……？」


「よーちゃんこそ、私のこと、忘わすれてなかった……？」


　一いつ拍ぱくの沈ちん黙もくの後、吉朗と麻琴は顔を見合わせて笑った。吉香と真琴ではなく、吉朗と麻琴として。


「こんなに近くにいたんなら、早く言えばよかった」


「本当に、早く言えばよかったよ。そうしたら──」


　じゃり、と耳みみ障ざわりな音がして、二人は背はい後ごを振ふり返る。そこには、今一番会いたくない人間が、こちらを見下ろすように立っていた。


「何を言えば良かったって……？　私にも聞かせて下さるかしら、真琴様」


「貴子……！」


　吉朗のつぶやきをとらえた貴子は眉まゆを逆さか立だてる。


「お前、メイドの分ぶん際ざいで私の名を呼び捨すてるとはどういうつもり!?　第一、その手はなんなのよ、さっさと私の夫から離れなさい!!」


「そうよ。吉香ちゃん、いくらなんでもお姉様に対して失礼すぎるわ。謝あやまりなさいよ！」


　貴子の後ろから、由紀乃が顔を覗のぞかせる。さすがにもう佐倉家のメイド服は身につけていなかったが、似たような深しん紅くのワンピースを着ている。目の覚めるようなクジャク色のワンピースを着た貴子と並ならぶと、まるで信号機のようだった。


　吉朗は、麻琴の肩に掛けた手に力を籠こめ、一いつ緒しよに石いし段だんから立ち上がる。そして、麻琴を背せにかばうようにして、貴子と対たい峙じした。


「あいにくと人殺しに謝るほどの悪いことはしていない」


「人殺しですって!?　吉香ちゃん、生きてるんだから、人殺しじゃないじゃない！」


「私は生きてるけど、真琴様の両親は？　あれは人殺しとは言わないの？」


　吉朗の言葉に、由紀乃は顔色を変えた。そして、判はん断だんをゆだねるようにちらりと貴子を見やる。それに気づいた貴子は大おお仰ぎようにため息を吐つく。


「……本当に役に立たない子ね。小心者はこれだから困こまるわ」


「お姉様！」


「そう呼よぶことを、私、許ゆるしたかしら？　あなたはまだ、この間の失敗を償つぐなってはいないでしょう？」


「償い……」


「私はこれから、真琴様と結けつ婚こん式しきを挙げるの。そこに、この女はいらない」


「女は……いらない……」


　由紀乃は一語一語嚙かみしめるように、貴子の言葉を繰くり返す。それを見て鼻を鳴らした貴子は、麻琴に向かって手を伸のばした。


「さ、真琴様、参りましょう」


　身をすくませた麻琴が、吉朗の背にしがみつく。


（まあちゃんは、俺が守る……！）


「触さわるな！」
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　後ろに回した左手に麻琴が手を絡からめる。それをしっかりと握にぎり返しながら、右手で貴子の手を払はらいのけた。


　メイドという、貴子が言うところの下げ賤せんな身分の女に手を打ち据すえられるという屈くつ辱じよく的な行こう為いに、貴子は目を見み張はり、そして、金切り声を上げた。


「信じられない!!　私に触ふれるなんて……。由紀乃、何をしてるの！　さっさとこの女を殺しなさい！」


　吉朗に打ち据えられた手で由紀乃を叩たたいてけしかける。吉朗の行為にやはり目を丸くしていた由紀乃は、義あ姉ねに言われるまでもなく、吉朗にとびかかろうとしていた。


「吉香、よくもお姉様に……！」


「真琴様、早く式場へ」


「まあちゃんに触るな！」


「……よーちゃん!!」


　絡まりあう、四人の声。


　そして、四人の身体からだはもつれあい、長い石段を転がり始めた。











　滑すべり落ちていきなり、頭を石段の縁ふちに打ちつけた。痛いたみは一いつ瞬しゆんだが、視し界かいがぐらぐらとして定まらず、意い識しきレベルがどんどん下がっていくのを感じた。


（まあちゃん……まあちゃんだけは……！）


　はっきりとしているのは、今腕うでの中にある重みだけだった。繫つないだ手が離はなれないように、重力から解とき放たれた瞬間、身体を引き寄よせた。けれど、その身体は頭一つ分大きくて、どうしたってそのすべてを覆おおうことはできない。


（あと、もう少し……！）


　そう思った瞬間、伸のびた腕がしっかりと麻琴の背に回され、頭を抱かかえ込こむ。抱だきしめるのが精せい一いつ杯ぱいだった麻琴が、すっぽりと──というのはちょっと誇こ張ちようだけど、それなりにぴったりと腕の中に収おさまっている。気のせいか、右手を柔やわらかな髪かみがくすぐっている。


（まるで、まあちゃんみたいな、長い髪だ……）


　その感かん触しよくの優やさしさに、ふっと、意識が一瞬だけ途と切ぎれる。


（だめだ……しっかりしろよ、俺！　まあちゃんを守らなきゃ……）


　イメージの中で頭を振ふって、消えかけた意識を呼よび戻もどす。相変わらずぐらぐらする視界の中に、ようやく見み慣なれるようになった女の子の姿すがたが見えた。


　濃のう紺こんのワンピースは土に汚よごれ、あちらこちらにかぎ裂ざきができてしまっている。エプロンをしてたらもう少しましだったろうに、そう、逃にげ出すための命いのち綱づなに化けてしまった。


　それでも少女は、腕の中の宝たから物ものを放そうとしない。しっかりと、その豊ゆたかな胸に抱きしめて、これ以上毛の一ひと筋すじほども傷きずつかないようにと、その小さな身体で守っている。


（ああ、そうか……そうだ……俺はこれを知ってる）


　あのときもそうだった。


　石段を落ちて、何度も頭を打って、ぼんやりとした意識の中、血ち塗まみれの男の姿を見た。臨りん死し体験だと思っていたけどあれは、臨死体験じゃなかった。


（臨生体験？）


　麻琴を守りたいと強く願ったとき、意識がはっきりした。


　あの日、石段を落ちた吉香もきっと、同じ事を考えていたはずだ。真琴を守りたいと、きっとそのことを考えながら、落ちていった。今と同じように、そのことだけを願って。一つとなったその想おもいが、あちらとこちらを結びつけた。


　守りたい、その大切な人は、今は腕の中にいる。吉朗の中にいた吉香がやっぱり、麻琴の中の真琴を守ろうとした、その証あかしだ。


（まあちゃん……守るよ、俺おれが）


　見えていた景色が、不意にぐにゃりと歪ゆがんだ。巨きよ大だいな手に握にぎりつぶされたかのように、風景が歪む。すべてが消えてしまうその刹せつ那なよぎったその風景に、吉朗の中から笑いがこみ上げてきた。


（あいつらも転げ落ちてきやがった！）


　しかし、笑えたのは一瞬で、欠片かけらも感じていなかった痛みのすべてが、吉朗の下へ戻ってくる。


　痛さにうめいて見上げた空は、抜ぬけるように青い。


　まるで、夏の空のように─────
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　早く起きないと、支し度たくに手間取って遅ち刻こくして、また千尋に叱しかられてしまう。


　吉朗は重い瞼まぶたを渾こん身しんの力で持ち上げる。


「……ん……？」


　吉香の部屋とは、天てん井じようの模も様ようが違ちがう。真っ白で味気なくて、洋館にこんな部屋があっただろうか。


「どうしたんだっけ……俺……」


「おい、ヨシロー！」


　声のした方を見やれば、春生が立っている──違う、晴生だ。メイド服も着ていないし、おさげでもメガネでもない。身につけているのは半はん袖そでのワイシャツとネクタイで、ここからは見えないが、下のズボンが青いことも知っている。北きた高の夏服だ。


「お前……お前、晴生だろ!?　晴生だよなぁ!!」


「そうだけど……？」


「だよな！」


　何度も念を押おす吉朗に、晴生は眉まゆをひそめる。


「……お前、頭打ったみたいだけど、わかってる？　ここ、病院だぞ」


「病院……」


　言われてみれば、視し界かいに入るのは白い物ばかりで、味気ない病室だと知れる。


「お前が晴生で、俺は今病院にいて──ってことは……」


「おーっと待った待った！　起き上がるなよ、今、医者呼んでくるから！」


　押さえ込もうとする晴生の手を振り払はらって、半身を起こす。少し重たい布ふ団とんが、なんの引っかかりもなく胸むねを滑すべり落ちていく。


「胸が……」


「痛いたいのか？　大だい丈じよう夫ぶかよ、おい」


　身体からだがきしきしと悲鳴を上げていたが、吉朗はその痛みを無視して両手を胸に当てた。丸みはない。これっぽっちも膨ふくらんでいない。見下ろせば、包帯でぐるぐるに巻まかれていても悲しいくらい薄うすい胸むな板いたが、オレンジ色の入院着から透すけて見えていた。


「……Ｅカップじゃない」


「はぁ？」


「見ろよ、晴生！　俺、Ｅカップじゃない!!」


　戸と惑まどう晴生の手を取って、胸を触さわらせる。押し潰つぶされる感かん触しよくはまるでない。


「やめろって、お前！　あばらひび入ってんだぞ！」


「いやっほう!!　戻もどったんだ、俺」


「そうだよな……頭打ったんだもんな……。待ってろよ、今、先生呼よんで来るから！」


　叫さけぶ吉朗を痛ましげに見やって、晴生は手を引き抜くと病室から走り出ていってしまう。


　吉朗は改めて辺りを見回した。確たしかにここは病院で、佐倉家の洋館じゃない。自分にも胸はなく、晴生は自分を見てヨシローと呼んだ。


「戻って、こられたんだ……」


　落ち着いてつぶやいた声は、低い男の声だ。間違いなく、吉朗の声だった。


「……まあちゃんは!?」


　一いつ緒しよに転がり落ちた麻琴はどうなったんだろう。自分はこうして無事に戻ってこられたけれど、麻琴も、元の身体に帰ってこられたんだろうか。


「よーちゃん」


　声が、すぐ近くから聞こえる。


　扉とびらと反対側、吉朗の左手に、もう一台ベッドがある。そこに横たわっている少女は、あの日線路越ごしに見た佐倉麻琴その人だった。


　けれど、まだ安心はできない。


「まあちゃん……？」


　吉朗の探さぐるような問いかけに、少女は花が咲さくように笑った。




　エピローグ







　こちらへ戻ってきてから、十日が過すぎようとしていた。比ひ較かく的軽けい傷しようだった麻ま琴ことは一足先に退たい院いんしてしまったが、二箇か所しよの骨こつ折せつにひびの入ったあばらを抱かかえる吉よし朗ろうは、頭を打っていることもあって、まだ退院の目め処どが立たずにいた。


　基き本ほん的には食って寝ねるだけの入院生活は、麻琴が退院した途と端たんかなり退たい屈くつな物となっていたが、晴はる生きが学校帰りにいろんなニュースを仕入れて見み舞まいに訪おとずれてくれるし、退院しても通院治ち療りようが必要な麻琴も、帰りに必ず病室に寄よってくれる。それが、吉朗の孤こ独どくな入院生活を支ささえていた。


「あいつらさ、まだ否ひ認にんしてるんだって。昨日警けい察さつで聞いたんだ」


　晴生の言葉に、隣となりで聞いていた麻琴の顔が少しだけ曇くもる。けれど麻琴はすぐに笑えみを取り戻し、晴生に先を促うながした。


「本当に、大だい丈じよう夫ぶ？」


「平気。私も知りたいの。刑けい事じさんが怪け我がのことを気き遣づかってくれて、詳くわしいことは聞かされてなくて」


「そっか……。まあ、刑事の気持ちもわからなくもないけどな。俺だけじゃないんだぜ、吉朗と佐さ倉くらさんを突つき落とすところ目もく撃げきしてたの。それでシラを切れる神しん経けいがわかんねぇよ、俺には」


　目撃者として警察の事じ情じよう聴ちよう取しゆに応おうじていた晴生は、昨日警察で仕入れたばかりという情じよう報ほうを披ひ露ろうしてくれた。退院した麻琴は、既すでに二度ほど警察へ足を運んだようだが、吉朗は入院していたこともあって事情聴取は延のび延びになっており、加害者のこともなかなか耳に入ってこないので、晴生の情報はありがたい。


　吉朗たちがあちらの世界に行っている間、危き惧ぐしたとおり茂も原ばら貴たか史しは、麻琴を追いかけ回していたらしい。


　そこへ颯さつ爽そうと登場したのが、晴生いわく騎き士し気取りの吉朗だったのだという。吉朗のガードはかなり固く、貴史は麻琴に声を掛かけることすらかなわないこともあり、その苛いら立だちは徐じよ々じよに募つのっていたようだ。


　吉朗は麻琴と目を見み交かわして、小さく笑う。忠ちゆう実じつなメイドである吉よし香からしい。麻琴はあちらで、随ずい分ぶんと吉香にいろんなことを話していたというから、すぐに麻琴──真ま琴ことの居い場ば所しよを探さぐり当てられたのだろう。


　そして十日前のこと。いつも通り、吉香が真琴を守りながら歩いているのを見つけた貴史は、連れとともにその後を追いかけていった。その連れというのが、かつて晴生と吉朗がゲームセンターで見かけた、あの太った男だという。


「たまたま茂原を見かけてさ、なんとなく後をつけたらお前らがいるだろ？　なんかやばそうだな、と思って後を追ってったら、神社でどーん、だもん」


　止める間もなく、貴史たちは吉香たちを石いし段だんから突き落とした。最初からそうするつもりだったかのように、なんのためらいもなかったと、これは晴生以外の目撃者も語ったらしい。


　しかし、勢いきおいあまった貴史とその連れも、吉香たちの後を追うように、もつれ合って転げおっこっていった。石段の下で気を失った二人は、そのまま傷しよう害がいの現げん行こう犯はんで逮たい捕ほされて今に至いたるというわけだ。


「そこで今日の目玉情報。ええっと、佐倉さんはあの太った男のことはなんか聞いてる？」


「……ううん。面通しというのはしたんだけど、怪我のせいか……その、思い出せなくて」


　麻琴はそう言って、吉朗をちらりと見やる。あちらの世界に行くまで、あの太った男は麻琴の前に姿すがたを現あらわしてはいなかったようだ。中身が真琴になってからのことは当然わからないから、怪我のせいで記き憶おくが混こん乱らんしている、ということにしている。それは吉朗も同じで、吉香だった期間のことは、頭を打って忘わすれてしまったことになっている。


「なんとあの男、茂原の弟だったらしいぞ」


　晴生はにやりと笑う。確たしかに、共犯者の正体というのは、情報としてはスペシャルＡ級だが、問題はそこではない。


「……弟？」


「茂原貴史の!?　マジかよ！」


　茂原貴史の共犯者でしかも弟なのだとしたら、あちらで彼に呼こ応おうする存そん在ざいは一人しか思い当たらない。


「マジマジ、大マジ。弟っていっても異い母ぼ兄弟で、二か月下なだけらしいけど。ほら、前に言っただろ？　ヤツの親おや父じが外で女と子ども作りまくりだって。その一人らしいぜ。それにしても似にてないよな」


「異母兄弟……」


「だから、茂原じゃなくて成なり田た、成田……由ゆ紀き夫おって言ったかな」


　もはや間ま違ちがいようがない。吉朗はこみ上げてくる笑いを必死にかみ殺した。


　あのビスクドールのようだった由ゆ紀き乃のは、こちらの世界ではしまりのない身体をした、絵に描かいたようなオタクの由紀夫なのだ。吉香のＥカップも、確かに吉朗とは似ても似つかない特とく徴ちようではあったが、由紀乃のこれはレベルが違いすぎる。


　隣となりでは、口に手を当てた麻琴が、肩かたを小こ刻きざみに揺ゆらしていた。もちろん、怯おびえて震ふるえているのではない。


「茂原は俺らも知ってるからすぐわかったけど、成田の方はなかなか身元が割われなくてさ。否認してるし、二人ともアレだし」


「……アレ？　アレってなんだよ」


　晴生は辺りをうかがってから、吉朗のベッドの上に身を乗り出した。大部屋で他ほかにも患かん者じやがいるから、聞こえないようにと言う配はい慮りよだろう。麻琴が身を寄せるのを待って、晴生は口を切る。


「なんかさー、本当かどうかわかんないけど、茂原は茂原で自分はこんな小こぎ汚たない男じゃない、とか、なんだったけかな……伯はく爵しやくだか男爵だかのご令れい嬢じように何をするとか言って、刑事の話をまるで聞かないらしい」


　晴生の説明に、吉朗と麻琴は目を丸くする。それはまるで、二人の知る誰だれかが言いそうな台せり詞ふではないか。


「でさ、成田の方は、ひょっとしたらマジかもしれないんだけど、鏡見て卒そつ倒とうして以来、ちょーっとイっちゃったらしくて、日がな一日ありもしない髪かみの毛を巻まく真ま似ねをしたり、はいてもいないスカートを直したりしてるんだって。ちょっとしたホラーだよな」


　ここへ来てとうとう、吉朗も麻琴も耐たえきれなくなって、吹ふき出してしまった。


　あのとき吉朗は、貴子と由紀乃が落ちてくるところを見た。そして条じよう件けんが合がつ致ちしてしまって、二人はこちらの写し身の中に入り込こんでしまったのだろう。初めて鏡を見た由紀乃の胸きよう中ちゆうは、察するにあまりある。


　貴子も男になってしまえば、男爵家の令嬢として扱あつかわれることはなくなるし、何より彼女が蔑さげすむ人々と同じ釜かまの飯を食う生活になる。あの二人には耐たえ難がたい苦く痛つうと言えるだろう。


　それは、あちらの世界に行ってしまっただろう貴史も同じだ。あれだけたくさんの女じよ性せいを傷きずつけていた貴史も、自身が女の身では千人斬ぎりの名を恣ほしいままと言うわけにはいかなくなる。


　もしかしたら由紀夫だけは、あのビスクドールみたいな身体に今いま頃ごろにんまりとしているのかもしれない。しかし、あちらには事じ件けんの一部始終を知る春はる生きや千ち尋ひろがいる。吉香の一件だけでも由紀乃は十分に裁さばけるわけだから、彼は早そう晩ばん、こちらと同じく檻おりの中に入ることになるだろう。


　涙なみだを滲ませて笑っている吉朗と麻琴を、晴生が訝いぶかしげに見ている。


「いいのかよ。精せい神しん鑑かん定ていやってクロなら、責せき任にん追つい及きゆうできないかもしれないってのに」


「うん、いいっていうか……よくはないんだけど、まあね」


　四人にとっては、入れ替かわってしまったことこそが何より重い罰ばつなのだから。


「佐倉さんは、あいつらにさんざっぱらつけまわされたんだし、実じつ刑けいくらわしてやりたいよな？」


「どうかな……今でも十分、罪を償つぐなってるのかもしれないし」


　笑いながら吉朗と目を見交わす麻琴を見やって、晴生はつまらなそうに唇くちびるを尖とがらせた。


「二人ともお優やさしいこって──ま、自分たちが幸せだから、他人にも優しくできるっていう、あれか」


　にやりと笑って、晴生は椅い子すから立ち上がった。


「なんだよ、もう帰るのかよ」


「ヨシローと違って忙いそがしいんだよ、受験生だし」


「俺おれだって受験生だよ！」


「じゃあねぇ、佐倉さん」


「またね、晴生くん」


　晴生が去ってしまった後で、二人はまた、顔を見合わせて笑った。神様の粋いきな嫌いやがらせに乾かん杯ぱいしたい気分だ。


　一息吐ついて、麻琴は懐なつかしそうに目を細める。


「ねぇ、よーちゃん。今頃、あっちはどうなってるのかな？」


「真琴様は、頑がん張ばってると思う。当然、結けつ婚こんは破は談だんにして、会社はガンガン業ぎよう績せき上げて」


「そうだね。吉香はやっぱり、そんな真琴を助けて働いてるんだろうな。よーちゃんと違ってきびきびと」


「どうせ俺はドジメイドですよ」


「頑張ってはいたけどね」


　にわか仕込みのメイド業は、麻琴の目にはかなり危あぶなっかしく映うつっていたらしい。これは相当ひどく頭を打ったんじゃないかと思ったこともあったという。


　それも、中身が吉朗とわかってすべて腑ふに落ちたそうだが、言われた吉朗はなんとなく面おも白しろくない。


　しかし、同じように入れ替かわっていた千ち広ひろの完かん璧ぺきなメイドぶりを思うと、自分の仕事がいかに手て抜ぬきだったか知れる。


「千広さん……」


「……うん」


　結局、あのバルコニーでの別れが最後になってしまった。あんなにお世話になったのに、お礼の一つも言えなかった。


　帰ってくる方法がわかっても、それを伝える術すべがない。ただ石段を落ちるのではなく、写し身同士が、同じ想おもいを抱いだいて転がり落ちなくてはならないのだ。いずれ千広自身が気づいてくれることを願うしかない。


「いつか、こっちでまた会えるかな」


「会えるよ、きっと」


「……そう、かな」


「会えるよ。私たちだって、こうして会えたんだから」


　麻琴はそう言って、吉朗が投げ出した手に触ふれた。


　こちらに戻もどってきてから、麻琴は時折、こうして吉朗に触れる。その存そん在ざいを確たしかめるように。自分の手の感かん触しよくを嚙かみしめるように。


　そして吉朗もまた、自分が自分であることを感じるために、その手を握にぎり返す。途と端たんに心しん臓ぞうはどくりと打ち鳴らされ、もう一人の自分を思い出させた。


「あのさ……」


「なに？」


「ずっと、まあちゃんに、話したいことがあったんだ」


「私、に？」


　麻琴の手を摑つかむ左手に、少しばかり力を籠こめる。打ち鳴らされた心臓が耳まで上ってきて、どくどくとうるさい。
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（吉香、ちょっとだけ力、貸かしてくれ）


　想いを共有していた写し身の名を呼よんで、吉朗は大きく深しん呼こ吸きゆうをする。


「ずっと、言えなかったんだけど─────」


　十五年も側そばにいて言えなかった言葉、そして、離はなれていた二年の間に溜ためていた言葉があふれ出す。


　手の下の宝たから物ものが、小さく震ふるえた。







終







　あとがき







　吉よし朗ろうのような制服マニアほどではないけれど、制服を見るのが好きです。私立の女子高生とか国立の某大生のような学校の制服も好きだし、ファミレスやドーナツ屋さんの可愛かわいらしい制服も好きです。元もと町まちライトフェニックスの制服とか、東京メトロになる前の営団地下鉄の抹まつ茶ちや色の制服なんかも好きです。


　当然といいますか、メイドコスチュームも大好きです。日常的な雑ざつ務むを執とり行おこなうために洗せん練れんされていった、ストイックでシンプルな形がたまらないです。





　この作品では、私にしては珍めずらしくアグレッシブな取しゆ材ざいをしました。


　一つめは、吉よし香かのＥカップについて。自分ではいかんともしがたいし、下着売り場でＥカップの下着をしげしげと観かん察さつして、売り場の人に憐あわれまれたくなかったので、豊ゆたかな胸むねと広い心を持つ友人Ｆ嬢じように特とつ攻こう取材をかけました。


　Ｆ嬢は吉香より一カップ上のＦカップ──未み知ちの領りよう域いきというか、私からすれば、もはや神の領域。持つべきものは友だちです。そりゃもうしげしげとね！　根ね掘ほり葉掘りいろいろとね！　今振り返ってみれば、同性でも十分にセクハラで訴うつたえられそうな質問＆行動だったな……。


　そして二つめは、やはりこのネタを書くからには行かねばならないだろうということで、メイド喫きつ茶さへ行きました。秋あき葉は原ばらもメイド喫茶も生まれて初めてだったので、同様にメイド喫茶を取材するというＩ井さんとＴ本さんに同行させてもらいました。


　取材だけあって、タイプの違ちがうメイド喫茶を一日で三軒けんはしご。その中に、メイドさんがミルクや砂さ糖とうを入れて混まぜてくれるお店がありました。日頃コーヒーも紅茶もストレートでしか飲まない私ですが、気がつけば「ささささ砂糖を一杯弱……！」とか頼んでる始し末まつ。近所だったら、あやうく常じよう連れんになるとこでした。あれは確かにはまる……！





　最後に、長いこと付き合って下さった担当のＫさん、お忙しい中挿さし絵えを引き受けて下さった和泉いずみつばすさん、非ひ道どうな取材に応おうじてくれたＦ嬢、メイド喫茶めぐりに混まぜて下さったＩ井さんとＴ本さん、本当にお世話になりました。ありがとうございます。


　千ち広ひろがどうして入れ替わったのかとか先せん々せん代だいの話とか、紙数の都合で書けなかったこともあり、吉朗と麻琴の物語に幕まくを引くのは少し淋さみしい気もします。


　皆様にまたお目にかかることができたら幸いです。







鷹たか野の　祐ゆう希き
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ぼくのご主しゆ人じん様さま!?





鷹たか野の祐ゆう希き
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